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大
正
日
本
の 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』（
続
）

杉　

田　

英　

明

一　

竹
友
藻
風
譯 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
』

荒
木
茂
の
原
典
訳
が
発
表
さ
れ
た
翌
一
九
二
一
年
の
三
月
に
は
、
英
文

学
者
竹た
け

友と
も

藻そ
う

風ふ
う（

本
名
は
乕と
ら

雄お

。
一
八
九
一 

―
一
九
五
四
年
）
訳
に
よ
る
オ
オ

マ
ア
・
カ
イ
ヤ
ム 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
』 

が 〈
ア
ル
ス
泰
西
名
詩
選
〉 

の
第
一

冊
と
し
て
ア
ル
ス
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ

ル
ドE

dw
ard FitzG

erald

（
一
八
○
九 

―
八
三
年
）
英
訳
の
第
二
版
（
一
八
六

八
年
）
全
百
十
首
を
文
語
定
型
詩
に
全
訳
し
た
上
で 「
解
題
」 

と 「
解
說
」 

を
付
し
た
袖
珍
本
で
あ
る
。
装
幀
と
扉
絵
は
恩
地
孝
四
郞（
一
八
九
一 

―
一

九
五
五
年
）
が
担
当
、
ギ
ル
バ
ー
ト
・
ジ
ェ
イ
ム
ズG

ilbert Jam
es

（
一
八

六
五 
―
一
九
四
一
年
）
に
よ
る
挿
絵
八
点
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
翻
訳

は
の
ち
に
新
潮
社
の
世
界
文
學
全
集
37 『
近
代
詩
人
集
』 （
一
九
三
○
年
五

月
）
の 「
英
吉
利
詩
篇
」 

に
収
め
ら
れ
て
人
口
に
膾
炙
し
、
さ
ら
に
戦
後
の

一
九
四
七
年
八
月
に
は
改
訂
版
が
京
都
の
西
村
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
の

﹇
目
次
﹈

一　
竹
友
藻
風
譯 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
』

二　
小
川
忠
藏
の
評
釈

三　
厨
川
白
村
の 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

へ
の
関
心

　
（
1
）　
厨
川
辰
夫
・
矢
野
禾
積
編 『
十
九
世
紀
後
半
期
英
詩
選
』

　
（
2
）　
新
村
出
と 「
南
番
文
字
」

四　
矢
野
峰
人 「R

U
B

A
IY

A
T

の
硏
究
」

五　
『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

へ
の
言
及

　
（
1
）　
高
田
半
峰
の
講
演

　
（
2
）　
宮
澤
賢
治
と
保
阪
嘉
內

　
（
3
）　
德
冨
蘆 

 『
日
本
か
ら
日
本
へ
』

六　
映
像
と
絵
画

　
（
1
）　
映
画
の
輸
入

　
（
2
）　
雑
誌
『
地
上
巡
禮
』
表
紙
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ち
、
還
曆
記
念
出
版
の 『
譯
詩
集　

法
苑
林
』 （
潮
人
社
、
一
九
五
一
年
十
一

月
）
に
も
収
録
さ
れ
た
。

藻
風
は
大
阪
の
出
身
、
同
志
社
神
學
校
か
ら
上
田
敏
（
一
八
七
四 

―
一
九

一
六
年
）
を
慕
っ
て
京
都
帝
國
大
學
英
文
學
科
の
選
科
に
入
学
し
、
卒
業

後
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
大
学
院
で
ア
ー
ス
キ
ンJohn E

rskine

（
一
八
七
九 

―

一
九
五
一
年
）
に
師
事
。
修
士
号
を
得
て
帰
国
し
た
後
、
東
京
高
等
師
範
學

校
、
東
京
文
理
科
大
學
、
關か
ん
せ
い西
學
院
大
學
、
大
阪
大
學
な
ど
で
教
鞭
を

執
っ
た
。
詩
人
と
し
て
、
第
一
詩
集 『
祈
禱
』 （
昴
發
行
所
、
一
九
一
三
年
七

月
）以
降
数
冊
の
詩
集
を
刊
行
す
る
傍
ら
、『
ヹ
ル
レ
エ
ヌ
選
集
』 （
ア
ル
ス
、

一
九
二
一
年
六
月
）、『
希
臘
詞 
抄
』 （
新
し
き
村
出
版
部
、
一
九
二
四
年
八
月
）、

『
神
曲
』 （
全
三
冊
、
創
元
社
、
一
九
五
○
年
二 
―
八
月
）な
ど
多
く
の
翻
訳
や
、

『N
ursery R

hym
es

（
英
國
童
謠
集
）』 （
硏
究
社
英
文
譯
註
叢
書
第
十
、
一
九
二

九
年
一
月
）を
は
じ
め
と
す
る
訳
注
の
仕
事
で
も
知
ら
れ
て
い
る）

1
（

。
東
京
高

等
師
範
で
同
僚
だ
っ
た
福
原
麟
太
郞
（
一
八
九
四 
―
一
九
八
一
年
）
の
回
想

に
よ
る
と
、「
上
田
敏
先
生
の
薫
陶
を
受
け
た
の
は
渡
米
前
で
、
十
七
、
八

歳
ご
ろ
か
ら
先
生
に
そ
の
詩
才
を
認
め
ら
れ
、
や
が
て
京
都
大
学
英
文
学

の
選
科
生
と
し
て
先
生
に
接
し
」、「
自
分
が
上
田
敏
の
最
高
弟
で
あ
る
こ

と
を
信
じ
、
先
生
の
衣い

鉢は
つ

を
つ
ぐ
も
の
は
自
分
で
あ
る
と
し
て
い
た
」 
の

で
、
服
装
か
ら
趣
味
、
文
章
に
至
る
ま
で
そ
っ
く
り
真
似
る
ほ
ど 「
上
田

敏
に
徹
頭
徹
尾
私
淑
し
て
い
た）

2
（

」
と
い
う
。
同
じ
英
文
科
の
出
身
で
上
田

敏
の 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

講
義
に
列
し
た）

3
（

矢
野
峰
人
（
本
名
は
禾か

積づ
み

。
一
八

九
三 

―
一
九
八
八
年
）
は
藻
風
と
は
二
歳
違
い
、「
入
れ
違
い
に
大
学
に
入
つ

た
の
で
、
学
窓
で
直
接
相
識
る
機
会
を
得
な
か
つ
た
」）

4
（

 

と
回
想
し
て
お
り
、

藻
風
が
同
じ
内
容
の
講
義
を
聞
い
た
か
ど
う
か
は
判
ら
な
い
。
少
な
く
と

も
、『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
』 

の 「
解
題
」 

の
な
か
で
敏
の
言
葉
を
引
用
し
て
い

る）
5
（

以
外
、
彼
自
身
は
こ
の
翻
訳
と
敏
と
の
繫
が
り
に
直
接
は
言
及
し
て
い

な
い
。

藻
風
訳
は
、
英
文
学
の
専
門
家
に
よ
る
初
め
て
の
学
術
的
か
つ
藝
術
的

な
日
本
語
訳
と
評
す
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。「
解
說
」 

に
お
い
て
、
底
本

と
し
た
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
第
二
版
に
つ
い
て
は
、
ヘ
ロ
ン
＝
ア
レ

ンE
dw

ard H
eron-A

llen

（
一
八
六
一 

―
一
九
四
三
年
）
の
注
釈）

6
（

を
随
所
で
参

照
す
る
と
同
時
に
、
初
版（
一
八
五
九
年
）・
第
三
版（
一
八
七
二
年
）・
第
四

版
（
一
八
七
九
年
）
と
の
異
同
に
も
目
配
り
し
て
い
る
。
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
挿

絵
は
、
初
版
本
文
に
基
づ
く
ラ
ウ
ト
レ
ッ
ジ
書
店
の
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
版）

7
（

を

手
許
に
置
い
て
利
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ア
ル
ス
版
の 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
』 

刊
行
か
ら
四
年
後
に
は 〈K

enkyusha E
nglish Texts

〉 

と
し
て
竹
友
虎
（
マ
マ
）雄 

『V
ictorian Poets

』 （
硏
究
社
、
一
九
二
五
年
三
月
）を
、
そ
の
翌
年
に
は
、 〈
硏

究
社
英
文
學
叢
書
〉 

の
一
環
と
し
て 『L

onger E
nglish Poem

s

』 （
硏
究
社
、

一
九
二
六
年
十
月
）
を
刊
行
、
い
ず
れ
に
も
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
初
版

本
文
を
収
め
、
全
歌
に
亘
っ
て
詳
細
な
訳
注
を
そ
れ
ぞ
れ
英
語
と
日
本
語

で
施
し
て
い
る
。
後
者
の
参
考
書
目
に
挙
げ
ら
れ
た
ニ
コ
ル
ソ
ン
注
釈
版）

8
（

や
バ
ッ
ト
ソ
ン
注
釈
版）

9
（

、
ホ
ワ
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
英
訳）

10
（

や
ニ
コ
ラ
仏
訳）

11
（

、

グ
ロ
ル
ロ
ー
仏
訳）

12
（

な
ど
多
く
の
注
釈
書
・
原
典
訳
は
、
と
く
に
こ
の
注
釈

の
た
め
に
入
手
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

戦
後
の
西
村
書
店
版
の 「
は
し
が
き
」 

で
藻
風
は
、

　

大
正
十
年
ア
ル
ス
書
房
か
ら
刊
行
し
た
小
著 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
』 

は

靑
春
の
客
氣
に
任
せ
、
殆
ん
ど
一
氣
呵
成
に
譯
を
了
つ
た
も
の
で
あ
つ
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た
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
の
點
に
於
い
て
意
に
滿
た
な
い
も
の
が
多
く
、
字

句
の
解
釋
な
ど
に
つ
い
て
も
冷
汗
を
覺
え
る
や
う
な
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
。

そ
の
一
方
、
さ
す
が
に
若
い
時
で
な
け
れ
ば
か
う
は
書
け
な
か
つ
た
で

あ
ら
う
と
思
は
れ
る
や
う
な
と
こ
ろ
も
あ
つ
て
、
愛
着
を
つ
な
い
で
ゐ

た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
度
、
全
體
に
亙
つ
て
改
訂
を
加
へ
る
こ
と
が
出

來
た
の
は
こ
の
上
も
な
い
幸
福
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
ア
ル
ス
版
と
の
異
同
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は

な
い）

13
（

。
彼
自
身
も
ア
ル
ス
版
を
そ
れ
な
り
に
会
心
の
作
と
見
做
し
て
い
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
西
村
書
店
版
の
口
絵
に
掲
げ
ら
れ

た
ギ
ル
バ
ー
ト
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
挿
絵
は
、
ア
ル
ス
版
と
は
異
な
り
、

『L
onger E

nglish Poem
s

』 

の
訳
注
の
準
備
過
程
で
入
手
し
た
と
思
わ
れ

る
ニ
コ
ル
ソ
ン
注
釈
版
か
ら
採
ら
れ
て
い
る）

14
（

。

こ
こ
で
藻
風
訳
の
見
本
と
し
て
、
第
12
歌
と
第
8
歌
を
掲
げ
て
み
よ
う
。

こ
こ
に
し
て
木
の
下
に
、
い
さ
さ
か
の
糧か
て

、

壺
の
酒
、
歌
の
ひ
と
卷
、―
ま
た
い
ま
し
、

あ
れ
野
に
て
側
か
た
は
らに
う
た
ひ
て
あ
ら
ば
、

あ
な
あ
は
れ
、
荒あ
れ

野の

こ
そ
樂
土
な
ら
ま
し
。

H
ere w

ith a little B
read beneath the B

ough,

A
 Flask of W

ine, a B
ook of V

erse ̶
 and T

hou

　

B
eside m

e singing in the W
ilderness 

―

O
h, W

ilderness w
ere Paradise enow

）
15
（

 !

バ
ビ
ロ
ン
と
ナ
イ
シ
ャ
プ
ウ
ル
を
わ
れ
問
は
ず
、

さ
か
づ
き
は
苦
く
と
も
、
あ
ま
く
と
も
あ
れ
、

命
の
酒
は
雫
ひ
ま
な
く
浸
み
や
ま
ず
、

命
の
葉
、
ひ
と
葉
ふ
た
葉
と
落
ち
や
ま
ず
。

W
hether at N

aishápúr or B
abylon,

W
hether the C

up w
ith sw

eet or bitter run,

　

T
he W

ine of L
ife keeps oozing drop by drop,

T
he L

eaves of L
ife keep falling one by one

）
16
（.

い
ず
れ
も
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
原
語
を
取
り
こ
ぼ
さ
ず
に
そ
の
順
番
の
ま
ま

訳
語
に
対
応
さ
せ
た
、
き
わ
め
て
正
確
な
訳
詩
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も

第
12
歌
で
は 「
い
ま
し

0

0

」 「
な
ら
ま
し

0

0

」、
第
8
歌
で
は 「
問
は
ず

0

0

」 「
や
ま0

ず0

」 「
や
ま
ず

0

0

」 

と
行
末
が
韻
を
踏
ん
で
い
る
。
音
数
は
そ
れ
ぞ
れ 「
五
五

七
・
五
七
五
・
五
五
七
・
五
五
七
」 「
五
七
五
・
五
五
七
・
七
七
五
・
五
七

五
」 

と
、
各
行
が
五
音
と
七
音
の
厳
密
な
三
部
構
成
で
あ
り
、
こ
の
形
式

は
全
歌
を
通
し
て
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
。
こ
の 「
五
七
」 

を
基
調
と
す
る
音

構
成
に
つ
い
て
、
土ど

居い

光こ
う

知ち
（
一
八
八
六 

―
一
九
七
九
年
）
は 「
竹
友
氏
の
譯

詩
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト
を
讀
み
て）

17
（

」 

の
な
か
で
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

　

こ
の
詩
の
如
き
五
音
脚
詩
の
一
行
に
も
れ
る
內
容
は
七
五
の
一
行
に

盛
り
き
れ
な
い
も
の
で
あ
つ
て
、
强
い
て
七
五
調
に
譯
さ
う
と
す
る
と

內
容
を
省
略
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
ま
た
七
五
を
二
つ
重
ね
た
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一
行
に
譯
さ
う
と
す
れ
ば
譯
詩
の
方
が
稍
長
く
な
つ
て
緊
縮
し
た
感
じ

を
失
ふ
こ
と
に
な
る
。（
中
略
）

　

竹
友
氏
は
一
行
を
七
五
、
八
七
の
如
き
二
つ
のsound groups

か
ら

成
立
せ
し
め
る
代
り
に
、
五
五
七
及
び
五
七
五
の
如
き
三
つ
のsound 

groups
か
ら
成
立
せ
し
め
た
。
原
詩
に
於
い
て
特
に
美
く
し
く
感
じ
ら

れ
る
の
は
表
現
の
透
明
さ
、
澱
み
な
く
、
濁
り
な
き
、
す
つ
き
り
し
た

男
性
的
な
調
子
で
あ
る
が
、
氏
が
感
傷
的
に
な
り
や
す
い
七
五
の
調
子

か
ら
で
な
く
、
五
七
の
調
子
を
出
發
點
と
し
、
そ
の
前
か
後
か
に
五
音

を
加
へ
て
創
始
し
た
詩
形
は
こ
の
美
を
移
す
の
に
最
も 

切
で
あ
る
こ

と
を
感
じ
る
。Fitzgerald

の
詩
が
そ
れ
自
身
の
價
値
を
も
つ
て
ゐ
る
や

う
に
、
こ
の
譯
詩
も
內
在
的
な
價
値
を
有
す
る
こ
と
を
感
じ
、
英
譯
者

の
心
に
も
か
な
ひ
さ
う
な
日
本
譯
と
し
て
私
は
こ
れ
を
よ
ろ
こ
ぶ
う
ち

の
一
人
で
あ
る
。

蒲
原
有
朙
（
本
名
は
隼
雄
。
一
八
七
五 

―
一
九
五
二
年
）
の
訳
詩 「
歌う
た

の
一ひ
と

卷ま
き

樹こ

の
も
と
に
、
／
美う
ま

酒き

の
壺も
た
ひ、
糧か
て

の
や
ま
、
さ
て
は
汝み
ま
しが
）
18
（

」 
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
明
治
の
新
体
詩
の
基
調
が
七
五
調
で
あ
っ
た）

19
（

の
に
対
し
、
藻

風
訳
は
五
七
を
基
調
に
据
え
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル

ド
の
原
詩
の
表
現
と
内
容
に
見
合
っ
た
日
本
語
表
現
を
生
み
出
す
こ
と
に

成
功
し
た
と
い
う
の
が
土
居
の
評
価
で
あ
る
。
森
亮り
よ
う（

一
九
一
一 

―
九
四
年
）

も
戦
後
、「
五
五
七
調
の
も
つ
回
転
の
悪
さ
が
、
こ
れ
ら
の
思
想
詩
に
重
厚

な
味
を
与
え
て
い
る）

20
（

」 

と
肯
定
的
に
回
顧
し
て
い
る
。

他
方
、
表
記
の
点
で
は
、
第
12
歌
の
例
か
ら
も
窺
わ
れ
る
通
り
、
原
詩

の
ダ
ッ
シ
ュ
（
―
）
は
訳
詩
で
は
二
倍
ダ
ッ
シ
ュ
（

―
）
に
ほ
ぼ
対
応
さ

（
sic）

せ
て
厳
密
を
期
し
て
い
る
。
ま
た
、
た
ま
た
ま
右
の
二
例
に
は
含
ま
れ
て

い
な
い
が
、
第
6
歌
の
「『
酒
、
酒
、
酒
、
／
赤
き
酒
よ
』」 “W

ine! W
ine! 

W
ine! / “R

ed W
ine! ”

を
始
め
、
原
詩
の
二
重
引
用
符
は
二
重
鍵
括
弧
に

置
き
換
え
て
い
る）

21
（

ほ
か
、
第
7
歌
の 「「
悔く
ゐ

」」 Repentance

）
22
（

や 「「
時
の
小

鳥
」」 The B

ird of T
im

e

の
よ
う
に
冒
頭
が
大
文
字
表
記
の
単
語
や
、
第

27
歌
の 「「
今
日
」」 T

O
-D

A
Y, 「「

明
日
」」 T

O
-M

O
R

R
O

W

の
よ
う
に
小
頭
文
字

（
ス
モ
ー
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
）を
使
用
し
て
い
る
単
語
、
第
32
歌
の 「「
如
何
な

れ
ば
」」 W

hy, 「「
何い
づ

處こ

よ
り
」」 W

hence, 「「
何い
づ

處こ

へ
」」 W

hither

の
ご
と
き

斜
体
の
単
語
に
し
ば
し
ば
鍵
括
弧（「　
」）
を
付
し
て
い
る
の
も
、
従
来
の

翻
訳
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
新
し
い
特
徴
で
あ
る）

23
（

。

訳
語
に
つ
い
て
見
る
と
、
古
語
・
雅
語
を
自
由
に
使
い
こ
な
し
て
い
る

点
が
何
よ
り
目
に
つ
く
。「
こ
こ
に
し
て
」 

は
他
に
例
を
見
な
い
表
現
で
、

五
音
に
す
る
必
要
上 「
こ
こ
に
」 

に 「
し
て
」 

を
追
加
し
た
の
で
あ
ろ
う
が）

24
（

、

意
味
は
明
瞭
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の 「
い
ま
し
」 Thou

）
25
（

, 「
あ
な
あ
は
れ
」 

O
h

）
26
（

,

反
実
仮
想
の
助
動
詞 「
ま
し
」 w

ere

）
27
（, 

逆
態
の
仮
定
条
件
を
示
す
助

詞 「
と
も
」 W

hether . . . or

）
28
（, 

絶
え
間
が
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
形
容
詞 

「
ひ
ま
な
し
」 keeps

）
29
（

な
ど
は
、
多
く
が 『
古
事
記
』 『
萬
葉
集
』 

な
ど
に
ま

で
溯
る
こ
と
の
で
き
る
表
現
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
藻
風
の
文
語
訳
全
体

に
格
調
を
添
え
る
大
き
な
要
素
に
な
っ
て
い
る）

30
（

。

誤
訳
の
類
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
第
97
歌
で
原
語
の “Porter ” 

を “Pot-
ter ” 

と
誤
読
し
て 「
瓶
つ
く
り
」 

と
訳
し
た
点
は
、
第
四
刷
刊
行
後
に
読
者

か
ら
の
指
摘
を
受
け
て
新
聞
紙
上
に
訂
正
記
事
を
出
し
て
い
る）

31
（

。
ま
た
第

47
歌
で
は
、
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お
そ
れ
ざ
れ
、「
存
在
」 

の
汝な
れ

が

錄
を

伏
せ
て
後
、
失
ふ
や
、
文
字
知
ら
ず
や
と
。

う
た
か
た
の
い
く
よ
ろ
づ
、
か
の
器う
つ
はよ
り

と
こ
し
へ
の
サ
ア
キ
は
注（
つ
）ぎ
ぬ
。
注
ぎ
や
ま
ず）

32
（

。

A
nd fear not lest E

xistence closing your

A
ccount, should lose, or know

 the type no m
ore;

　

T
he E

ternal Sáki from
 that B

ow
l has pour ’d

M
illions of B

ubbles like us, and w
ill pour

）
33
（.

と
、
原
詩
二
行
目
の “the type ” 

を 「
活
字
」 

の
意
味
に
取
っ
て 「
文
字
」 

と
訳
し
て
い
る
。
し
か
し
、
イ
ス
ラ
ム
で
は
人
間
の
運
命
は
天
の
書
板
に

筆
（al-qalam

）
に
よ
っ
て
記
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る）

34
（

の
で
、「
活
字
」 

と
す
る
解
釈
に
は
無
理
が
あ
る
。
ま
た
、
対
応
す
る
第
三
・
四
版
の
第
46

歌
が
こ
こ
を “the like ” 

と
修
正
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、“the type ” 

と
は 「（
お
前
と
同
じ
よ
う
な
）
型
、
種
類
」 

す
な
わ
ち
人
間
一
般
と
理
解
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
後
半
二
句
で
語
ら
れ
る
よ
う
に
、「
と
こ
し
へ
の
サ
ア

キ
」 

す
な
わ
ち
神
は
人
間
を
泡
の
よ
う
に
次
か
ら
次
へ
と
生
み
出
し
続
け

る
の
で
、
お
前
が
死
ん
だ
の
ち
に
人
間
が
死
に
絶
え
る
な
ど
と
心
配
す
る

に
は
及
ば
な
い
、
と
述
べ
、
神
の
永
遠
性
と
人
間
の
は
か
な
さ
と
を
対
比

す
る
の
が
全
体
の
趣
旨
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
類
の
誤
訳
は
他
に
も
い

く
つ
か
見
ら
れ
る）

35
（

。

他
方
、
五
七
調
に
収
め
る
た
め
に
説
明
を
削
っ
て
し
ま
い
、
意
味
が
取

り
に
く
く
な
っ
て
い
る
訳
詩
も
存
在
す
る
。
第
63
歌
を
例
に
挙
げ
よ
う
。

こ
の
水
を
神
に
生
る
と
せ
ば
い
か
に
、

え
び
か
づ
ら
誰
か
係わ

蹄な

と
は
凟け
が

し
え
む
。

祝め
ぐ
み福
な
り
、
用
ゐ
ざ
ら
め
や
、
呪の
ろ
ひ詛
に
て

あ
り
と
せ
ば
、―
そ
こ
に
入
れ
た
る
者
や
誰た
れ

。）
36
（

W
hy, be this Juice the grow

th of G
od, w

ho dare

B
lasphem

e the tw
isted tendril as a Snare ?

　

A
 B

lessing, w
e should use it, should w

e not ?

A
nd if a C

urse ̶
 w

hy, then, W
ho set it there

）
37
（ ?

「
酒
が
神
の
育
て
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
葡
萄
の
巻
き
蔓
が
人
間
を
堕

落
さ
せ
る
罠
だ
な
ど
と
言
っ
て
誰
が
神
を
冒
瀆
で
き
よ
う
か
。
神
の
祝
福

と
し
て
我
々
は
こ
れ
を
享
受
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
も
し
そ
れ
が
呪
い

だ
と
す
る
な
ら
、
誰
が
そ
れ
を
存
在
せ
し
め
た
と
言
う
の
か
（
神
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
神
へ
の
冒
瀆
で
あ
る
）」 

と
い
う
の
が
一
編
の
趣
旨
で
あ
る）

38
（

。

第
一
行
の “be ” 

は
仮
定
法
現
在
（Subjunctive Present

）
な
い
し
は
命
令
法

で “if this juice be the G
row

th of G
od ” 

の
意
味
、“W

hy ” 

は
条
件
の
帰

結
を
導
い
て 「
そ
れ
な
ら
」 

と
い
っ
た
心
、“A

 B
lessing ” 

は “it ” 

の
同
格

補
語
で “A

s a B
lessing ” 

と
同
義
で
あ
ろ
う
。
こ
の
訳
詩
は
す
べ
て
の
行

の
音
数
が
五
・
七
・
五
と
い
う
整
っ
た
形
式
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
内
容
上
は
、「
こ
の
水
」 

が
酒
で
あ
る
こ
と
や
、「
え
び
か
づ
ら
」 

が
葡
萄

を
指
す
こ
と
な
ど
、
説
明
注
が
な
い
と
読
者
に
は
読
み
取
り
に
く
い
。
一

行
目
の 「
い
か
に
」 
は
間
投
詞 “W

hy ” 

に
対
応
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
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日
本
語
と
し
て
は
繫
が
り
が
判
然
と
し
な
い
し
、
三
行
目
の 「
祝め
ぐ
み福
な
り
、

用
ゐ
ざ
ら
め
や
」 

は
あ
ま
り
に
簡
略
化
し
す
ぎ
て
文
脈
を
摑
み
に
く
い
憾

み
が
あ
る
。
こ
う
し
た
言
葉
足
ら
ず
や
誤
解
を
招
き
や
す
い
訳
詩
は
他
に

も
い
く
つ
か
存
在
す
る）

39
（

。

他
方
、
先
に
触
れ
た
通
り
、
巻
末 「
解
說
」 

に
お
い
て
、
多
く
の
歌
に

つ
い
て
主
と
し
て
ヘ
ロ
ン
＝
ア
レ
ン
に
依
拠
し
た
訳
注
を
付
し
て
読
者
の

理
解
を
助
け
て
い
る
の
は
、
藻
風
訳
の
学
術
的
側
面
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

『L
onger E

nglish Poem
s

』 
の
訳
注
を
経
て
、
西
村
書
店
版
で
は 「
註
」 

は

さ
ら
に
詳
細
に
な
っ
て
ゆ
く
。
ま
た 「
補
遺
」 

で
は 「「
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
」 

に

用
ゐ
た
言
葉
に
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
イ
ア
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
」 

と
し
て
、

い
く
つ
か
の
典
拠
を
挙
げ
て
い
る）

40
（

の
も
、
訳
者
の
英
文
学
の
学
識
を
示
す

点
で
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

藻
風
訳
を
全
体
と
し
て
見
る
と
、
問
題
点
は
い
く
つ
か
指
摘
で
き
る
も

の
の
、
き
わ
め
て
高
水
準
の
出
来
栄
え
で
あ
る
こ
と
は
疑
問
の
余
地
が
な

い
。
読
者
に
与
え
た
影
響
も
大
き
く
、
評
価
も
高
か
っ
た
。
後
年
、
藻
風

の
詩
集 『
石
庭
』 （
私
家
版
、
一
九
三
八
年
三
月
）
の
装
幀
を
手
が
け
る
こ
と

に
な
る
壽じ
ゆ
が
く
ぶ
ん
し
よ
う
　

岳
文
章
（
一
九
○
○ 

―
九
二
年
）
は
、「
恩
地
孝
四
郎
の
装
幀
に
な

る
こ
の
袖
珍
本
は
、
当
時
私
の
愛
蔵
書
で
あ
り
、
愛
読
書
で
あ
っ
た）

41
（

」 
と

記
し
、
批
評
家
で 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

蒐
集
家
で
も
あ
っ
た
谷た
に

澤ざ
わ

永
一（
一

九
二
九 

―
二
○
一
一
年
）
も
、「
最
初
に
小
遣
い
を
少
し
無
理
し
て
購
入
し
た

の
が
、
袖
珍
本 『
ア
ル
ス
泰
西
名
詩
選
』 

1
の
竹
友
藻
風
訳 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ

ト
』 （
中
略
）、
即
ち 『
世
界
文
学
全
集
』 

収
録
の
原
本
で
あ
る）

42
（

」 

と
、
蒐
集

の
原
点
に
本
書
が
存
在
し
た
こ
と
を
回
顧
し
て
い
る
。
慶
應
義
塾
で
一
時

同
僚
と
し
て
教
え
、
の
ち
ま
で
親
交
の
あ
っ
た
西
脇
順
三
郞（
一
八
九
四 

―

一
九
八
二
年
）
が 「
彼
の
残
し
た
作
品
と
し
て
後
世
に
傳
え
た
い
も
の
は
ダ

ン
テ
の 「
神
曲
」 

と
彼
が
ま
だ
若
か
つ
た
時
に
訳
し
た 「
ル
バ
イ
ヤ
ト
」 

で

あ
る
と
思
う）

43
（

」 

と
評
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
藻
風
の
全
業
績
の
な
か
で 

『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
』 

が
占
め
る
重
要
な
位
置
が
窺
え
よ
う
。
た
だ
一
方
で

は
、
そ
の
訳
を
痛
烈
に
批
判
し
、
一
九
三
六
年
二
月
に
京
城
で
私
家
版

『
波
斯
古
詩

留
盃
邪
土
』
を
刊
行
し
た
堀
井
梁
步
（
本
名
は
金
太
郞
。
一
八
八
七
―
一

九
三
八
年
）の
よ
う
な
反
骨
の
文
人
の
存
在
も
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
も

し
れ
な
い）

44
（

。

藻
風
は
本
書
の
三
年
後
に
刊
行
し
た 『
希
臘
詞 

抄
』 

で
、
フ
ィ
ッ
ツ

ジ
ェ
ラ
ル
ド
が
ペ
ル
シ
ア
語
原
詩
を
創
造
的
に
意
訳
し
た
手
法
を
踏
襲
し

て
い
る
。
全
三
部
か
ら
成
る
こ
の
訳
詩
・
創
作
詩
集
の
第
一
部 「
希
臘
詞

 

抄
」 

は
、
主
と
し
て 『
ギ
リ
シ
ア
詞
華
集
』 Anthologia G

raeca

（
の
英

訳
）
か
ら
選
ん
だ
三
十
編
ほ
ど
の
訳
詩
を
収
め
る
。
そ
の
序
文
で
藻
風
は
、

　

こ
こ
に
收
め
た
る
數
十
章
は
も
と
よ
り
そ
の
飜
譯
に
は
あ
ら
ず
。
詞

 

集
を
繙
き
な
が
ら
、
遙
か
に
わ
が
心
よ
り
浮
び
出
で
た
る
お
も
か
げ

を
捉
へ
た
る
の
み
。
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
が
波
斯
詩
人
の
詞
想
を
移

し
た
る
神
工
の
迹
に
は
似
る
べ
く
も
な
け
れ
ど
そ
の
志
に
於
い
て
或
は

近
き
も
の
な
ら
む
。（
中
略
）
か
か
る
類た
ぐ
ひの
文
學
も
存
在
を
許
さ
る
べ
き

こ
と
を
思
ひ
て
希
臘
詞 

抄
と
題
す）

45
（

。

と
述
べ
、
実
際
、
訳
詩
の
多
く
に 「
ぺ
ル
セ
ス（
歬
四
世
紀
）の
う
た
の
意

を
述
べ
た
り
」 「
メ
レ
ア
ゲ
ル
（
歬
一
世
紀
）
の
う
た
の
意
に
從
へ
り
」 

と

い
っ
た
言
葉
を
添
え
る
と
同
時
に
、
末
尾
の
六
編
を
除
く
す
べ
て
の
詩
を
、
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原
詩
の
行
数
に
拘
わ
ら
ず
ル
バ
ー
イ
ー
に
倣
っ
て
四
行
に
ま
と
め
て
い
る
。

そ
の
う
ち
の
一
編
、「
幼
兒
の
死
」 

と
題
さ
れ
た
作
品
を
例
に
引
い
て
、
そ

の
訳
し
ぶ
り
を
窺
っ
て
お
き
た
い
。

わ
が
こ
こ
ろ
憂
に
染
ま
ぬ
い
つ
と
せ
の
秋
、

無
慘
な
る
死
の
手
に
依
り
て
果は

敢か

な
く
な
れ
り
。

泣
く
な
か
れ
、
人
の
世
の
幸さ
ち

は
な
く
と
も
、

し
か
す
が
に
小（
ち
）さ
き
な
や
み
を
わ
れ
は
知
る
。

　
ル
ウ
キ
ア
ノ
ス
（
年
代
未
詳
）
の
う
た
の
意
を
述
べ
た
り）

46
（

。

こ
こ
で
も 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
』 

と
同
様
、
五
七
の
音
数
を
基
本
と
し
、
そ

の
前
後
に
五
ま
た
は
七
音
を
加
え
た
定
型
文
語
訳
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

「
し
か
す
が
に
」 

は 『
萬
葉
集
』 

に
見
ら
れ
る
古
語
で 「
そ
れ
は
そ
れ
と
し

て
」 「
そ
う
は
言
う
も
の
の
」 

を
意
味
す
る）

47
（

。
ギ
リ
シ
ア
語
原
文
は 『
ギ
リ

シ
ア
詞
華
集
』 

第
七
巻
（
墓
碑
銘
）
第
三
百
八
番
の
四
行
詩
で
あ
ろ
う）

48
（

。
藻

風
が
依
拠
し
た
と
思
わ
れ
る
バ
ト
ラ
ー A

lfres Joshua B
utler

（
一
八
五
○ 

―

一
九
三
六
年
）
の
ギ
リ
シ
ア
語
と
の
対
訳 “A

 C
hild ’s D

eath ” 

で
は
、

A
t five years old ̶

 m
y heart all free from

 care 

―

　

D
eath laid his hand upon m

e pitiless.

M
ourn not: of life I had but little share,

　

Y
et had I little part in life ’s distress

）
49
（.

と
し
て
い
る
。
英
訳
で
は
カ
ッ
リ
マ
コ
ス
、
ハ
ー
デ
ー
ス
と
い
っ
た
固
有

名
詞
は
捨
象
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
藻
風
は 「
憂
に
染
ま
ぬ
」 free from

 

care, 「
い
つ
と
せ
」 five years old, 「
無
慙
な
る
死
」 D

eath . . . pitiless, 「
泣

く
な
か
れ
」 M

ourn not for m
e

な
ど
を
訳
語
に
生
か
し
な
が
ら
、
英
訳
を

か
な
り
忠
実
に
再
現
し
て
い
る
。
た
だ
、
原
詩
や
英
訳
の
後
半
で
は 「
こ

の
世
に
生
き
た
時
間
が
短
か
っ
た
だ
け
現
世
の
悪
に
染
ま
る
こ
と
も
少
な

か
っ
た
の
だ
か
ら
、
私
の
こ
と
を
嘆
か
な
い
で
く
れ
」 

と
歌
っ
て
い
る
の

に
対
し
、
邦
訳
で
は 「
生
き
た
時
間
は
短
く
と
も
、
そ
れ
な
り
に
悩
み
は

あ
っ
た
の
だ
」 

と
い
う
形
に
読
み
解
か
れ
て
い
る
の
で
、「
泣
く
な
か
れ
」 

と
の
関
係
が
曖
昧
に
な
っ
て
い
る
憾
み
は
あ
る
。

も
う
少
し
自
由
な
訳
し
ぶ
り
が
見
て
取
れ
る
例
と
し
て
は
、「
蘆
」 「
水
」 

の
二
編
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

靜
か
な
れ
、
野
も
山
も
音
を
ひ
そ
め
よ
、

牧
羊
の
神
ぞ
い
ま
蘆
の
笛
吹
く
。

白
雲
は
大
空
の
胸
に
な
づ
さ
ひ
、

夕
ぐ
れ
の
水
冴
え
て
魚
も
沈
め
り
。

　
プ
ラ
ト
オ
ン
（
前
五
世
紀
）
の
う
た
に
こ
れ
に
似
た
る
も
の
あ
り
。

あ
け
が
た
の
水
の
お
も
て
の
き
ら
め
く
は
、

ニ
ュ
ン
フ
ェ
ら
の
舞
の
素
足
の
跳
る
な
り
。

夕
ぐ
れ
に
水
の
お
も
て
は
冴
え
わ
た
り
、

そ
こ
は
か
と
う
つ
す
ら
む
、
白
き
た
だ
む
き）

50
（

。

音
数
上
の
特
徴
は 「
幼
兒
の
死
」 

と
同
様
で
あ
る
。「
な
づ
さ
ふ
」 

は 「
慣
れ
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親
し
む）

51
（

」、「
た
だ
む
き
」 

は 「
腕）

52
（

」、「
ニ
ュ
ン
フ
ェ
」 N

ym
phē

は
い
わ
ゆ

る 「
ニ
ン
フ
」、
藻
風
自
身
の
注
記
を
借
り
れ
ば 「
野
山
の
精）

53
（

」 

を
意
味
す

る
。
こ
れ
ら
は
、『
ギ
リ
シ
ア
詞
華
集
』 

第
九
巻
（
修
辞
的
エ
ピ
グ
ラ
ム
）
の

第
八
百
二
十
三
番）

54
（

を
二
つ
に
分
割
し
た
四
行
詩
と
思
わ
れ
る
。
バ
ト
ラ
ー

の
訳 “Pan Piping ” 

は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

B
e still, ye w

ooded cliffs and w
aterfalls

　

A
nd m

ingled bleatings from
 the m

urm
uring m

eads !

For Pan w
ith sw

eetly ringing m
usic calls,

　

L
aying his lip on pipe of bounded reeds:

A
nd round him

, dancing sw
ift w

ith glim
m

ering feet,

N
ym

phs of the forest and the fountain m
eet

）
55
（.

両
者
を
比
較
す
る
と
、「
蘆
」 

の
前
半 「
靜
か
な
れ
…
…
笛
吹
く
。」 

と
、

「
水
」 

の
二
行
目 「
ニ
ュ
ン
フ
ェ
ら
の
舞
の
素
足
の
跳
る
な
り
。」 

以
外
は
、

英
訳
に
対
応
す
る
文
言
が
見
ら
れ
ず
、「
あ
け
が
た
」 「
夕
ぐ
れ
」 
と
い
っ
た

時
間
の
観
念
を
含
め
、
藻
風
自
身
が
原
詩
の
田
園
詩
風
の
情
景
に
触
発
さ

れ
て
生
み
出
し
た
想
像
上
の
空
と
水
の
映
像
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
こ
こ

で
は
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
が
二
つ
の
詩
を
合
成
し
た
り
、
文
言
の
一

部
か
ら
新
た
な
詩
句
を
生
み
出
し
た
り
し
た
方
法
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
本
書
は
、
藻
風
の
詩
心
が
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
と
出
会
っ

た
副
産
物
と
し
て
生
ま
れ
た
作
品
と
評
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う）

56
（

。

二　

小
川
忠
藏
の
評
釈

大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
は
、
英
語
・
英
文
学
の
学
習
者
を
対
象

に
し
た
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
の
注
釈
が
い
く
つ
か
発
表
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
先
蹤
と
な
っ
た
の
が
、
受
験
雑
誌 『
英
語
の
日
本
』 

に
一
九
一
六
年

十
月
か
ら
一
九
一
七
年
十
月
ま
で
、
計
十
五
回
に
亘
っ
て
連
載
さ
れ
た
小

川
忠
藏 「R

ubaiyat of O
m

ar K
hayyam

 『
ル
ベ
ェ
ア
ツ
ト
評
釋）

57
（

』」 

で
あ

る
。
小
川
は
当
時
神
戶
高
等
商
業
學
校
敎
授）

58
（

で
、『
和
文
英
譯
並
例
題Jap-

a nese-E
nglish T

ranslation

』 （
寶
文
舘
、 

一
九
○
九
年
十
月
）
や 『
ナ
シ
ョ
ナ

ル
練
習
讀
本N

ational R
eaders w

ith E
xercises

』 

第
一
部（
寳
文
館
、
一
九

一
四
年
九
月
）
な
ど
の
英
語
教
育
関
連
の
著
作
を
上
梓
、
後
年
は 『
產
業
心

理
學
』 （
寶
文
館
、
一
九
三
○
年
一
月
）、
エ
ッ
チ
・
エ
ム
・
ヴ
ァ
ー
ノ
ン
／

小
川
忠
藏
譯 『
產
業
疲
勞
と
能
率
』 （
大
同
書
院
、
一
九
三
一
年
六
月
）と
い
っ

た
実
務
関
係
の
著
述
・
翻
訳
も
行
な
っ
て
い
る
。

評
釈
の
底
本
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
が
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳

第
五
版
で
あ
る
。
一
回
に
三
歌
か
ら
五
歌
程
度
を
取
り
上
げ
、
全
百
一
歌

中
の
第
六
十
一
歌
ま
で
及
ん
で
い
る
。
た
だ
し
、
英
語
学
習
者
向
け
の
講

義
と
い
う
性
質
も
あ
っ
て
か
、
原
文
の
記
号
類
や
綴
り
字
な
ど
は
あ
ま
り

正
確
に
は
復
元
さ
れ
て
お
ら
ず）

59
（

、
各
歌
三
行
目
冒
頭
の
一
字
下
げ
も
無
視

さ
れ
て
い
る
。
単
純
な
誤
植
も
含
め
、
原
文
の
単
語
や
綴
り
字
自
体
が
間

違
っ
て
い
る
箇
所
も
見
ら
れ
る）

60
（

が
、
韻
律
を
問
題
に
す
る
の
で
な
い
限
り
、

い
ず
れ
も
解
釈
自
体
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
性
質
の
誤
り
で
は
な
い
。

連
載
第
一
回
の 「
緖
言
」 

に
お
い
て
評
釈
者
は
ま
ず
詩
人
と
そ
の
作
品

に
つ
い
て
簡
単
な
紹
介
を
行
な
い
、
ウ
マ
ル
の 「
享
樂
主
義
」 

は 「 

の
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溷（
こ
ん
だ
く
）
濁
中
に
假
睡
し
て
萬 

此
所
に
果
し
得
た
り
と
す
る
の
と
は
天
地
の

差
異
が
あ
る
、
精
選
閑
雅
な
る
享
樂
主
義
で
あ
る
」 「
其
大
悟
の
徹
底
せ

る
、
其
逹
觀
の
宏
大
な
る
、
吾
人
之
れ
を
讀
ん
で
痛
快
と
叫
ば
ざ
る
を
得

な
い
。
余
は
英
語
の
日
本
讀
者
に
之
れ
を
紹
介
し
た
く
思
ふ
の
で
あ
る
」 

と
述
べ
て
い
る
。
た
ん
な
る
英
文
解
釈
と
い
う
よ
り
は
、
そ
こ
に
見
ら
れ

る
思
想
を
青
少
年
の
た
め
の
人
生
訓
と
し
て
提
示
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が

講
義
全
体
を
通
じ
て
見
ら
れ
る
の
は
、
小
川
が
の
ち
に
本
務
校
で
英
語
の

み
な
ら
ず 「
修
身
」 

を
も
担
当
す
る
こ
と
に
な
る
事
実
を
併
せ
考
え
る
と

興
味
深
い
。
難
解
な
韻
文
を
あ
え
て
教
材
に
取
り
上
げ
た
意
図
も
窺
わ
れ

よ
う
。

例
に
よ
っ
て
、
連
載
第
四
回
に
含
ま
れ
る
第
12
歌
の 「
譯
」 

と 「
註
」 

を

見
本
と
し
て
掲
げ
よ
う
。

詩
書
を
枝
に
掛
け

一
瓢
の
酒
、
一
磈

（
マ
マ
）の
パ
ン
と

沙
漠
に
歌
ふ
汝
と
だ
に
あ
ら
ば

沙
漠
は
正
に
天
國
た
る
に
足
る

　
【
註
】　

十
二
節
は
十
一
節
の
意
を
受
け
て
其
沙
漠
に
て
詩
の
本
を
樹

下
に
開
き
傍
に
一
瓶
の
酒
と
一
磈
（
マ
マ
）の
パ
ン
と
且
つ
我
が
傍
に
歌
歌
ふ
お

歬
と
だ
に
あ
ら
ば
、
此
沙
漠
は
天
國
で
あ
る
と
云
ふ
な
り
、
お
歬
と
云

へ
る
はO

m
ar

の
情
人
を
指
し
て
云
へ
る
な
り
、
此
三
者
さ
へ
あ
ら
ば

已（
マ
マ
）が
願 

悉
く
成
就
し
福
德
無
量
の
帝
王
の
幸
と
異
る
所
な
し
と
云
ふ

な
り
、
一
瓢
の
酒
と
一
磈
（
マ
マ
）の
パ
ン
と
は
奴
隷
の
一
日
の
⻝
物
な
り
而
か

も
足
る
を
知
る
者
に
は
之
れ
を
以
て
帝
王
の
幸
福
を
經
驗
し
得
る
な
り
、

故
に
奴
隷
と
帝
王
と
其
懸
隔
を
失
し
、
マ
ホ
メ
ツ
ド
の
權
威
を
す
ら
羨

む
人
な
し
と
云
ふ
を
得
べ
し
、W

ilderness w
ere P

aradise enow
 ! 

enow

はenough

の
古
字
、w

ere P
aradise

はw
ould be Paradise

と

す
べ
き
をw

ere

と
せ
る
な
り

尙
ほ
情
人
と
云
ひ
酒
と
云
ふ
皆
理
想
的
の
佳
人
又
理
想
的
に
己
れ
を
忘

れ
て
耽
溺
し
得
る
處
の
も
の
を
指
し
て
云
ふ
に
て
現
實
に
耽
溺
す
る
も

の
と
解
す
べ
か
ら
ず
。

一
行
目
の 「
詩
書
を
枝
に
掛
け

0

0

」 

は
、
書
物
を
衣
服
か
布
の
よ
う
に
扱
っ

て
い
る
点
で
、“A

 B
ook of V

erses underneath the B
ough ” 

の
訳
と
し
て

適
切
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
の
他
の
訳
文
は
正
確
で
あ
る
。「
磈
」 

は 「
塊
」 

の
誤
植
で
あ
ろ
う
。

「
註
」 

は
、
直
前
の
第
11
歌
の
後
半 「
奴
隷
と
ス
ル
タ
ン
と
其
懸
隔
を
失

し
／
マ
ホ
メ
ツ
ド
の
權
威
を
す
ら
羨
む
人
も
あ
る
な
し
」 W

here nam
e of 

Slave and Sultán is forgot ̶
 / A

nd Peace to M
ahm

úd on his golden 

T
hrone

）
61
（!

に
も
言
及
す
る
形
で
記
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
両
者
は
共
通
の
源
泉

（
ボ
ド
レ
ー
写
本
第
百
四
十
九
番
お
よ
び
百
五
十
五
番
）
か
ら
生
ま
れ
た
と
さ
れ

て
い
る）

62
（

の
で
、
こ
う
し
た
扱
い
自
体
は
適
切
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、“M

ah-

m
úd ” 

を 「
マ
ホ
メ
ツ
ド
」―
第
11
歌
の 「
註
」 

で
は 「
マ
ホ
メ
ツ
ド
敎
主
」 

「
マ
ホ
メ
ツ
ド
王
」―
す
な
わ
ち
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
と
し
た
の
は
正
確

で
は
な
い
。
こ
こ
は
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
が
第
60
歌
へ
の
注
で
暗
示
し

て
い
る
よ
う
に
、
ガ
ズ
ナ
朝
の
ス
ル
タ
ン
・
マ
フ
ム
ー
ドM

a ḥm
ū d G

az-

navī

（
在
位
九
九
八 
―
一
○
三
○
年
）と
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る）

63
（

。
他
方
、「
汝
」 
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を 「O
m

ar

の
情
人
」 

す
な
わ
ち
女
性
と
取
る
の
は
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
訳

者
や
、
欧
米
の
画
家
た
ち
の
解
釈
に
沿
っ
た
見
方
、
ま
た
、“w

ere ” 

を
仮

定
法
と
す
る
語
学
的
な
説
明
は
、
学
習
者
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
。
最
後

の 「
尙
ほ
」 
以
下
の
道
学
先
生
風
の
一
文
に
は
、
小
川
の
教
育
者
と
し
て

の
配
慮
が
見
て
取
れ
る
。

筆
者
は
お
そ
ら
く
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
第
五
版
以
外
の
本
文
や
、

関
連
す
る
注
釈
書
は
参
照
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
結
果
と
し
て
語
学
上
の
解

釈）
64
（

や
思
想
的
背
景
に
関
す
る
説
明）

65
（

に
不
適
切
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
散
見
さ

れ
る
。
ま
た
後
年
、
そ
の
訳
が 「
お
よ
そ
抒
情
詩
と
は
無
縁
の
、
砂
を
か

む
よ
う
な
文
語
体）

66
（

」 

と
評
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
外
国
人
読

者
に
と
っ
て
判
り
に
く
い
韻
文
表
現
に
文
法
的
な
説
明
を
加
え
る
試
み
は

か
つ
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
評
釈
は
歴
史
的
な
意

味
を
持
つ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

三　

厨
川
白
村
の 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 
へ
の
関
心

（
1
）　
厨
川
辰
夫
・
矢
野
禾
積
編 『
十
九
世
紀
後
半
期
英
詩
選
』

竹
友
藻
風
訳
の
出
た
ち
ょ
う
ど
一
年
後
の
一
九
二
二
年
三
月
に
、
英
文

学
者
の
厨
川
白
村
（
本
名
は
辰
夫
。
一
八
八
○ 

―
一
九
二
三
年
）
と
矢
野
峰
人

と
の
共
編
で 『T

he L
ater N

ineteenth C
entury Poets

』 （
奥
付
の
邦
題
は 「
英

詩
集
」）
が
大
阪
の
積
善
館
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
標
題
の
範

囲
に
含
ま
れ
る
詩
人
四
十
七
名
を
選
ん
で
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
並
べ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
作
を
掲
げ
た
上
で
、
英
語
に
よ
る
略
伝
と
簡
単
な
語
注

と
を
付
し
た
教
科
書
で
あ
る
。
そ
の
序
文
（Preface

）
に
よ
れ
ば
、
従
来
十

九
世
紀
後
半
に
特
化
し
た
詞
華
集
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
に
鑑
み
、
学

校
の
教
師
や
学
生
の
み
な
ら
ず
、
英
詩
に
興
味
を
持
つ
一
般
読
書
人
を
も

念
頭
に
置
い
て
、
京
都
帝
國
大
學
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ク
ラ
ー
クE

dw
ard 

B
ram

w
ell C

larke

（
一
八
七
四 

―
一
九
三
四
年
）の
助
力
を
得
つ
つ
編
集
さ
れ

た
と
い
う
。
そ
の
な
か
に
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

第
五
版
か
ら
の
抜
粋）

67
（

も
含
ま
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
作
品
の
愛
読
者
で

あ
っ
た
ク
ラ
ー
ク）

68
（

の
意
見
も
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
白
村

自
身
は
、
一
九
○
一
年
秋
に
東
京
帝
國
大
學
文
科
大
學
英
吉
利
文
學
科
に

入
学
し
て
い
る
の
で
、
一
九
○
二
年
に
行
な
わ
れ
た
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・

ハ
ー
ンL

afcadio H
earn

（
小
泉
八
雲
。
一
八
五
○ 

―
一
九
○
四
年
）
の
二
度

目
の 「
エ
ド
ワ
ー
ド
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
と 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』」 

講

義）
69
（

を
聴
講
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
同
じ
く
師
事
し
た
上
田
敏
の
影
響
も
当

然
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
白
村
自
身
は
京
都
帝
國
大
學
敎
授
と
し
て
、
一

九
二
二
年
度
に 「
第
二
講
読
（1）

V
ictorian Poetry

（E
dw

ard Fitzgerald, 

B
row

ning, D
. G

. R
ossetti, Francis T

hom
pson

）
70
（

）」 

を
担
当
し
て
お
り
、
そ

こ
で 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

の
訳
読
も
行
な
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

後
年
、『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

の
蒐
集
家
と
な
り
、
自
ら
も
数
種
類
の
邦
訳

を
上
梓
す
る
こ
と
に
な
る
矢
野
峰
人
は
、
本
書
に
関
連
し
て
次
の
よ
う
に

回
想
し
て
い
る
。

　

そ
の
（『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

の
）
異
訳
蒐
集
を
思
ひ
立
つ
た
の
は
大
正
十

年
頃
か
ら
の
事
で
あ
ら
う
か
。
お
そ
ら
く
、
そ
の
前
年
頃
か
ら
、
厨
川

白
村
先
生
と 『
十
九
世
紀
後
半
期
英
詩
選
』 

と
題
す
る
教
科
書
風
の
詞

華
集
を
編
纂
し
て
ゐ
た
時
、
先
生
担
当
の 「
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
」 

抜
萃
の

（
sic）
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註
に
、
ホ
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
と
か
ガ
ー
ナ
ー
と
か
の
英
訳
を
引
用
し
て

あ
る
の
を
見
て
、
急
に
英
訳
に
興
味
を
お
ぼ
え
る
や
う
に
な
つ
た
の
が

動
機
で
あ
ら
う）

71
（

。

こ
の
文
章
か
ら
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
章
を
担
当
し
た
の
は
白
村
で

あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。
当
時
の
峰
人
は
眞
宗
大
谷
大
學
敎
授
で
、
翌
四
月

よ
り
第
三
高
等
學
校
講
師
を
兼
任
す
る
予
定
で
あ
っ
た）

72
（

。
引
用
文
中
の 

「
ホ
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
」 Edw

ard H
enry W

hinfield

（
一
八
三
六 

―
一
九
二
二

年
）
は
す
で
に
挙
げ
た
ペ
ル
シ
ア
語
原
文
と
英
訳
と
の
対
訳
本
の
著
者）

73
（

、

「
ガ
ー
ナ
ー
」 John L

eslie G
arner

（
一
八
六
二 

―
一
九
二
五
年
）も
ペ
ル
シ
ア

語
原
典
（
ニ
コ
ラ
版
、
ホ
ワ
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
版
そ
の
他
）
か
ら
の
直
接
訳）

74
（

を

刊
行
し
て
い
る
東
洋
学
者
だ
が
、
実
際
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の

ガ
ー
ナ
ー
で
は
な
く
、
竹
友
藻
風
訳
で
も
参
照
さ
れ
て
い
た
バ
ッ
ト
ソ
ン

注
釈
本）

75
（

で
あ
る
。
語
注
は
あ
ま
り
多
く
は
な
い
も
の
の
、
主
と
し
て
イ
ス

ラ
ム
世
界
独
自
の
用
語
（C

aravanserai, M
uezzin, Ferrásh, Sáki, A

lif, from
 

M
áh to M

áhi

）
や
固
有
名
詞
（Jam

shyd, B
ahrám

, M
ahm

úd

）
に
付
さ
れ
、
類

似
の
発
想
を
含
む
漢
詩）

76
（

も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
提
示
さ
れ
た
本
文
が
や
や

正
確
さ
を
欠
き
、
単
語
の
脱
落
や
誤
記）

77
（

の
ほ
か
、
句
読
点）

78
（

、
記
号
類）

79
（

、
文

字
表
記
等）

80
（

に
関
す
る
不
備
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
の
は
教
科
書
と
し
て
は

問
題
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
こ
う
し
た
詞
華
集
の
形
で
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ

ラ
ル
ド
訳
の
本
文
が
同
時
代
イ
ギ
リ
ス
の
他
の
詩
人
の
作
品
と
並
ん
で
提

示
さ
れ
、
文
学
史
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
読
者
が
親
し
む
機
会
を
増

や
し
た
点
で
は
、
本
書
に
も
そ
れ
な
り
の
意
味
が
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で

あ
る
。

（
2
）　
新
村
出
と 「
南
番
文
字
」

白
村
が 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

に
寄
せ
た
関
心
に
つ
い
て
は
、
京
都
帝
國

大
學
の
同
僚
だ
っ
た
言
語
学
者
の
新し
ん
む
ら
い
ず
る

村
出
（
一
八
七
六 

―
一
九
六
七
年
）
の

追
悼
文
中
に
次
の
よ
う
な
証
言
が
あ
る
。

　

數
年
歬
の
夏
の
こ
と
で
あ
つ
た
が
、
英
文
學
科
を
卒
業
す
る
學
生
某

君
が
オ
ー
マ
ル
・
カ
イ
ヤ
ム
の
四ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト

行
詩
篇
を
論
文
に
提
出
し
た
と
き
、

私
も
驥
尾
に
附
し
て
陪
査
の
任
に
當
つ
た
こ
と
が
あ
る
。（
中
略
）
間
も

な
く
暑
中
休
暇
が
來
た
。（
中
略
）
一
夕
納
凉
氣
分
で
ぶ
ら
り
と
閑
談
に

來
ら
れ
、
軒
さ
き
に
岐
阜
提
燈
を
つ
る
し
た
椽
が
は
で
四ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト

行
詩
篇
の
話

な
ど
が
あ
つ
た
。
私
は
羽
田
博
士
が
今
よ
り
十
數
年
歬
に
考
證
さ
れ
た

南
番
の
古
詩
篇
の
出
典
の
尙
不
明
で
あ
る
こ
と
を
語
り
、
も
し
や
オ
ー

マ
ル
・
カ
イ
ヤ
ム
の
四ル

バ
イ
ヤ
ツ
ト

行
詩
篇
の
中
に
で
も
見
出
さ
れ
た
ら
ば
興
味
が

一
段
と
深
か
ら
う
と
附
加
へ
た
。（
中
略
）
白
村
君
は
そ
れ
か
ら
私
の
た

め
に
一
と
ほ
り
調
べ
て
く
れ
ら
れ
た
と
見
え
て
、
そ
の
後
ど
う
も
オ
ー

マ
ル
・
カ
イ
ヤ
ム
に
は
出
て
ゐ
な
い
と
報
ぜ
ら
れ
た
。
こ
ん
な
こ
と
も

今
は
一 

と
な
つ
た
の
だ）

81
（

。

「
南
番
の
古
詩
篇
」 

と
は
、
高
山
寺
方
便
智
院
旧
蔵
の 「
紙
本
墨
書
南
番
文

字 
一
巻
」 （
縱
三
二
・
七
×
全
長
五
○
・
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
一
九
三
四
年
一

月
三
十
日
重
要
文
化
財
指
定）

82
（

）
を
指
す
。
こ
れ
は 『
閑か
ん
き
よ
の
と
も

居
友
』 

の
著
者
と
し
て

知
ら
れ
る
天
台
僧
・
勝（
證
・
澄
・
照
）
月
房（
坊
）
慶け
い

政せ
い（

一
一
八
九 

―
一
二

六
八
年
）
が
栂と
が

尾の
お

の
明み
よ
う
え惠（

高
辦
。
一
一
七
一 

―
一
二
三
二
年
）
に
贈
っ
た
と
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さ
れ
る
、
ペ
ル
シ
ア
詩
が
記
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
（
図
版
1
）。
慶
政
の
書

き
付
け
に
は
、

此
れ
は
是
れ
南
番
文
字
な
り
。
南
無
釋
迦
如
來
、
南
無
阿
彌
陀
佛
な
り
。

兩
三
人
到
來
し
、
舶
上
之
を
書
く
こ
と
を 

む
。

尒じ

時じ

大
宋
嘉
定
十
年
丁
丑
。
泉
洲
に
於
い
て
之
を
記
す
。

本
朝
の
弁
和
尙
の
禪
菴
に
送
遣
す
る
爲
に
之
を
書
か
し
む
。
彼
の
和
尙

は
殊
に
印
度
の
風
を
芳か
ん
ばし
と
す
る
故
な
り
。
砂し
や

門も
ん

慶
政
謹
み
て
之
を
記

す
。 

（
原
漢
文
）

と
し
、
さ
ら
に 「
南
番
三
寶
名（
後
略
）」 

と
も
添
え
て
あ
る
。「
尒
」 

は 「
爾
」 

の
異
体
字
で
、「
尒
時
」 

と
は 「
当
時
」 「
そ
の
と
き
」 

の
意
味
。
す
な
わ
ち

南
宋
の
嘉
定
十
年
（
西
暦
一
二
一
七
年
）、
慶
政
が
留
学
先
か
ら
帰
国
の
さ

い
、
泉
州
の
船
上
で
二
、
三
人
の
異
邦
人
と
出
会
っ
た
の
で
、
仏
教
の
故

地
・
印
度
を
慕
う
明
惠
上
人
に
贈
る
た
め
に 「
南
番
文
字
」 

で 「
南
無
釋
迦

如
來
、
南
無
阿
彌
陀
佛
」 

に
当
た
る
経
文
、
な
い
し
は
佛
・
法
・
僧
の 「
三

寶
名
」 

を
書
い
て
も
ら
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
文
書
に
最
初
に
着
目
し
、
一
九
○
九
年
、
書
か
れ
た
文
字
が
ペ
ル

シ
ア
語
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し
て
解
読
・
発
表
し
た
の
が
、
若
き
東
洋
史

家
で
京
都
帝
國
大
學
文
科
大
學
講
師
の
羽

）
83

は
ね
だ
と
お
る（

田
亨（
一
八
八
二 

―
一
九
五
五
年
）

で
あ
っ
た
。「
羽
田
博
士
が
今
よ
り
十
數
年
歬
に
考
證
さ
れ
た
」 

と
新
村
出

が
記
す
の
は
、
十
月
三
十
一
日
の
史
學
硏
究
會
に
お
け
る
羽
田
の
講
演
と
、

そ
れ
を
も
と
に
し
た
論
考 「
日
本
に
傳
は
れ
る
波
斯
文
に
就
て）

84
（

」 

を
指
し

て
い
よ
う
。
こ
の
論
考
中
で
は
ペ
ル
シ
ア
詩
の
ロ
ー
マ
字
転
写
と
、
リ

チ
ャ
ー
ド
ソ
ンJohn R

ichardson

（
一
七
四
○
／
四
一 

―
九
五
年
）
の 『
ペ
ル

シ
ア
語
・
ア
ラ
ビ
ア
語
・
英
語
辞
典）

85
（

』 

に
拠
っ
た
英
訳
と
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
の
み
だ
が
、
十
二
月
二
十
五
日
付
け
で
文
書
の
所
蔵
者
・
山
田
永
年

の
た
め
に
記
し
た 「
南
番
文
字
文
書
解
說
」 

に
は
次
の
よ
う
な
和
訳
が
付

さ
れ
て
い
る
。

一
、（
上
方
の
四
句
）

世
の
歡
樂
は
永
續
す
る
も
の
に
非
ず　

天
は
今
日
歡
樂
を
與
へ
明
日

は
之
を
奪
ふ　

世
界
は
記
錄
な
り
吾
等
は
之
と
別
れ
ざ
る
可
ら
ず　

殘
存
す
る
も
の
は
た
ゞ
功
業
の
み

二
、（
下
方
の
四
句
）

英
雄
は
溫
雅
と
慈
悲
と
を
持
つ
な
ら
ん　

願
は
く
は
速
や
か
に
其
の

図版 1　紙本墨書南番文字（横長とされる文
書を時計回りに 90度回転して掲載）
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顏
容
に
よ
り
て
我
が
眼
を
輝
か
し
む
る
を
得
ん　

我
が
友
は
我
が
眼

を
靑
く
せ
り
（
靑
は
悲

哀
の
色
）　

こ
れ
我
が
吿
別
の
言
葉
な
り　

汝
に
致
せ
る

我
が
吿
別
の
言
葉
な
り）

86
（

羽
田
は
詩
の
出
典
や
韻
律
ま
で
は
突
き
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ら

が 「
四
行
詩
」 
で
あ
る
と
は
一
言
も
記
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
二
つ
の
詩

句
と
も
四
行
表
記
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
新
村
出
を
は
じ
め
後
世
の
人
々

が 「
四
行
詩
」 

と
考
え
た
と
し
て
も
無
理
は
な
い
。
厨
川
白
村
が
こ
れ
に

関
心
を
抱
き
、
ウ
マ
ル
・
ハ
イ
ヤ
ー
ム
の 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

中
に
典
拠

を
探
し
求
め
た
の
も
ま
た
当
然
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

そ
の
後
、
何
人
か
の
研
究
者
が
詩
の
読
解
を
試
み
て
い
る
が）

87
（

、
最
終
的

に 「
上
方
の
四
句
」 

の
二
句
ず
つ
の
典
拠
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ペ
ル
シ
ア
古
典

文
学
の
専
門
家
で
あ
る
岡
田
恵
美
子）

88
（

（
一
九
三
二
年
生
）
と
黒
柳
恒
男）

89
（

（
一
九

二
五 

―
二
○
一
四
年
）
の
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
七

○ 

―
八
○
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

jahā n-ē  khorram
ī  bā  kas na-m

ā nad

　

falak rū zī  dehad rū zī  setā nad

jahā n yā dgā r-ast m
ā  raftanī

　

be-m
ardom

 na-m
ā nad be-joz m

ardom
ī

喜
び
の
世
は
誰
と
と
も
に
も
留
ま
る
こ
と
な
く
、

　

天
は
あ
る
日
（
そ
れ
を
）
与
え
て
あ
る
日
奪
い
去
る
。

世
は
思
い
出
に
し
て
我
ら
は
去
る
べ
き
身
、

　

善
行
の
ほ
か
人
に
は
何
も
留
ま
ら
な
い
。

前
半
二
対
句
は
グ
ル
ガ
ー
ニ
ー Fakhr al-D

ī n A
s ‘ad G

urgā nī

（
一
○
七
三

年
頃
歿
）
の
恋
愛
叙
事
詩 『
ヴ
ィ
ー
ス
と
ラ
ー
ミ
ー
ン
』 Vī s va Rā m

ī n

の

第
八
十
一
章 「
友
人
か
ら
の
冷
遇
に
関
す
る
第
五
の
手
紙）

90
（

」、
後
半
二
対
句

は
フ
ィ
ル
ダ
ウ
ス
ィ
ー Firdaw

sī

（
九
三
四 

―
一
○
二
五
年
）の
英
雄
叙
事
詩 

『
王
書
』 Shā h-nā m

a

の
ゴ
シ
ュ
タ
ー
ス
プ
王
の
巻）

91
（

に
見
出
さ
れ
る
。
両
者

は
韻
律
が
異
な
る
が
、「
世
」 jahā n, 「
留
ま
ら
な
い
」 na-m

ā nad

と
い
う
共

通
す
る
単
語
を
含
む
た
め
に
並
置
さ
れ
、
あ
た
か
も
ル
バ
ー
イ
ー
（
四
行

詩
）の
よ
う
な
形
を
呈
し
て
い
る
。
羽
田
亨
の
解
釈
は
現
代
か
ら
振
り
返
っ

て
も
、
き
わ
め
て
正
確
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
、
下
方
の
四
句
は
ル
バ
ー
イ
ー
と
見
做
し
う
る
が
、
ペ
ル

シ
ア
文
字
の
書
体
が
乱
れ
て
複
数
の
解
釈
を
可
能
と
す
る
ば
か
り
か
、
韻

律
を
正
確
に
整
え
る
た
め
に
は
多
少
の
字
句
の
修
復
が
必
要
で
あ
る
。
羽

田
の
読
解
に
従
う
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
（﹇　

﹈
は
欠
け
て
い
る
文
字
の
引

用
者
に
よ
る
補
い
を
示
す
）。

gord-rā  ḥ elm

﹇-ō

﹈mosā m
eḥ at khā had bū d

row
shan konam

-ī n dī de be dī dā r-e to z

﹇ū

﹈d
ya ‘nī  ḥ alī f kard del-e m

an kabū d

bedrū d-e m
an-ast tō  ze m

an bedrū d

）
92
（

英
雄
に
は
温
和
さ
と
寛
大
さ
と
が
あ
る
だ
ろ
う

そ
な
た
と
早
く
相
見
る
こ
と
で
私
は
こ
の
眼
を
輝
か
せ
よ
う

つ
ま
り
友
は
わ
が
心
を
青
く
し
た
の
だ

（
こ
れ
が
）
私
の
惜
別
、
そ
な
た
へ
の
私
か
ら
の
惜
別
の
言
葉
で
あ
る
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す
べ
て
の
句
末
が-ū d

で
韻
を
踏
ん
で
い
る
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
第
一
句

（gord-rā
）
と
第
三
句（ya ‘nī, del-e m

an

）
は
ル
バ
ー
イ
ー
の
韻
律
に
合
わ
な

い
。
こ
れ
に
対
し
黒
柳
恒
男
は
、
第
一
・
第
三
句
に
以
下
の
よ
う
な
読
解

を
提
案
し
た
。

gar dar ajal-am
 m

osā m
eḥē  khā had bū d

も
し
わ
が
死
（
神
）
に
寛
大
さ
が
あ
る
な
ら
ば

ya ‘nī  khalī q gardad dā s-e kabū d

つ
ま
り
、
青
い
鎌
（
大
空
）
は
愛
想
が
よ
く
な
る）

93
（

第
一
句
は
、
実
は
羽
田
が
一
九
一
○
年
の
『
史　

學

硏
究
會

講
演
集
』
で
最
初
に
発

表
し
た
読
解
そ
の
も
の
で
あ
る
が）

94
（

、
こ
れ
で
韻
律
も
整
う
の
で
、
お
そ
ら

く
正
し
い
読
み
で
あ
ろ
う
。
第
三
句
は
、
原
文
を
そ
の
ま
ま
転
写
す
る
と

確
か
に
こ
の
通
り
に
な
る
の
だ
が
、
問
題
は
こ
れ
で
も
ま
だ
韻
律
が
合
わ

な
い
点
で
あ
る
。
岡
田
恵
美
子
は
、
イ
ラ
ン
の
文
学
者
モ
ジ
ュ
タ
バ
ー
・

ミ
ー
ノ
ヴ
ィ
ー M

ojtabā  M
ī novī

（
一
九
○
三 

―
七
七
年
）が
示
し
た
修
復
案

に
基
づ
き
、
第
三
・
四
句
を
次
の
よ
う
に
提
案
す
る（﹇　
﹈内
は
岡
田
に
よ

る
補
足
）。

ya ‘nī ﹇ke

﹈ khalī q gardad-ī n charkh-e kabū d
bedrū d-e m

an-az-tō  va to az m
an bedrū d

）
95
（

つ
ま
り
、
こ
の
青
い
空
は
優
し
き
も
の
と
な
る
だ
ろ
う

私
は
そ
な
た
に
別
れ
を
告
げ
、
そ
な
た
は
私
に
別
れ
を
告
げ
る

第
三
句
に“charkh ”

（
空
）
を
補
う
と
い
う
ミ
ー
ノ
ヴ
ィ
ー
の
案
も
ま
た
、

つ
と
に
羽
田
が

―
お
そ
ら
く
は
東
京
外
國
語
學
校
で
ヒ
ン
ド
ゥ
ス
タ
ー

ニ
ー
語（
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
）を
担
当
し
て
い
た
バ
ラ
カ
ト
ゥ
ッ
ラ
ー M

oḥam
­

m
ad B

arkatullāh

（
一
八
五
九
―
一
九
二
七
年
）の
助
言
を
得
て

―『
史　

學

硏
究
會
講

演
集
』
で
示
し
た
読
み
と
実
質
的
に
同
一
で
あ
る
。
そ
し
て
実
際
、
こ
の

形
で
あ
れ
ば
韻
律
・
内
容
と
も
矛
盾
が
生
じ
な
い
。
勿
論
こ
れ
は
、
ウ
マ

ル
・
ハ
イ
ヤ
ー
ム
な
ど
文
学
史
上
に
残
る
詩
人
の
作
品
の
引
用
と
い
う
よ

り
は
、
泉
州
で
慶
政
上
人
と
出
会
っ
た
異
国
人
自
ら
が
即
興
で
詠
ん
だ
ル

バ
ー
イ
ー
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
そ
も
そ
も
原
詩
自
体
が
韻
律
に

合
っ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う）

96
（

。

な
お
、「
南
番
文
字
」 

に
言
及
し
た
新
村
出
の
追
悼
文
は
、
そ
の
後
、
前

出
の
堀
井
梁
步
の
関
心
を
引
き
、
新
村
と
の
あ
い
だ
で
書
簡
や
資
料
の
往

復
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
も
付
記
し
て
お
こ
う）

97
（

。

四　

矢
野
峰
人 「R

U
B

A
IY

A
T

の
硏
究
」

厨
川
白
村
と
の
共
編 『
十
九
世
紀
後
半
期
英
詩
選
』 

の
刊
行
か
ら
三
年

半
後
の
一
九
二
五
年
十
月
、
矢
野
峰
人
は
雑
誌 『
英
語
靑
年
』 

誌
上
に 「R

U
-

B
A

IY
A

T

の
硏
究
」 

を
発
表
し
始
め
る
。
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
第
五
版

の
第
1
歌
か
ら
第
33
歌
ま
で
の
詳
細
な
訳
注
の
形
を
取
っ
た
こ
の
連
載
は
、

翌
年
五
月
ま
で
十
四
回
に
亘
っ
た
が）

98
（

、
同
年
春
に
峰
人
が
臺
灣
總
督
府
よ

り
イ
ギ
リ
ス
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
た
た
め
に）

99
（

中
断
、
し
か
し
帰
国
後
、
そ
の

内
容
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
、
矢
野
禾
積 『M

odern E
nglish Poetry

（
近
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代
英
詩
評
釋
）』 （
三
省
堂
、
一
九
三
五
年
二
月
）に
収
録
し）

100
（

、
同
時
に
文
語
体

の
訳
詩
三
十
三
首
も
、
奧
瑪
開
儼
作
／
矢
野
禾
積
譯 『
四る
う
ば
あ
い
や
あ
と

行
詩
集
』 （
三
省

堂
、
一
九
三
五
年
一
月
）
と
し
て
、
百
部
限
定
の
私
家
版
の
形
で
刊
行
し
て

い
る）

101
（

。
後
年
、
日
本
を
代
表
す
る 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

の
蒐
集
家
・
翻
訳

家
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
矢
野
の
出
発
点
に
位
置
す
る
の
が
こ
の

連
載
な
の
で
あ
る）

102
（

。
な
お
彼
は
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
初
版
お
よ
び

第
四
版
に
基
づ
く
訳
注 『R

ubáiyát of O
m

ar K
hayyám

（
ル
ー
バ
イ
ヤ

ア
ー
ト
）』 （
硏
究
社
小
英
文
學
叢
書
、
一
九
二
九
年
十
月
）
も
別
途
上
梓
し
て

い
る
。

訳
注
の
底
本
と
し
て
第
五
版
を
選
ん
だ
理
由
を
、
矢
野
は
連
載
第
一
回

で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

余
が
特
に
こ
ゝ
に
第
四
版
（
実
際
は
第
五
版
）
を
採
つ
た
の
は
、
こ
れ
が

所
謂final version

な
る
が
ゆ
ゑ
に
、
譯
者
た
るFitzG

erald

の
遺
志
を

尊
重
す
る
と
共
に
、rubai

の
數
最
も
多
き
第
二
版
に
對
し
て
は
既
に
竹

友
氏
の
邦
譯
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し
、
た
と
ひ
第
四
版
を
底
本

と
は
す
る
と
雖
も
、
時
に
應
じ
て
は
あ
ら
ゆ
るeditions

の
異
同
を
考

證
す
る
つ
も
り
で
あ
る
か
ら
、
結
局
一
種
のvariorum

 R
ubaiyat

が
出

來
る
か
も
知
れ
な
い
。 

（
四
一
頁
）

実
際
、
各
歌
の
訳
注
で
は
、
本
文
の
提
示
と
文
語
訳
に
続
き
、
版
に
よ
る

異
同
と
諸
訳
の
紹
介
、
語
注
な
ど
が
記
さ
れ
て
ゆ
く
。
第
一
回
で
列
挙
さ

れ
、
第
二
回
以
下
の
訳
注
で
引
用
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
訳
書
や
注
釈
書
は

三
十
点
以
上
に
上
る
。
そ
の
な
か
で
、「C

om
m

entary, Textkritik

等
も
數

あ
る
中
に
、
普
通
一
般
の
讀
者
に
よ
（
マ
マ
）つ
て
好
個
の
指
針
と
な
る
も
の
は
、

第
二
版
を
本
文
と
せ
るH

eron-A
llen

の
註
疏
、
第
四
版
をText

と
せ
る

M
rs. B

atson

の
詳
解
の
類
で
あ
ら
う）

103
（

」 

と
述
べ
る
よ
う
に
、
本
文
の
確
定

に
は
こ
れ
ら
二
著
を
基
本
と
し
、
さ
ら
に 「D

ole

のvariorum
 edition

）
104
（

」 

の
よ
う
な
集
注
版
を
も
参
照
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
矢
野
の

注
解
の
本
文
も
実
際
の
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
第
五
版
と
比
べ
る
と
異
同

が
見
ら
れ
る）

105
（

。

他
方
、
参
考
と
し
た
訳
書
・
注
釈
書
類
は
訳
者
名
・
編
者
名
の
み
で
指

示
さ
れ
、
具
体
的
な
書
誌
情
報
を
欠
く
た
め
、
同
一
訳
者
に
よ
る
複
数
の

版
が
あ
る
場
合
に
は
確
定
が
必
ず
し
も
可
能
で
は
な
い
。
言
語
別
で
は
英

語
の
ほ
か
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ
語
、
イ
タ
リ
ア
語
、
中
国
語
に
及
び
、

翻
訳
形
態
も
ペ
ル
シ
ア
語
原
典
か
ら
の
直
接
訳
に
始
ま
り
、
フ
ィ
ッ
ツ

ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
の
重
訳
、
意
訳
（paraphrases

）、
パ
ロ
デ
ィ
ー
に
至
る
ま

で
き
わ
め
て
多
岐
に
亘
っ
て
い
る）

106
（

。
日
本
語
で
は 

野
文
吉
訳
や
荒
木
茂

訳）
107
（

、
竹
友
藻
風
訳
は
勿
論
の
こ
と
、
藻
風
編
注
の 『V

ictorian Poets

』 

も

参
照
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

　

大
正
二
年
頃
の
事
で
あ
る
が
、
當
時
本
邦
に
於
け
る
英
文
學
の
最
高

權
威
で
あ
つ
た
故
某
博
士
は
、
余
等
の
爲
にFitzG

erald

譯
のO

m
ar ’s 

R
ubaiyat

を
講
ぜ
ら
れ
た
事
が
あ
つ
た
。
昨
年
、
本
誌
上
に
こ
の
譯
註

を
思
ひ
立
つ
た
時
、
極
め
て
多
く
の
有
益
な
る
暗
示
を
受
け
た
の
は
、

其
時
のText

に
細
か
く
書
き
込
ん
だ
樣
々
のm

em
oranda, notes

で
あ

る）
108
（

。
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と
自
ら
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
か
つ
て
上
田
敏
の
文
藝
講
座
に
参
加
し
た

さ
い
の
ノ
ー
ト
が
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
12
歌
は
以
下
の
よ
う
に
訳
さ
れ
て
い
る
。

一
瓢
の
飮
一
簞
の

⻝
（
し
）
と
一
卷
の
詩
書
あ
り
て

樹
蔭
に
う
た
ふ
君
居
な
ば
、

荒
野
も
げ
に
や
樂
土
な
れ
。

「
瓢ひ
よ
う」 

は
酒
を
入
れ
る
ひ
さ
ご
、「
簞た
ん

」 
は
食
物
を
入
れ
る
た
め
の
円
形
の
小

型
竹
製
容
器
、「
⻝し

」 

は 「
飯め
し

」。「
一
瓢
の
飮
一
簞
の
／
食
」 

は 『
論
語
』 

雍

也
第
六
に
あ
る 「
子
曰
わ
く
、
賢
な
る
か
な
回
や
。一
簞
の
食し

、一
瓢
の
飲
、

陋ろ
う

巷こ
う

に
在
り）

109
（

」 

に
典
拠
が
あ
り
、
粗
末
な
食
事
、
質
素
な
生
活
に
安
住
す

る
譬
え
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
原
文
の “A

 Jug of W
ine ” 

に 「
一
瓢
の
飮
」 

を
、“a L

oaf of B
read ” 

に 「
一
簞
の
食
」 を
、そ
し
て “A

 B
ook of V

erses ” 

に 「
一
卷
の
詩
書
」 

を
巧
み
に
対
応
さ
せ
て
い
る
。
わ
ざ
わ
ざ
故
事
成
語

の 「
一
簞
の
食
、
一
瓢
の
飲
」 

の
順
番
を
逆
転
さ
せ
た
の
は
、
英
語
原
文

に
合
わ
せ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
上
に 「
七
五
／
七

五
／
七
五
／
七
五
」 

に
音
数
を
揃
え
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
こ

の
歌
に
限
ら
ず
、
矢
野
訳
は
ほ
ぼ
全
体
が
七
五
で
統
一
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

こ
の
音
数
な
い
し
詩
型
に
つ
い
て
矢
野
は
、
第
二
回
に
説
明
を
付
し
、

竹
友
藻
風
訳
に
対
す
る
土
居
光
知
の
批
評）

110
（

を
引
き
な
が
ら
、『
ル
バ
イ
ヤ
ー

ト
』 

を 「
日
本
語
に
移
す
」 

に
は 「
五
音
と
七
音
と
の
混
用
體
」 

が 「
至
當

の
も
の
と
言
ふ
べ
き
」 

だ
が
、

余
は
（
中
略
）
思
ひ
切
つ
て
全
部
を
七
五
調
に
譯
し
て
見
よ
う
と
思
ふ
。

原
詩
の
一
行
の
全
意
が
邦
譯
の
一
行
に
う
ま
く 

り
切
れ
な
い
と
い
ふ

事
は
最
初
か
ら
分
り
切
つ
た
事
實
な
る
に
、
敢
へ
て
こ
れ
を
試
み
ん
と

す
る
の
は
一
般
の
朗
誦
に 

す
る
事
を
主
眼
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。（
中

略
）FitzG

erald

がO
m

ar

の
原
作
に
處
し
た
時
の
態
度
を
假
に
學
び
、

時
に
は
思
ひ
切
つ
た
省
略
も
換
語
も
試
み
、
足
ら
ざ
る
を
ば
註
に
よ
つ

て
補
ひ
た
い
と
思
ふ
。 

（
六
九
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
第
12
歌
の
場
合
は
、
原
文
の “B

eside m
e ” 

に
対

応
す
る
言
葉
は
省
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
も
の
の
、
ほ
ぼ
過
不
足
な
く
原

意
を
写
し
取
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

【
註
】 

に
お
い
て
は
、
語
注
は 「w

ere: w
ould be. enow

: enough

」 

の

み
で
、
あ
と
は
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
各
版
の
異
同
、
対
応
す
る
マ
ッ

カ
ー
シ
ー
訳
と
シ
ュ
ラ
ブ
ソ
ー
ル
訳
の
紹
介
、「
若
しO

m
ar

をH
edonist

と
呼
ぶ
事
が
正
し
い
な
ら
ば
こ
の
一
篇
こ
そ
正
し
く
彼
のH

edonism

の 
“condensed expression ” 

で
あ
る）

111
（

」 

と
い
う
ヘ
ロ
ン
＝
ア
レ
ン
の
評
価
の

引
用
を
行
な
い
、
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー K

atherine H
arris B

radley

（
一
八
四
六 

―

一
九
一
四
年
）
と
ク
ー
パ
ー E

dith E
m

m
a C

ooper

（
一
八
六
二 

―
一
九
一
三

年
）
の
二
人
の
叔
母
・
姪
の
閨
秀
詩
人
が
フ
ィ
ー
ル
ドM

ichael Field

の

筆
名
で
発
表
し
た
詩
集U

nderneath the B
ough: A

 B
ook of Verses

（L
on-

don and N
ew

 Y
ork: G

. B
ell and Sons, 1893

）の
標
題
も
、
こ
の
歌
か
ら
取
ら

れ
た
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。
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も
う
一
編
、
第
8
歌
も
見
て
お
こ
う
。

西
京
と
東
都
を
問
は
ず

苦
酒
芳
醇
の
け
ぢ
め
な
く

い
の
ち
の
酒
は
垂
れ
や
ま
ず

い
の
ち
の
木
の
葉
散
り
や
ま
ず

第
一
・
三
・
四
句
の
句
末
が
韻
を
踏
ん
で
い
る
ほ
か
、
音
数
の
点
で
は
、

全
編
の
な
か
で
も
珍
し
く
第
一
句
の
み 「
五
七
」 

だ
が
、
そ
れ
以
外
は 「
七

五
」 

に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
七
と
五
の
限
ら
れ
た
音
数
で
は
、
原
語
の 

“N
aishápúr or B

abylon ” 

と
い
っ
た
長
い
固
有
名
詞
を
そ
の
ま
ま
反
映
さ

せ
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、「
西
京
と
東
都
」 
に
置
き
換
え
て
い
る
の
は
や

む
を
得
な
い
措
置
で
あ
ろ
う
。
同
様
の
例
は 「
ジ
ャ
ム
シ
ー
ド
」 「
カ
イ
コ

バ
ー
ド
」 

な
ど
の
人
名
や 「
パ
フ
ラ
ヴ
ィ
ー
」 

と
い
っ
た
言
語
名
に
つ
い
て

も
あ
て
は
ま
る）

112
（

。
固
有
名
詞
が
捨
象
さ
れ
た
結
果
、
こ
れ
ら
の
文
語
訳
で

は
イ
ラ
ン
と
い
う
地
域
や
時
代
の
枠
を
外
れ
、
よ
り
一
般
的
な
叡
智
の
詩

と
し
て
読
み
う
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
と
も
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

第
8
歌
の
【
註
】
で
は
、
版
に
よ
る
異
同
を
示
し
た
の
ち
、
バ
ッ
ト
ソ

ン
や
荒
木
茂
の
訳
に
よ
っ
て
対
応
す
る
ペ
ル
シ
ア
語
原
詩
を
紹
介
し
、「
バ

ル
フ
」 「
バ
グ
ダ
ー
ド
」 

が 「
バ
ビ
ロ
ン
」 「
ニ
ー
シ
ャ
ー
プ
ー
ル
」 

に
変
化

し
て
い
る
点
を
指
摘
し
た
上
で
、“B

alkh, ” “N
ishápúr ” 

に
語
注
を
付
す
。

最
後
は
、「
此
一
篇
はevanescence of hum

an life

を
歌
つ
た
も
の
で
あ

る
」 

と
い
う
、
ヘ
ロ
ン
＝
ア
レ
ン
の
評
語）

113
（

で
締
め
括
っ
て
い
る
。

矢
野
峰
人
の
注
釈
を
全
体
と
し
て
見
る
と
、
例
え
ば
英
語
学
習
者
を
対

象
と
し
た
小
川
忠
藏
の
訳
注
と
比
べ
、
文
法
的
な
説
明
よ
り
は
内
容
の
解

釈
に
重
点
が
置
か
れ
、
本
文
校
訂
、
ペ
ル
シ
ア
語
原
詩
と
の
比
較
、
諸
訳

の
紹
介
、
固
有
名
詞
や
術
語
の
注
解
な
ど
に
幅
広
く
目
配
り
が
な
さ
れ
て

い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
文
語
訳
は
、
わ
ず
か
な
語
数
の
な
か
に
原
詩
の

心
を
反
映
す
る
た
め
に
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
、
古
語）

114
（

も
活
用
さ
れ
て
簡
潔
だ

が
格
調
が
高
い
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
戦
後
に
ペ
ル
シ
ア
語
原
詩
か

ら
の
直
接
訳
を
公
刊
し
た
小
川
亮
作
（
一
九
一
○ 

―
五
一
年
）
が
述
べ
た
よ

う
に
、
こ
れ
は 「
詩
と
し
て
す
ぐ
れ
て
は
い
る
が
、
七
五
調
の
短
い
行
で

は
原
文
の
意
味
を
全
部
傳
え
得
な
い
憾
み
が
あ
る）

115
（

」 

の
も
事
実
だ
が
、
元

来
が
注
釈
と
一
体
の
も
の
と
し
て
詠
ま
れ
た
と
い
う
事
情
も
考
慮
す
る
必

要
は
あ
ろ
う
。
こ
の
あ
と
、
戦
後
に
か
け
て
彼
は
七
五
調
の
み
に
は
拘
泥

し
な
い
新
た
な
文
語
訳
を
世
に
問
う
こ
と
に
な
る
。

五　
『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

へ
の
言
及

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
は
、
一
般
の
人
々
が 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

を

原
文
で
読
ん
で
そ
れ
に
親
し
み
、
引
用
す
る
機
会
が
増
え
て
ゆ
く
時
期
で

も
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
事
例
を
い
く
つ
か
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

（
1
）　
高
田
半
峰
の
講
演

政
治
家
と
し
て
活
動
す
る
一
方
、
東
京
專
門
學
校
（
の
ち
早
稻
田
大
學
）

で
長
く
教
鞭
を
執
り
、
の
ち
に
は
學
長
・
總
長
も
務
め
た
高
田
早
苗
（
号

は
半
峰
。
一
八
六
○ 

―
一
九
三
八
年）

116
（

）は
、
一
九
一
四
年
四
月
か
ら
十
一
月
ま

で
欧
米
の
諸
大
学
を
視
察
、
帰
国
後
の
十
二
月
、
歸
一
敎
會
例
會
で
行
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な
っ
た
講
演 「
歐
米
漫
遊
中
の
宗
敎
雜
觀）

117
（

」 

の
な
か
で
欧
米
各
国
の
キ
リ

ス
ト
教
信
仰
の
実
態
に
つ
い
て
印
象
を
報
告
す
る
と
同
時
に
、「
此
の
（
宇

宙
の
）
後う
し
ろに
神
が
若
し
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
人
の
如
き
も
の
で
あ
る
と

い
ふ
考
は
起
り
ま
せ
ぬ
」 「
自
分
に
は
ゴ
ッ
ド
は
必
ず
し
も
さ
う
い
ふ
人
格

を
有も

つ
た
者
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
」 （
二
四
九
頁
）
と
違
和
感
を
表
明
す
る
。

そ
し
て
、
帰
国
の
途
に
就
い
た
太
平
洋
の
船
上
で
生
じ
た
疑
問

―「
此

森
羅
萬
𧰼
は
如
何
に
し
て
出
來
、
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
。
吾
人
人
間

は
何
處
か
ら
來
て
何
處
へ
行
く
の
で
あ
る
か
。
そ
れ
を
哲
學
者
は
確し

か
と

敎
へ
て
吳
れ
な
い
。
其
問
題
に
就
て
は
解
答
を
得う

る
こ
と
が
出
來
な
い
。

そ
れ
な
ら
ば
什ど

う
し
て
此
の
問
題
は
解
い
た
ら
宣
か
ら
う
か
」 （
二
五
一
頁
）

―
に
言
及
す
る
。
半
峰
に
よ
れ
ば
、
こ
の
疑
問
に
一
つ
の
解
答
を
与
え

て
く
れ
た
の
が
、
同
船
の
ア
メ
リ
カ
人
軍
医
に
教
え
ら
れ
た 『
ル
バ
イ
ヤ
ー

ト
』 

で
あ
っ
た
。

亞
米
利
加
人
に
は
能
く
讀
ま
れ
て
居
る
さ
う
で
、
餘
程
米
國
で
流は

行や

る

ら
し
い
、
面
白
い
本
だ
と
い
ふ
の
で
借
り
て
讀
ん
で
見
ま
し
た
。（
中
略
）

丁
度
私
が
問
は
ん
と
欲
す
る

―
困
つ
て
居
る
や
う
な
事
柄
に
就
て
歌

つ
て
居
り
ま
す
。

M
yself w

hen young did eagerly frequent

D
octor and Saint, and heard great argum

ents

A
bout it and about, but ever m

ore

C
am

e out by the sam
e door w

herein I w
ent.

　

即
ち
私
わ
た
く
しが
若
い
時
分
に
屢
〻
學
者
や
聖
人
の
門
を
叩
い
て
大
議
論
を

聞
い
た
。
そ
れ
や
こ
れ
や
の
問
題
に
就
て
大
議
論
を
聞
い
た
。
併
し
何い

時つ

も
始
め
這
入
つ
た
時
と
同
じ
門
か
ら
出い
で

ざ
る
を
得
ざ
る
を
哀
し
む
と

い
ふ
樣
な
意
味
で
あ
つ
て
、
い
く
ら
聖
人
や
學
者
の
說
を
た
ゝ
い
て
も

何
の
得
る
所
が
な
い
と
い
ふ
意
味
で
あ
り
ま
す
。
實
は
古
今
同
一
轍
で

あ
つ
て
、
私
は
此
の
詩
人
に
同
感
を
表
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ぬ
。

 

（
二
五
二
頁
）

こ
こ
で
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
第
三
版
ま

た
は
第
四
・
五
版
の
第
27
歌）

118
（

で
あ
る
。
宇
宙
の
秘
密
を
解
く
の
に
科
学
や

哲
学
は
役
立
た
な
い
と
い
う
主
張
に
半
峰
は
共
感
を
表
明
す
る
。
そ
の
上

で
、「
人
間
の
歬
後
が
分
ら
な
け
れ
ば
今
日
主
義
に
な
る
よ
り
外
に
仕
方
が

な
い
」 

が
、
そ
の
さ
い
に
取
る
べ
き
二
つ
の
道
の
う
ち
の
一
つ
が 「
享
樂

的
生
涯
を
送
つ
て
自
ら
慰
め
る
」 「
オ
マ
ア
カ
イ
ヤ
ム
」 

の
主
義
で
あ
る
と

し
て
、
第
三
―
五
版
の
第
74
歌）

119
（

を
引
用
す
る
。

Y
esterday T

his day ’s m
adness did prepare

Tom
orrow

’s Sience, T
rium

ph or D
espair ?

D
rink! for you know

 not w
hence you cam

e nor w
hy;

D
rink! for you know

 not w
hy you go, nor w

here.

　

即
ち
今け

日ふ

の
狂く
る
ひは
昨き
な
ふ日
が
準
備
し
た
る
な
り
、
明あ

日す

の
沈
默
勝
利
絕

望
何な
ん

に
因
つ
て
然し
か

る
を
知
ら
ず
、
汝
は
何い
づ

處こ

よ
り
來
り
何な
に

が
故
に
來
れ

る
を
知
ら
ず
、
故
に
飮
め
、
汝
は
何
處
に
去
る
か
を
知
ら
ず
、
故
に
飮

め
、
と
要
す
る
に
飮
め
〳
〵
何
で
も
飮
む
が
宜
し
い
と
い
ふ
一
種
の
敎

へ
で
あ
り
ま
す）

120
（

。 

（
二
五
五
頁
）

（
sic）
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詩
の
二
行
目
の
末
尾
に
本
来
の
コ
ロ
ン
の
代
わ
り
に
疑
問
符
が
置
か
れ

た）
121
（

た
め
、
半
峰
は 「
何な
ん

に
因
つ
て
然し
か

る
を
知
ら
ず
」 

と
意
訳
し
て
い
る
が
、

コ
ロ
ン
で
あ
れ
ば
、
二
行
目
は
動
詞 “prepare ” 

の
目
的
語
と
取
っ
て
、「
昨

日
は
今
日
の
狂
気
と
明
日
の
沈
黙
、
勝
利
、
絶
望
と
を
準
備
し
た
」 

と
読

む
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
半
峰
は
こ
の
句
に
、
不
可
知
論
と

享
楽
主
義
の
結
合
を
見
る
。
こ
れ
に
対
し
、
第
二
の
道
は 「
不
可
思
議
の

こ
と
は
イ
ツ
ソ
此
の
儘
に
し
て
置
い
て
宜よ

く
は
な
い
か
、
其
の
內
に
何
と

な
く
自
お
の
づ
から
履ふ

む
べ
き
衟
が
分
つ
て
居ゐ

る
や
う
に
思
は
れ
る
。
其
の
衟
を
辿

つ
て
行
か
う
。
知
る
を
知
る
と
し
、
知
ら
ざ
る
を
知
ら
ず
と
せ
よ
」 

と
い

う
態
度
で
、「
歬
者
は
竹
林
の
七
賢
的
で
老
莊
に
近
く
、
後
者
に
は
儒
敎
が

一
番
近
い
」。「
私
は
今
の
所
こ
の
（
儒
教
の
）
見
地
に
立
つ
よ
り
外
に
仕
方

が
な
い
」 （
二
五
六
頁
）
と
い
う
の
が
半
峰
の
結
論
で
あ
る
。

宗
教
人
を
多
く
含
む
聴
衆
を
前
に
し
て
の
講
演
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、

半
峰
は
自
ら
の
不
信
仰
を
表
明
し
、『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 
の
不
可
知
論
や
享

楽
主
義
に
対
し
て
は
、「
之
れ
を
知
る
を
之
れ
を
知
る
と
為
し
、
知
ら
ざ
る

を
知
ら
ず
と
為
す
。
是
れ
知
る
也
」 

と
い
う 『
論
語
』 「
為
政
第
二）

122
（

」 

の
教

え
を
以
て
よ
し
と
す
る
。
こ
れ
は
教
育
者
と
し
て
の
中
庸
を
得
た
穏
当
な

態
度
で
あ
ろ
う
。

（
2
）　

宮
澤
賢
治
と
保
阪
嘉
內

一
方
、
宮
澤
賢
治
（
一
八
九
六 

―
一
九
三
三
年
）
が
盛
岡
高
等
農
林
學
校

在
学
中
に
仲
間
と
創
刊
し
た
謄
写
版
印
刷
の
同
人
誌 『
ア
ザ
リ
ア
』 

に
も
、

『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
第

四
號（
一
九
一
七
年
十
二
月
十
六
日
発
行
）に
同
人
の
保
阪
嘉か

內な
い（

一
八
九
六 

―

一
九
三
七
年
）
が
寄
稿
し
た
小
説 「
打
て
ば
響
く）

123
（

」 

で
あ
る
。
賢
治
と
嘉
內

は
と
く
に
法
華
経
を
通
じ
て 「
内
密
な
友
情）

124
（

」 

で
結
び
つ
い
て
い
た
と
さ

れ
、
こ
の
小
説
も
二
人
の
友
愛
の
表
現
と
い
う
側
面
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
そ
の
な
か
に 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

か
ら
の
二
首
が
英
語
の
ま
ま
引
用

さ
れ
た
箇
所
が
あ
る
。

ま
ず
筆
者
は
、「
吾
々
が
絶
対
と
云
ふ
も
の
。（
中
略
）
こ
ゝ
に
ほ
ん
と
（
マ
マ
）う

に
限
り
な
き
、
き
わ
（
マ
マ
）ま
り
無
き
空
と
土
と
を
思
ふ
。
こ
の
空
と
土
と
に
居

ま
す
ま
こ
と
の
ひ
と

0

0

が
あ
る
」 

と
述
べ
て
、
法
華
経
と
い
う 「
絶
対
」 

真
理

と
、「
ま
こ
と
の
ひ
と
」 

す
な
わ
ち
釈
尊
と
に
言
及
し
た
の
ち
、
人
間
を
そ

の 「
で
っ
か
ー
い
眼
で
、―
心
で
見
て
ゐ
た
ら
吹
き
出
さ
ず
に
や
居
ら
れ

な
い
だ
ら
う
」 

が
、
そ
れ
で
も 「
こ
ゝ
に
ま
こ
と
の
願
あ
り
」 

と
し
て
、
第

一
の
歌
を
引
用
す
る
。

“A
nd that inverted B

ow
l w

e call the sky,

w
hereunder craw

ling coop ’t w
e live and die,

L
ife not thy hands to It for help, for it

R
olls im

potently on as T
hou or I ”

（from
 O

m
ar K

haýyam

）

（
我
々
が
空
と
呼
ぶ
あ
の
さ
か
さ
ま
の
盃
／
そ
の
下
に
閉
じ
込
め
ら

れ
た
我
々
は
、
這
い
回
り
つ
つ
生
き
、
そ
し
て
死
ぬ
／
そ
の
空
に
両

手
を
伸
ば
し
て
助
け
を
求
め
る
勿
れ
、
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
／
そ
な
た

や
私
と
同
様
、
無
力
な
ま
ま
回
転
す
る
だ
け
だ
か
ら
）

書
き
写
す
さ
い
の
誤
記
は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
は
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド

訳
初
版
の
第
52
歌）

125
（

で
あ
る
。
そ
し
て 「
法
守
る
神
も
鑑
給
へ　

か
弱
な
る

（
sic）
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身
に
起
し
た
る
願
ひ
の
ま
こ
と
」 

と
続
け
る
。「
か
弱
な
る
」 

人
間
の
さ
ま

の
描
写
と
し
て
こ
の
歌
を
引
用
し
た
の
ち
、
無
力
で
は
あ
っ
て
も 「
願
ひ
」

―「
絶
対
」 

的
存
在
で
あ
る
法
華
経
に
よ
る
自
己
や
他
者
の
救
済
と
い
う

理
想
で
あ
ろ
う
か

―
の
実
現
を
企
図
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
力
を
貸
し

与
え
る 「
恋
人
」 
す
な
わ
ち
友
人
の
存
在
が
必
要
と
な
り
、「
恋
人
」 

へ
の

呼
び
か
け
が
な
さ
れ
る
。

“A
h, L

ove ! could thou and I w
ith fate conspire

To grasp this sorry schem
e of T

hings entire,

W
ould not w

e shatter it to bits ̶
 and then

R
e-m

ould it nearer to the H
eart ’s D

esire ! ”

（
お
お
恋
人
よ
、
そ
な
た
と
私
が
運
命
と
共
謀
し
て
／
物
事
全
体
の

こ
の
悲
し
い
仕
組
み
を
把
握
で
き
る
な
ら
／
我
々
は
そ
れ
を
粉
々
に

破
壊
し

―
そ
れ
か
ら
／
そ
れ
を
も
っ
と
心
の
望
み
に
叶
う
よ
う
作

り
変
え
る
の
で
は
な
い
か
）

こ
ち
ら
は
同
じ
初
版
の
第
73
歌
の
引
用）

126
（

で
あ
る
。
菅
原
千
恵
子
（
一
九
四

九
年
生
）
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
あ
な
た
と
私
が
こ
う
し
て
出
会
い
、
心

を
一
つ
に
し
て
お
な
じ
理
想
に
燃
え
る
こ
と
、
こ
れ
も
運
命
と
す
る
な
ら

ば
、
ぜ
ひ
そ
の
運
命
を
味
方
に
し
て
、
困
難
で
は
あ
っ
て
も
、
二
人
が
理

想
と
す
る
世
界
に
造
り
直
し
た
い）

127
（

」 

と
い
う
気
持
ち
を
嘉
內
は
こ
の
歌
に

託
す
。
そ
し
て 「
あ
ゝ
恋
人
よ
、
よ
り
来
よ
、
わ
れ
と
よ
き
歌
を
う
た
お
（
マ
マ
）

う
で
は
な
い
か
」 

と
い
う
呼
び
か
け
を
以
て
こ
の
一
編
を
締
め
括
っ
て
い

る
。
嘉
內
は
原
文
の “L

ove ” 

を
男
性
の
友
人
と
解
釈
す
る
こ
と
で
、
こ

の
歌
を
自
ら
の
状
況
に
引
き
つ
け
る
形
に
読
み
替
え
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。「
わ
れ
と
よ
き
歌
を
う
た
」 

お
う
と
い
う
一
節
は
、
同
じ 『
ル
バ
イ
ヤ
ー

ト
』 

の
初
版
第
11
歌
（
第
二
版
以
降
で
は
第
12
歌
）
の 「
そ
な
た
が
荒
野
の
な

か
、
私
の
傍
ら
で
歌
う
な
ら
」 and T

hou / B
eside m

e singing in the W
il-

derness

と
い
う
一
節
を
さ
え
想
起
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
賢
治
の
方
も
ま
た 

『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

を
意
識
し
て
い
た
ら
し
い
。
例
え
ば
、
彼
が
生
前
に
編

集
を
終
え
て
い
な
が
ら
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た 『
春
と
修
羅　

第
二
集
』 

の 

「
氷
質
の
冗
談
」 

に
あ
る 「
青
く
か
ゞ
や
く
天
の
椀）

128
（

」 

や
、
同
じ
く
未
刊
行

の 『
春
と
修
羅　

第
三
集
』 

の 「〔
う
す
く
濁
っ
た
浅
葱
の
水
が
〕」 

を
改
稿

し
た 「
雲
」 

に
出
る 「
青
じ
ろ
い
天
椀）

129
（

」 

と
い
っ
た
表
現
は
、
先
に
引
用
さ

れ
た
第
52
歌
の “that inverted B

ow
l ” 

に
由
来
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
金
子
民
雄
（
一
九
三
六
年
生
）
の
指
摘）

130
（

も
あ
る
。

賢
治
や
嘉
內
が
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
に
ど
の
よ
う
な
形
で
触
れ
た

の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
詩
人
・
文
学
者
パ
ル
グ
レ
イ

ヴFrancis T
urner Palgrave

（
一
八
二
四 

―
九
七
年
）
が
編
纂
し
た
著
名
な

名
詩
選 『
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
』 The G

olden Treasury

（
全
四

巻
、
一
八
六
一 

―
九
一
年
）
の
第
四
巻
の
う
ち
、「
補
遺
詩
偏
」 A

dditional 

Poem
s

が
加
わ
っ
た
一
九
○
七
年
以
降
の
版）

131
（

に
は
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル

ド
訳
初
版
全
七
十
五
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
う
し
た
詞
華
集
が

媒
介
と
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
3
）　

德
冨
蘆 

 『
日
本
か
ら
日
本
へ
』

最
後
に
、
德
冨
蘆 

（
本
名
は
健
次
郞
。
一
八
六
八 

―
一
九
二
七
年
）
の
旅

行
記 『
日
本
か
ら
日
本
へ
』 

に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
一
九
一
九
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年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
妻
の
愛
子
（
一
八
七
四 

―
一
九
四
七
年
）
と
と
も

に
行
な
っ
た
世
界
一
周
旅
行
の
記
録
で
あ
る
。
エ
ル
サ
レ
ム
へ
向
か
う
途

中
で
立
ち
寄
っ
た
エ
ジ
プ
ト
で
の
見
聞
を
記
し
た 「
カ
イ
ロ
日
記
」 

の
章

で
蘆 
は
、
し
ば
し
ば
自
分
た
ち
を
襲
う
過
去
の
憂
愁
に
つ
い
て
、

　

私
は
妻
に
曰
ふ
。
人
は
、
過
去
の
重
荷
に
苦
し
む
。
は
な
れ
や
う
と

し
て
も
、
離
れ
ぬ
。
わ
る
く
す
る
と
、
過
去
に
責
め
殺
さ
れ
る
。
唯
一

つ
、
過
去
か
ら
逭
（
の
が
）る
る
衟
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
氣
を
か
へ
て
、
現
在
を

樂
し
む
の
だ）

132
（

。

と
述
べ
、
ア
ラ
ブ
世
界
に
身
を
置
い
て
い
た
た
め
の
連
想
で
あ
ろ
う
か
、

「A
rabian N

ight

に
あ
る
船
乘
りSindbad
の
話
の
中
に
出
て
來
る
〝
老

人
〞」、
す
な
わ
ち
第
五
航
海
に
お
け
る 「
海
の
老
人
」 the O

ld M
an of the 

Sea / Shaykh al-B
aḥ r

の
話
を
引
き
合
い
に
出
す
。
シ
ン
ド
バ
ー
ド
は
、

背
中
に
取
り
憑
い
て
苦
し
め
る
こ
の
老
人
に
酒
を
飲
ま
せ
て
酔
わ
せ
、
よ

う
や
く
の
こ
と
で
そ
の
手
足
を
振
り
ほ
ど
い
て
打
ち
殺
す
。「
つ
ま
り
、
老

人
‥
‥
過
去
‥
‥
は
、
も
が
い
て
も
、
あ
が
い
て
も
、
は
な
れ
ぬ
。
ふ
り

は
な
す
に
は
、
唯
一
つ
、
現
在
に
躍
る
の
だ）

133
（

」。

　

而
し
て
、
私
は
、Fitzgerald

の
英
譯
に
な
る
波
斯
の
詩
人O

m
ar 

K
hayyam

の
絕
句
一
首
を
誦
し
て
、
妻
に
聞
か
せ
た
。

“A
h m

y beloved !  Fillthecup

T
hat clears of past regrets and future fears !

Tom
orrow

 ? 

― W
hy, tom

orrow
 I m

ay be m
yself

（
sic）

（
sic）

（
sic）

W
ith the yesterday ’s ten thousand years ! ”

私
共
は
、
過
去
を
感
謝
し
、
未
來
を
祝
す
る
か
ら
、
必
し
も
こ
れ
に
共

鳴
は
せ
ぬ
。
然
し
、
現
在
のC

up

に
歡
喜
を
滿
た
す
に
、
何
の
無
理
が

あ
ら
う
？）

134
（

連
想
は
ア
ラ
ブ
か
ら
ペ
ル
シ
ア
へ
と
拡
が
り
、『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

の
一

首
が
引
用
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
初
版
の
第
20
歌
、
第
二
版
以
降
で
は
第
21

歌
に
対
応
す
る
が
、
記
憶
に
よ
っ
た
た
め
か
、
原
文
と
は
か
な
り
異
な
っ

て
い
る
。
仮
に
初
版
の
本
文
を
挙
げ
る
と
、
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

A
h, m

y B
elovéd, fill the C

up that clears

T
O

-D
A

Y  of past R
egrets and future Fears 

―

　

To-m
orrow

 ? 

― W
hy, To-m

orrow
 I m

ay be

M
yself w

ith Y
esterday ’s Sev ’n T

housand Y
ears

）
135
（.

と
く
に 「
今
日
」 T

O
-D

A
Y

が
脱
落
し
、「
七
千
年
」 

が 「
一
万
年
」 

に
変
わ
っ

て
い
る
点
が
目
に
つ
く
。
し
か
し
、
当
時
の
知
識
人
の
つ
ね
と
し
て
、
有

名
な
英
詩
を
す
ぐ
さ
ま
暗
誦
で
き
る
ほ
ど
に
読
み
込
ん
で
い
た
こ
と
に
は

逆
に
驚
か
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
こ
で
も
ま
た
、
半
峰
や
賢
治
・
嘉
內

の
場
合
と
同
様
、
原
詩
を
現
在
の
自
分
の
境
遇
に
合
わ
せ
て
解
釈
し
、
導

き
の
指
標
と
す
る
傾
向
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
時
期
に
は
、

中
学
校
の
英
語
教
科
書
に
も
ウ
マ
ル
・
ハ
イ
ヤ
ー
ム
の
作
品
と
さ
れ
る
詩）

136
（

が
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
こ
う
。
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六　

映
像
と
絵
画

（
1
）　
映
画
の
輸
入

大
正
時
代
に
は
ウ
マ
ル
・
ハ
イ
ヤ
ー
ム
を
主
題
と
し
た
ア
メ
リ
カ
の
無

声
映
画
が
二
編
、
相
次
い
で
公
開
さ
れ
た
。
そ
の
一
つ
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・

ヤ
ン
グJam

es Y
oung

（
一
八
七
二 

―
一
九
四
八
年
）
監
督
の 『
ペ
ル
シ
ャ
の

暴
君
』 O

m
ar the Tentm

aker

（
一
九
二
二
年
十
二
月
）
は
、
一
九
二
四
年
五

月
三
十
日
に
東
京
館
・
牛
込
館
で
封
切
ら
れ
て
い
る）

137
（

。
原
題
の “the Tent-

m
aker ” 

と
は 「
ハ
イ
ヤ
ー
ム
」 K

hayyā m

の
原
義 「
天
幕
作
り
」 

の
英
訳
。

劇
作
家
の
タ
リ
ー R

ichard W
alton T

ully

（
一
八
七
七
年
頃 

―
一
九
四
五
年
）

が
一
九
一
四
年
に
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
イ
で
上
演
し
た
喜
劇
を
自
ら
脚
色
し
、

舞
台
と
同
じ
く
俳
優
ポ
ス
トG

uy B
ates Post

（
一
八
七
五 

―
一
九
六
八
年
）

を
主
人
公
の
ウ
マ
ル
役
に
起
用
し
て
い
る
。

そ
の
筋
立
て
に
よ
る
と
、
師
の
イ
マ
ー
ム（
導
師im

an
）
の
下
で
ウ
マ
ル

O
m

ar

と
ニ
ザ
ー
ムN

izam
, 

そ
れ
に
ハ
サ
ンH

assan
の
三
名
は
生
涯
の

親
交
を
誓
い
合
う
。
ウ
マ
ル
は
過
激
な
著
述
の
た
め
社
会
の
追
放
者
と
な

り
、
師
の
娘
シ
ー
リ
ー
ンShireen

と
密
か
に
結
婚
す
る
が
、
シ
ャ
ー
が

彼
女
の
美
し
さ
を
伝
え
聞
い
て
拉
致
し
、
獄
中
で
子
供
を
産
ま
せ
る
。
そ

の
子
で
あ
る
小
シ
ー
リ
ー
ンL

ittle Shireen

は
助
け
ら
れ
て
ウ
マ
ル
の
許

に
届
け
ら
れ
る
。
十
七
年
後
、
ニ
ザ
ー
ム
が
大
臣
と
な
る
と
、
総
督
に
任

命
さ
れ
た
ハ
サ
ン
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
十
字
軍
兵
士
を
助
け
た
罪
で
ウ
マ

ル
に
死
刑
を
宣
告
す
る
。
だ
が
彼
は
ニ
ザ
ー
ム
の
お
蔭
で
救
わ
れ
、
シ
ー

リ
ー
ン
と
再
会
、
小
シ
ー
リ
ー
ン
が
自
分
の
娘
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、

彼
女
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
の
結
婚
を
許
す
。

お
そ
ら
く
ニ
ザ
ー
ム
は
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
の
著
名
な
政
治
家
ニ
ザ
ー

ム
・
ア
ル
＝
ム
ル
クN

iẓā m
 al-M

ulk

（
一
○
一
八 

―
九
二
年
）、
ハ
サ
ン
は

イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
派
の
分
派
で
あ
る
ニ
ザ
ー
ル
派
の
創
始
者
で
、
ア
ラ

ム
ー
ト
要
塞
に
拠
っ
て
い
わ
ゆ
る
暗
殺
教
団
を
組
織
し
、
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク

朝
と
対
立
し
た
ハ
サ
ン
・
サ
ッ
バ
ー
フḤ

asan Ṣ ab bāḥ

（
一
一
二
四
年
歿
）

の
人
物
像
を
も
と
に
造
形
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
ニ
ー
シ
ャ
ー
プ
ー
ル

で
学
友
で
あ
っ
た
ウ
マ
ル
と
彼
ら
二
人
と
が
、
将
来
出
世
し
た
ら
協
力
し

合
う
こ
と
を
誓
っ
た
と
い
う
逸
話
は
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
自
身
が
そ

の 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

訳
の
序
文
で
紹
介
し
て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
が）

138
（

、
三
人
の
年
齢
の
違
い
か
ら
歴
史
的
に
は
根
拠
が
な
い
と
さ
れ
る）

139
（

。

妻
シ
ー
リ
ー
ン
や
そ
の
娘
な
ど
は
、
舞
台
と
映
画
の
た
め
の
創
作
で
あ
り
、

イ
ス
ラ
ム
で
は
ム
ス
リ
ム
女
性
は
ム
ス
リ
ム
男
性
と
の
結
婚
し
か
許
さ
れ

な
い
の
で
、
小
シ
ー
リ
ー
ン
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
恋
人
と
結
ば
れ
る
結
末

も
、
現
実
に
は
あ
り
え
な
い
設
定
で
あ
る
。
当
時
の
宣
伝
文
句
に
は
、

映
畵
を
通
じ
て
美
を
味（

マ
マ
）は
ん
と
す
る
も
の
は
來
れ
。
映
畵
に
よ
つ
て
愛

を
讃
美
せ
ん
と
す
る
も
の
も
來
れ ﹇
。﹈ 

人
間
性
に
潜
む
誠
も
、
愛
も
、

憎
し
み
も
、
さ
て
は
悲
し
み
も
、
喜
び
も
、
皆 

り
て
此
の
一
篇
に
あ

り ﹇
。﹈ 

一
千
年
の
昔
ペ
ル
シ
ャ
に
住
め
る
偉
大
な
る
詩
人
オ
ー
マ
ー
の

一
生
は
今
日
に
至
り
て
尙
吾
人
が
生
活
に
交
涉
を
持
つ）

140
（

。

と
あ
っ
て
、
一
般
向
け
の
娯
楽
映
画
が
企
図
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

だ
が
、
ウ
マ
ル
・
ハ
イ
ヤ
ー
ム
の
生
涯
を
知
ろ
う
と
す
る
も
う
少
し
真
面

目
な
観
客
に
と
っ
て
は
、
い
さ
さ
か
物
足
り
な
い
内
容
だ
っ
た
よ
う
だ
。
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批
評
家
の
飯
島
正
（
一
九
○
二 

―
九
六
年
）
は
、
こ
の
作
品
を
観
終
わ
っ
た

あ
と
に
残
る
の
が 「
ポ
ス
ト
氏
の
大
芝
居
」 

だ
け
で
、「
ペ
ル
シ
ャ
は
依
然

と
し
て
、
我
々
の
頭
よ
り
は
遠
い
遠
い
あ
る
所
」 

に
し
か
存
在
せ
ず
、
ポ

ス
ト
の
演
技
も 「
ペ
ル
シ
ャ
の
詩
人
に
し
て
天
文
學
者
、
科
學
者
オ
オ
マ

ア
・
カ
イ
ヤ
ム
と
い
ふ
氣
は
し
な
い
で
、
何
だ
か
ふ
や
け
た
ロ
メ
オ
の
や

う
な
味
が
す
る）

141
（

」 

と
辛
口
の
評
価
を
残
し
て
い
る
。

詩
人
の
堀
口
大
學
（
一
八
九
二 

―
一
九
八
一
年
）
は
大
正
末
に
刊
行
し
た

詩
集 『
砂
の
枕
』 

の
な
か
に 「
カ
イ
ヤ
ム
よ
」 

を
収
め
、「
カ
イ
ヤ
ム
よ　

私

は
お
歬
を
思
ふ
／
酒
と
薔し
よ
う
び薇
の
詩
人
よ
／
私
も
お
歬
の
や
う
に
／
酒
を
愛

し
薔し
よ
う
び薇
を
愛
し
／
少を
と

女め

を
愛
す
る
の
だ
が
／
さ
う
し
て
私
も
詩う
た

を
作
る
の

だ
が
／
フ
ィ
ッ
ツ
・
ヂ
エ
ラ
ア
ル
は
ま
だ
生
れ
な
い）

142
（

」 

と
歌
っ
て
自
ら
の

才
能
の
乏
し
さ
を
嘆
い
て
み
せ
た
。「
少を
と

女め

を
愛
す
る
」 

ウ
マ
ル
・
ハ
イ

ヤ
ー
ム
像
は
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
か
ら
は
必
ず
し
も
構
成
で
き
な

い
の
で
、
こ
の
作
品
も
映
画
の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

も
う
一
編
の
映
画
は
、
そ
れ
か
ら
二
年
後
の
一
九
二
六
年
三
月
十
九
日

に
葵
館
・
神
田
日
活
館
・
大
久
保
キ
ネ
マ
で
封
切
ら
れ
た
ア
ー
ルFerdi-

nand P. E
arle

（
一
八
七
八 

―
一
九
五
一
年
）
監
督
の
ア
メ
リ
カ
映
画 『
愛
人

の
誓
』 A L

over’s O
ath

（
一
九
二
五
年
九
月
）
で
あ
る）

143
（

。
当
時
の
日
本
で
の

広
告（
図
版
2
）
に
、

典 
優
麗
に
し
て
觀
る
者
を
し
て
恍
惚
吾
を
忘
れ
し
む
る
夢
幻
詩
劇
。／

古
き
ペ
ル
シ
ャ
に
其
の
名
を
知
ら
れ
た
る
詩
人
オ
ー
マ
ー
・
カ
イ
ヤ
ム

が
群
星
に
捧
げ
し
千
古
不
朽
の
名
詩

―『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
』―
の
映

畵
化）

144
（

図版 2　「愛人の誓」広告（『キネマ旬報』第 219號，1926年 2月 21日，26–27頁）
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と
あ
る
よ
う
に
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
の 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

を
随

所
に
字
幕
で
織
り
込
み
な
が
ら
、
ノ
バ
ッ
ロR

am
on N

ovarro

（
一
八
九

九 

―
一
九
六
八
年
）演
ず
る
ウ
マ
ル
の
甥
ベ
ン
・
ア
リ
ー B

en A
li

と
、
キ
ー 

K
athleen K

ey

（
一
九
○
三 

―
五
四
年
）演
ず
る
シ
ー
リ
ー
ンSherin

と
の
恋

物
語
を 「
夢
幻
詩
劇
」 

に
仕
立
て
て
い
る
。
木
村
千
疋
男
の
言
葉
を
借
り

る
と
、
こ
の
作
品
の
魅
力
は 「
カ
イ
ヤ
ム
の
星
を
謳
ひ
月
を
祟
（
マ
マ
）む
風
の
古

詩
の
一
節
す
ら
」 

も
っ
ぱ
ら 「
眼
」 

に
働
き
か
け
る
点
、「
背
景
の
繪
畵
美

が
齎
ら
す
快
よ
い
視
感
覺）

145
（

」 

に
あ
る
と
い
う
。
右
の
広
告
に
は 「
原
詩
を

飜
譯
し
我
が
國
に
紹
介
し
た
る
竹
友
藻
風
氏
は
特
に
本
映
畵
の
爲
に
字
幕

の
考
證
解
說
の
勞
を
執
ら
れ
た
り）

146
（

」 

と
い
う
言
葉
も
添
え
ら
れ
て
お
り
、

藻
風
も
こ
の
映
画
は 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

を
一
般
大
衆
に
周
知
さ
せ
る
よ

い
機
会
だ
と
考
え
た
に
違
い
な
い
。

（
2
）　
雑
誌
『
地
上
巡
禮
』
表
紙

最
後
に
、
や
は
り
視
覚
藝
術
の
面
で
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
が
及
ぼ

し
た
影
響
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
北
原
白
秋
（
本
名
は
隆
吉
。
一
八
八

五 

―
一
九
四
二
年
）
が
自
ら
主
宰
す
る
巡
禮
詩
社
の
機
関
誌
と
し
て
刊
行
し

た 『
地
上
巡
禮
』 （
一
九
一
四
年
九
月 

―
一
九
一
五
年
三
月
、
全
六
冊
）
は
、
そ

の
創
刊
號
か
ら
第
壹
卷
第
四
號
ま
で
、
表
紙
の
装
飾
に
毎
号
同
一
の
ペ
ル

シ
ア
の
細
密
画
を
用
い
て
い
た
（
図
版
3
）。
こ
れ
は
元
来
、
フ
ィ
ッ
ツ

ジ
ェ
ラ
ル
ド
が
ペ
ル
シ
ア
の
神
秘
主
義
詩
人
ジ
ャ
ー
ミ
ー‘A

bd al-R
aḥ m
ān 

Jām
ī

（
一
四
一
四 
―
九
二
年
）
の
哲
学
的
寓
意
詩 『
サ
ラ
ー
マ
ー
ン
と
ア
ブ

サ
ー
ル
』 Salā m

ā n va A
bṣā l

の
翻
訳
を
匿
名
の
私
家
版
と
し
て
一
八
五
六

図版 3　『地上巡禮』第壹卷第貳號表紙（1914年 10月）
図版4　フィッツジェラルド訳『サラー

マーンとアブサール』口絵
（1856年）
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年
に
刊
行
し
た
さ
い
、
そ
の
口
絵
に
使
用
し
た
図
像
（
図
版
4
）
で
あ
っ

た）
147
（

。
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
ペ
ル
シ
ア
語
で 「
チ
ョ
ウ
ガ
ー
ン
・
バ
ー

ズ
ィ
ー
」 chow

gān-bāzī

と
呼
ば
れ
る
馬
上
球
技（
ポ
ロ
）の
場
面
で
あ
る
。

ジ
ャ
ー
ミ
ー
の
作
品
中
に
こ
の
球
技
が
登
場
す
る）

148
（

の
で
、
そ
の
説
明
と
も

な
る
よ
う
こ
の
絵
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
自
身
の
解
説）

149
（

に
よ
る
と
、
こ
の
図
案
は
元
来
は

イ
ギ
リ
ス
の
旅
行
家
・
東
洋
学
者
の
ウ
ー
ズ
レ
ー W

illiam
 O

useley

（
一

七
六
七 

―
一
八
四
二
年
）
の 『
ペ
ル
シ
ア
旅
行
記
』 

第
一
巻
の 「
補
遺）

150
（

」 

に
掲

載
さ
れ
た
、
ウ
ー
ズ
レ
ー
蒐
集
の
一
五
四
九
年
の
ペ
ル
シ
ア
語
写
本
か
ら

の
描
き
起
こ
し
で
あ
る
と
い
う
。
右
上
の
カ
ル
ト
ゥ
ー
シ
ュ
（
箱
型
の
枠

内
）
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ペ
ル
シ
ア
詩
人
ハ
ー
フ
ィ
ズḤ

āfiẓ Shīrāzī

（
一
三
二
六 

―
九
○
年
頃
）
の
抒
情
詩
の
一
節
で
あ
る
。

shahsavārā khosh be m
eydān ām

adī gū
yī be-zan

名
騎
手
よ
、
よ
う
こ
そ
競
技
場
へ
や
っ
て
き
た
、
球
を
打
て）

151
（

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
は
こ
の
図
版
の
欄
外
に
、
自
ら
の
英
訳
を
筆
記

体
で
書
き
入
れ
た
。

W
elcom

e, Prince of H
orsem

en, w
elcom

e!

R
ide a field, and strike the B

all!

（
よ
う
こ
そ
、
騎
手
た
ち
の
王
子
よ
、
よ
う
こ
そ

競
技
場
へ
乗
り
込
ん
で
球
を
打
て
）

こ
の
図
像
は
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

の
第
四

版）
152
（

が
刊
行
さ
れ
た
さ
い
に
も
口
絵
に
利
用
さ
れ
た
。
第
四
版
は 『
サ
ラ
ー

マ
ー
ン
と
ア
ブ
サ
ー
ル
』 

を
も
収
録
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

第
70
歌
（
初
版
第
50
歌
、
第
二
版
第
75
歌
）
で
も
同
じ
球

技
へ
の
言
及
が
な
さ
れ
る
の
で
、
読
者
は
そ
ち
ら
と
関
連
さ
せ
て
読
む
こ

と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
第
五
版
（
一
八
八
九
年
の
三
巻
本
著
作
集
第
三
巻

や
、
一
九
○
三
年
の
七
巻
本
著
作
集
第
七
巻）

153
（

）
で
も
こ
の
口
絵
は
踏
襲
さ
れ
て

い
る
の
み
な
ら
ず
、
画
面
左
下
の
人
物
が
持
つ
打
球
槌
（chow

gān

）
の
先

が
画
面
の
枠
を
は
み
出
し
て
消
え
て
い
た
部
分
も
復
元
さ
れ
て
い
る
（
図

版
5
）。
実
は
ウ
ー
ズ
レ
ー
の
原
画
で
は
打
球
槌
の
先
ま
で
叮
嚀
に
描
か
れ

て
い
た
の
だ
が
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
は
自
ら
の
口
絵
に
転
用
す
る
さ

い
に
そ
こ
を
削
除
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
彼
の
歿
後
、
第
五
版
を
編
集
し

た
ラ
イ
ト
が
ウ
ー
ズ
レ
ー
の
本
来
の
原
画
と
差
し
替
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

図版 5　『フィッツジェラルド著作集』
第 7巻口絵（1903年）



— 26 —

白
秋
が
ど
の
よ
う
な
経
路
で
こ
の
口
絵
を
入
手
し
た
の
か
は
不
明
だ
が
、

『
地
上
巡
禮
』
表
紙
の
図
案
で
は
打
球
槌
の
先
が
描
か
れ
、
三
重
の
外
枠

が
復
元
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
第
五
版
（
ま
た
は
そ
れ
を
複
写
し
た
二

次
的
文
献
）が
利
用
さ
れ
た
と
判
断
で
き
る
。
忠
実
に
復
刻
さ
れ
た
欄
外
の

英
訳
に
見
え
る 「
競
技
場
へ
乗
り
込
ん
で
球
を
打
て
」 

と
い
う
呼
び
か
け

は
、「
深
く
藝
術
の
精
髓
を
究
め
、
常
に
權
威
あ
る
詩
壇
の
新
聲
た
ら
ん）

154
（

」 

と
し
て
門
人
た
ち
を
集
め
た
こ
の
雑
誌
の
意
気
込
み
を
反
映
す
る
か
の
よ

う
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
広
い
意
味
で 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

が
大
正
日
本

に
及
ぼ
し
た
波
動
の
一
つ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

﹇
注
﹈

　

＊ 

引
用
文
中
の
引
用
者
に
よ
る
ル
ビ
に
は
丸
括
弧
を
付
し
て
原
ル
ビ
と
区

別
し
た
。

　

＊ 

本
文
に
お
け
る
引
用
文
中
の
小
字
に
よ
る
丸
括
弧
内
、
お
よ
び
ブ
ラ
ケ
ッ

ト
を
付
し
た
句
点
﹇
。﹈
は
引
用
者
に
よ
る
補
足
で
あ
る
。

　

＊ 

注
に
お
い
て
筆
者
の
旧
稿 「
明
治
日
本
の 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』」 （『O

dys-

seus

』 

第
二
十
号
、
二
○
一
六
年
三
月
、 

一 

―
三
七
頁
）
お
よ
び 「
大
正
日

本
の 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』」 （『O

dysseus

』 

第
二
十
一
号
、
二
○
一
七
年
三

月
、 

一 

―
三
七
頁
）
に
言
及
す
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ 「
明
治
日
本
」 「
大

正
日
本
」 

と
略
記
す
る
。

（
1
） 

竹
友
藻
風
の
事
績
に
つ
い
て
は
、
矢
本
貞
幹 「
竹
友
藻
風
傳
」 （『
英
語

青
年
』 

第
百
一
卷
二
号
、
竹
友
藻
風
追
悼
号
、 

一
九
五
五
年
二
月
一
日
、
五

三
頁
）、「
竹
友
藻
風
著
作
目
録
」 （『
竹
友
藻
風
選
集
』 

全
二
巻
、
藤
井
治
彦

編
集
、
南
雲
堂
、 

一
九
八
二
年
十
月
、
第
一
巻
、
四
九
一 

―
九
六
頁
）、
藤

井
治
彦 「
竹
友
藻
風
小
伝
」 （『
竹
友
藻
風
選
集
』 

第
二
巻
、
五
五
七 

―
七
三

頁
）
な
ど
を
参
考
に
し
た
。

（
2
） 

福
原
麟
太
郎 「
折
り
折
り
の
人　

〈7〉 

竹
友
藻
風

―
上
田
敏
門
下
の
俊

才
」 『
朝
日
新
聞
』 

一
九
六
七
年
一
月
二
十
三
日
、
夕
刊
第
七
面
。
の
ち 『
折

り
折
り
の
人
』 

III
、
朝
日
新
聞
社
、 

一
九
六
七
年
八
月
、
三
六 

―
三
八
頁
。

『
福
原
麟
太
郎
著
作
集
』 

5（
随
筆
I　

旅
・
人
）、
研
究
社
出
版
、 

一
九
六

八
年
十
月
、
五
四
一 

―
四
二
頁
。
引
用
は
単
行
本
に
よ
る
。
初
出
は 「
薫

陶
（
く
ん
と
う
）」 「
衣
鉢
（
い
は
つ
）」 

と
す
る
。

（
3
） 

「
明
治
日
本
」 

九
頁
。

（
4
） 

矢
野
峰
人 「
竹
友
藻
風
氏
を
想
う
」 『
英
語
青
年
』 

第
百
一
卷
二
号
、
五

五
頁
。

（
5
） 

『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
』 

一
一
七
頁 「
上
田
敏
先
生
の
言
は
れ
た
や
う
に
、「
こ

れ
は
矛
盾
を
矛
盾
と
し
、
懷
疑
を
懷
疑
と
し
、
心
の
誠
を
失
ふ
ま
い
と
す

る
抒
情
の
聲
で
あ
つ
て
、
第
一
に
反
抗
の
叫
、
第
二
に
享
樂
の
敎
、
第
三

に
絕
念
の
悟
、
こ
の
三
者
が
全
曲
の
伴ラ

イ
ト
モ
チ
フ

隨
樂
音
に
な
つ
て
ゐ
る
」」。「
末
の

行
は
上
田
先
生
の
言
葉
を
以
て
言
へ
ば 「
心む
ね

に
釘
う
つ
如
く
」 

一
首
の
結
語

と
な
つ
て
ゐ
る
」。
こ
れ
は
、 

野
文
吉
譯 『
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト
』 （
開
文
館
、

一
九
一
四
年
三
月
）
に
寄
せ
た 「
序
」 

の
一
節
。「
明
治
日
本
」 

七
頁
に
引

用
。
敏
の
原
文
と
藻
風
の
引
用
と
で
は
細
部
に
異
同
が
あ
る
。

　
　

 

な
お
、
敏
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
竹
友
藻
風 「﹇
旧
師
を
語
る
﹈
上
田

敏
先
生
」 （『
文
藝
春
秋
』 

第
十
一
卷
五
號
、 

一
九
三
三
年
五
月
、
八
○ 

―
八

五
頁
。
の
ち 「
上
田
敏
先
生
」 

と
し
て
、
同 『
冬
扇
帖
』 

文
体
社
、 

一
九
三

四
年
三
月
、 

一
一
○ 

―
一
九
頁
。『
竹
友
藻
風
選
集
』 

第
二
巻
、
四
二
七 

―

三
三
頁
）
に
回
想
が
あ
る
。

（
6
） 

T
he Second E

dition of E
dw

ard F
itzG

erald’s R
ubá’iyyát of ’U

m
ar 

K
hayyám

, E
dited, w

ith an Introduction and N
otes, by E

dw
ard H

eron-

A
llen, L

ondon: D
uckw

orth and C
o., 1908. 

以
下
、H

eron-A
llen 1908

と
略
記
。

 
　

な
お
、
藻
風
旧
蔵
書
は
大
阪
大
学
総
合
図
書
館
に 「
竹
友
文
庫
」 

と
し

て
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
書
も
そ
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
。
以
下
、

藻
風
の
項
で
は
、
同
文
庫
収
蔵
書
は
そ
の
旨
付
記
す
る
こ
と
に
す
る
。
同

文
庫
に
つ
い
て
は
、
玉
井
暲 「「
竹
友
文
庫
」 

と 「
藤
井
文
庫
」」 （『
大
阪
大
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学
図
書
館
報
』 

第
三
十
五
巻
四
号
、
二
○
○
二
年
三
月
、
一 

―
四
頁
）
に

紹
介
が
あ
る
。

（
7
） 

T
he R

ubáiyát of O
m

ar K
hayyám

, T
ranslated by E

dw
ard FitzG

erald, 

w
ith Tw

elve Photogravures after D
raw

ings by G
ilbert Jam

es, L
ondon: 

G
eorge R

outledge and Sons, L
im

ited / N
ew

 Y
ork: E

. P. D
utton &

 C
o., 

1904. 
竹
友
文
庫
に
は
欠
。
本
書
は
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
初
版
本
文

と
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
十
二
葉
の
挿
絵
を
収
め
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
八
葉
が

ア
ル
ス
版
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
ア
ル
ス
版
自
体
に
は
、
引
用

し
た
挿
絵
の
画
家
名
や
出
典
が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
両
者
の

対
応
関
係
は
以
下
の
通
り（「
＝
」 

の
手
前
が
ア
ル
ス
版
挿
絵
の
対
面
頁
の

歌
番
号
。「
＝
」 

の
直
後
は
ラ
ウ
ト
レ
ッ
ジ
版
の
挿
絵
の
対
面
頁
の
頁
番
号

と
歌
番
号
を
示
す
）。

 
 

 

第
1
歌
＝Frontispiece

（
第
75
歌
）、
第
5
歌
＝p. 20 （
第
5
歌
）、
第

12
歌
＝p. 32 （
第
11
歌
）、
第
15
歌
＝p. 36 （
第
13
歌
）、
第
25
歌
＝p. 48 

（
第
19
歌
）、
第
36
歌
＝p. 76 （
第
33
歌
）、
第
38
歌
＝p. 78 （
第
34
歌
）、

第
46
歌
＝p. 106 （
第
48
歌
）。

 

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
第
二
版
と
初
版
と
で
は
、
も
と
も
と
対
応
す
る

歌
番
号
が
ず
れ
て
い
る
が
、
前
者
の
第
1
歌
と
後
者
の
第
75
歌
、
前
者
の

第
36
歌
と
後
者
の
第
33
歌
の
対
応
以
外
は
、
す
べ
て
同
一
の
挿
絵
が
同
一

の
歌
に
付
さ
れ
て
い
る
。
ア
ル
ス
版
の
第
36
歌
は
、
初
版
で
は
対
応
す
る

歌
が
存
在
し
な
い
た
め
、
第
二
版
第
37
歌
に
対
応
す
る
初
版
第
33
歌
の
挿

絵
を
使
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

 

　

同
じ
画
家
の
挿
絵
十
四
点
を
収
め
た
い
く
つ
か
の
刊
本
、
例
え
ば
以
下

の
ス
ミ
ザ
ー
ズ
版
や
グ
ロ
セ
ッ
ト
版
に
は
、
ア
ル
ス
版
の
第
38
歌
に
付
さ

れ
た
挿
絵
が
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
ア
ル
ス
版
の
底
本
で
は
あ
り
え
な

い
。

 

・ Fourteen D
raw

ings Illustrating E
dw

ard F
itzG

erald’s Translation of 

the R
ubaiyat of O

m
ar K

hayyam
 by G

ilbert Jam
es, L

ondon: L
eon-

ard Sm
ithers and C

o, 1898.

 

・ R
ubáiyát of O

m
ar K

hayyám
, R

endered into E
nglish V

erse by E
d-

w
ard FitzG

erald, Fourth E
dition, w

ith N
otes, Together w

ith a T
rib-

ute in Q
uatrains by A

ndrew
 L

ang, and a B
rief B

iography of B
oth 

Poet and T
ranslator, w

ith Illustrations by G
ilbert Jam

es, N
ew

 Y
ork: 

A
lex G

rosset and C
om

pany, 1899.

 

　

画
家
ギ
ル
バ
ー
ト
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
に
つ
い
て
は
生
歿
年
を
含
め
た
生
涯

が
長
ら
く
不
明
で
あ
っ
た
が
、
最
近
の
フ
ォ
レ
ス
トB

ob Forrest

の
研
究

に
よ
っ
て
よ
う
や
く
細
部
に
ま
で
光
が
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 
 

 http://w
w

w
.bobforrestw

eb.co.uk/T
he_R

ubaiyat/N
_and_Q

/G
ilbert_

Jam
es/G

ilbert_Jam
es.htm

 
 

 http://w
w

w
.bobforrestw

eb.co.uk/T
he_R

ubaiyat/N
_and_Q

/G
ilbert_

Jam
es/A

ddendum
/A

ddendum
.htm

（
8
） 

R
ubáiyát of O

m
ar K

hayyám
, T

ranslated by E
dw

ard FitzG
erald, 

E
dited, w

ith Introduction &
 N

otes, by R
eynold A

lleyne N
icholson, 

L
ondon: A

dam
 and C

harles B
lack, 1909. 

竹
友
文
庫
蔵
。
本
文
は
フ
ィ

ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
初
版
を
使
用
。
ギ
ル
バ
ー
ト
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
カ
ラ

ー
挿
絵
十
六
葉
を
挿
入
。
こ
れ
ら
の
挿
絵
は
、
前
注
で
挙
げ
た
ラ
ウ
ト
レ

ッ
ジ
版
所
収
の
同
じ
画
家
に
よ
る
モ
ノ
ク
ロ
・
グ
ラ
ビ
ア
版
と
は
内
容
が

す
べ
て
異
な
っ
て
い
る
。

（
9
） 

T
he R

uba’iyat of O
m

ar K
hayyam

, T
ranslated by E

dw
ard FitzG

erald, 

w
ith a C

om
m

entary by H
. M

. B
atson, and a B

iographical Introduc-

tion by E
. D

. R
oss, L

ondon: M
ethuen and C

o., 1900. 

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ

ラ
ル
ド
訳
第
五
版
の
本
文
に
基
づ
く
注
釈
。
ア
ル
ス
版
一
三
五
頁
に 「
バ
ッ

ト
ス
ン
夫
人
の
解
說
に
依
る
と
」 

と
し
て
本
書
の
説
の
紹
介
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
ヘ
ロ
ン
＝
ア
レ
ン
の
注
釈
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
時

点
で
訳
者
が
本
書
を
直
接
参
照
し
た
と
は
断
言
で
き
ず
、
竹
友
文
庫
に
も

含
ま
れ
て
い
な
い
。

　
　

 
な
お
「
第
五
版
」
と
は
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
歿
後
、
そ
の
遺
稿

を
託
さ
れ
た
ト
リ
ニ
テ
ィ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
の
副
学
長
ラ
イ
トW

illiam
 A

ldis 

W
right

（
一
八
三
一 

―
一
九
一
四
年
）が
、
第
四
版
に
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル

ド
自
身
の
書
き
入
れ
た
二
か
所
（
第
43
・
49
歌
）
を
含
む
合
計
二
十
箇
所
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ほ
ど
の
修
正
を
加
え
た
本
文
を
指
し
、
最
初
は
三
巻
本
著
作
集
の
第
三
巻

に
収
録
さ
れ
る
形
で
一
八
八
九
年
に
マ
ク
ミ
ラ
ン
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

そ
の
後
、 

一
八
九
九
年
に
同
書
店
か
ら
出
さ
れ
た
〈
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ト
レ

ジ
ャ
リ
ー
・
シ
リ
ー
ズ
〉
や
、 

一
九
○
三
年
の
七
巻
本
著
作
集
第
七
巻
と

の
あ
い
だ
に
は
多
少
の
異
同
が
見
ら
れ
る
。
以
後
、「
第
四
版
」
と
銘
打
っ

た
書
籍
で
も
、
実
際
に
は
こ
の
「
第
五
版
」
の
修
正
が
反
映
さ
れ
て
い
る

場
合
が
少
な
く
な
い
。
バ
ッ
ト
ソ
ン
注
釈
版
本
文
は
ほ
ぼ〈
ゴ
ー
ル
デ
ン
・

ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
〉
版
に
依
拠
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
第
四
版
・
第
五
版

の
異
同
は
末
尾
の
「
附
表
」
に
ま
と
め
た
。
以
下
、
本
稿
で
は
両
者
の
区

別
が
必
要
な
い
し
可
能
な
場
合
に
は
「
第
五
版
」
の
呼
称
を
使
用
す
る
。

 

・ L
etters and L

iterary R
em

ains of E
dw

ard F
itzG

erald, E
dited by 

W
illiam

 A
ldis W

right, 3 vols., V
ol. 3, L

ondon and N
ew

 Y
ork: M

ac-

m
illan and C

o., 1889.

 

・ R
ubáiyát of O

m
ar K

hayyám
, T

he A
stronom

er-Poet of Persia, R
en-

dered into E
nglish V

erse, L
ondon: M

acm
illan and C

o., L
im

ited / 

N
ew

 Y
ork: T

he M
acm

illan C
om

pany, 1899. 

 

・ L
etters &

 L
iterary R

em
ains of E

dw
ard F

itzG
erald, 7 vols., V

ol. 7, 

L
ondon: M

acm
illan and C

o., L
im

ited / N
ew

 Y
ork: T

he M
acm

illan 

C
om

pany, 1903.

（
10
） 

T
he Q

uatrains of O
m

ar K
hayyám

, the Persian Text w
ith an E

nglish 

V
erse T

ranslation, by E
. H

. W
hinfield, L

ondon: T
rübner &

 C
o., 1883. 

ア
ル
ス
版
一
三
一
頁
に 「W

hinfield

の 「
オ
オ
マ
ア
・
カ
イ
ア
ム
四
行
詩
」 

（Q
uatrain 108

）」 

へ
の
言
及
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
ヘ
ロ
ン
＝
ア
レ
ン
の
注

釈
か
ら
の
孫
引
き
の
可
能
性
が
あ
り
、
こ
の
時
点
で
現
物
を
参
照
し
た
か

ど
う
か
は
不
明
。
竹
友
文
庫
に
も
欠
。
同
文
庫
に
含
ま
れ
る
一
九
二
○
年

の
刊
本
（
後
注
73
参
照
）
は
、 

一
八
八
三
年
版
と
は
歌
番
号
が
異
な
る
。

（
11
） 

L
es Q

uatrains de K
hèyam

, traduits du Persan par J. B
. N

icolas, 

Paris: L
’Im

prim
erie Im

périale, 1867. 

以
下
、
本
稿
で
はN

icolas

と
略

記
す
る
。
竹
友
文
庫
に
は
欠
。

（
12
） 

L
es Q

uatrains d’O
m

ar K
háyyám

, traduits du persan sur le m
anu-

script de la B
odleian L

ibrary d ’O
xford, introduction et notes de 

C
harles G

rolleau,  Paris:  les E
ditions G

. C
rès et c

ie,  1922.  

竹
友
文
庫

蔵
。

（
13
） 

句
読
点
や
ル
ビ
、
送
り
仮
名
、
漢
字
と
仮
名
の
区
別
、
記
号
（
括
弧
や

ダ
ッ
シ
ュ
）
類
、
片
仮
名
の
固
有
名
詞
・
術
語
な
ど
の
表
記
上
の
異
同
を

別
と
す
る
と
、
訳
詩
自
体
に
わ
ず
か
で
も
改
訂
が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
全

百
十
歌
中
、
次
の
十
八
歌
に
す
ぎ
な
い
。
第
2
・
6
・
15
・
18
・
36
・
47
・

50
・
60
・
81
・
83
・
84
・
86
・
97
・
100
・
106
・
108
・
109
・
110
歌
。

（
14
） 

三
頁
の
目
次
の
末
尾
に 「
口
畫　

ギ
ル
バ
ァ
ト
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
筆 『
ル

バ
イ
ヤ
ッ
ト
』 

第
四
十
章
」 

と
あ
る
。
こ
れ
は
前
注（
8
）
の
ニ
コ
ル
ソ
ン

注
釈
版
一
○
五
頁
の
対
面
頁
に
挟
ま
れ
た
、
初
版
第
36
歌
（
第
二
版
で
は

第
40
歌
に
対
応
）
へ
の
挿
絵
で
あ
る
。

（
15
） 

E
dw

ard FitzG
erald, R

ubáiyát of O
m

ar K
hayyám

: A
 C

ritical E
dition, 

E
dited by C

hristopher D
ecker, C

harlottesville and L
ondon: U

niversi-

ty Press of V
irginia, 1997, p. 38. 

本
書
は
以
下D

ecker

と
略
記
。

（
16
） 

D
ecker, p. 38.

（
17
） 

土
居
光
知 「
竹
友
氏
の
譯
詩
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト
を
讀
み
て
」 『
英
語
靑
年
』 

第
四
十
五
卷
五
號
、 

一
九
二
一
年
六
月
一
日
、 

一
四
八
頁
。

（
18
） 

「
明
治
日
本
」 

九 

―
一
○
頁
。

（
19
） 

外
山
正
一
・
矢
田
部
良
吉
・
井
上
哲
次 

仝
撰 『
新
體
詩
抄
』 （
初
編
、

丸
屋
善
七
、 

一
八
八
二
年
七
月
）
の 「
凡
例
」 

に
も 「
此
書
ニ
載
ス
ル
所
モ

亦
七
五
ナ
リ
」 

と
あ
る
。

（
20
） 

森
亮 「
日
本
に
お
け
る
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
」 『
英
語
青
年
』 

第
百
十
九
巻
十

一
号
、 

一
九
七
四
年
二
月
一
日
、
六
七
七
頁
。
の
ち
、
オ
ー
マ
ー
・
カ
イ

ヤ
ム
／
森
亮
訳 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
』 

ク
ラ
テ
ー
ル
叢
書
3
、
国
書
刊
行
会
、

一
九
八
六
年
十
二
月
、
一
五
九
頁
。
た
だ
し
、
同
書 「
解
説
」 

一
四
六
頁

で
は
、「
竹
友
藻
風
の
英
訳
第
二
版
か
ら
の
文
語
全
訳
（
中
略
）
よ
り
も
蒲

原
有
明
の
第
四
版
か
ら
の
六
篇
の
部
分
訳
の
方
が
ず
っ
と
面
白
く
訳
せ
て

い
た
」 
と
も
記
し
て
い
る
。

（
21
） 

原
詩
の
二
重
引
用
符
が
訳
詩
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
見
ら
れ
る
。
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第
20
歌
四
行
目 「
ク
ウ
、
ク
ウ
、
ク
ウ
と
啼
き
ぬ
、
そ
は
ま
た
ク
ウ
、
ク

ウ
、
ク
ウ
と
。」 

の
原
詩
は “A

nd “C
oo, coo, coo, ” she cried; and “C

oo, 

coo, coo. ” ” 

で
あ
り
、
第
27
歌
四
行
目 「
痴
れ
も
の
よ
、
報む
く
ゐ酬
は
あ
ら
ず
、

そ
こ
こ
こ
に
。」 

の
原
詩
は “ “Fools! your R

ew
ard is neither H

ere nor 

T
here! ” ” 

と
な
っ
て
い
る
。

（
22
） 

「
悔
」 
の
歴
史
的
仮
名
遣
い
は 「
く
い
」 

で
あ
る
。
西
村
書
店
版
で
は
訂

正
さ
れ
て
い
る
。

（
23
） 

鍵
括
弧
の
使
用
法
は
必
ず
し
も
厳
密
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
冒
頭
が
大

文
字
表
記
の
単
語
は
随
所
に
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、
藻
風
訳
は
そ
の
な
か

の
特
定
の
単
語
の
み
を
選
ん
で
鍵
括
弧
を
付
し
て
お
り
、
こ
の
選
択
基
準

自
体
が
曖
昧
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、

 

・ 

大
文
字
＋
小
頭
文
字
、
な
い
し
小
頭
文
字
の
み
の
単
語
で
あ
っ
て
も
鍵

括
弧
を
付
し
て
い
な
い
場
合

―
第
4
歌 「
モ
ゼ
ス
の
白
き
手
」 the 

W
H

IT
E H

A
N

D O
F M

O
SE

S, 

第
21
歌 「
こ
の
日
」 T
O

-D
A

Y, 

第
50
歌 「
秘
密
」 

T
H

E SE
C

R
E

T.

 

・ 

原
文
の
二
重
引
用
符
＋
大
文
字
＋
小
頭
文
字
の
組
み
合
わ
せ
に
鍵
括
弧

を
対
応
さ
せ
て
い
る
場
合

―
第
58
歌 「「
上う
へ

下し
た

」」 “U
P-A

N
D

-D
O

W
N, ” 

「「
あ
り
」」 “I S, ” 「「
あ
ら
ず
」」 “I S-N

O
T. ”

 

・ 

原
文
の
小
文
字
表
記
の
単
語
に
鍵
括
弧
を
対
応
さ
せ
て
い
る
場
合

―

第
104
歌 「「
書
き
も
の
」」 m

anuscript.

 

・ 

原
文
が
斜
体
で
も
鍵
括
弧
を
付
し
て
い
な
い
場
合

―
第
21
歌 「
明
日
」 

To-m
orrow

, 

第
45
歌 「
あ
り
し
」 were, 「
か
は
ら
ず
」 are, 

第
47
歌 「
汝な
れ

が
」 your, 

第
66
歌 「
こ
の
」 This, 

第
78
歌 「
も
の
」 It, 

第
80
歌 「
こ
の
」 

T
his.

（
24
） 

国
立
国
語
研
究
所
の 『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
（C

H
J

）』 〈
中
納
言
〉 

で 

「
こ
こ
に
し
て
」 

を
検
索
し
て
も
、
一
件
も
用
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な

い
。
藻
風
は
第
90
歌
で
も 「
そ
こ
に
し
て
」 there

と
類
似
の
表
現
を
使
用

し
て
い
る
。

（
25
） 

『
萬
葉
集
』 

卷
第
十
一
、
二
四
一
九 「
天あ
め

地つ
ち

と　

い
ふ
名
の
絶
え
て　

あ

ら
ば
こ
そ　

汝い
ま
しと
我あ
れ

と　

逢
ふ
こ
と
止や

ま
め
」 （
小
島
憲
之
・
木
下
正
俊
・

東
野
治
之
校
注
・
訳 『
萬
葉
集
』 

③
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
8
、
小

学
館
、 

一
九
九
五
年
十
二
月
、
一
八
三
頁
）。
ち
な
み
に
、
藻
風
訳
の
対
面

頁
に
添
え
ら
れ
た
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
挿
絵
で
は
、
詩
人
の
隣
に
座
す
の
は
若

い
女
性
な
の
で
、
詩
の 「
い
ま
し
」 

を
女
性
と
取
る
こ
と
が
読
者
に
も
要

請
さ
れ
て
い
る
。

（
26
） 

「
あ
な
」 「
あ
は
れ
」 

は
そ
れ
ぞ
れ
古
典
に
多
く
の
用
例
が
見
ら
れ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
前
掲
の 『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
』 

で 「
あ
な

あ
は
れ
」 

を
検
索
す
る
と
、
古
典
で
は 『
十
訓
抄
』 

下
、
第
十
ノ
十
四 「
あ

く
び
さ
し
て
や
あ
ら
む
、
と
お
ぼ
ゆ
る
声
あ
り
て
、「
あ
な
、
あ
は
れ
」 

と

い
ひ
て
け
り
」 （
浅
見
和
彦
校
注
・
訳
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
51
、
小

学
館
、 

一
九
九
七
年
十
二
月
、
四
○
一
頁
）
の
一
例
の
み
が
見
出
さ
れ
る
。

藻
風
は
こ
の
言
葉
を 『
ヹ
ル
レ
エ
ヌ
選
集
』 

の 「
屋
根
の
上
な
る
大
空
は

…
…
」 

第
三
聯
（
一
四
四
頁
） 「
あ
な
あ
は
れ
、
生い
の
ちは
か
し
こ
」 M

on D
ieu, 

m
on D

ieu, la vie est là

に
も
用
い
て
い
る
。

（
27
） 

『
古
事
記
』 

中
卷
・
景
行
天
皇 「
一
つ
松　

人
に
あ
り
せ
ば　

大た

刀ち

佩は

け

ま
し
を　

衣き
ぬ

着き

せ
ま
し
を　

一
つ
松　

吾あ

兄せ

を
」 （
山
口
佳
紀
・
神
野
志
隆

光
校
注
・
訳
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
1
、
小
学
館
、 

一
九
九
七
年
六

月
、
二
三
三
頁
）。

（
28
） 

『
萬
葉
集
』 

卷
第
二
、 

一
三
一
・
一
三
八 「
よ
し
ゑ
や
し　

浦
は
な
く
と

も　

よ
し
ゑ
や
し　

潟
は
な
く
と
も
」 （『
萬
葉
集
』 

①
、
新
編
日
本
古
典

文
学
全
集
6
、 

一
九
九
四
年
五
月
、
一
○
○
、
一
○
四
頁
）。

（
29
） 

『
源
氏
物
語
』 

桐
壺 「
上う
へ

も
御
涙
の
隙ひ
ま

な
く
流
れ
お
は
し
ま
す
を
」 （
阿
部

秋
生
・
秋
山
虔
・
今
井
源
衛
・
鈴
木
日
出
男
校
注
・
訳 『
源
氏
物
語
』 

①
、

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
20
、
小
学
館
、 

一
九
九
四
年
三
月
、
二
四
頁
）。

（
30
） 

具
体
例
を
、
対
応
す
る
原
語
（
存
在
し
な
い
場
合
も
あ
り
）
お
よ
び
歌

番
号
（
丸
括
弧
中
の
算
用
数
字
）
と
と
も
に
示
す
。「
や
ら
ひ
た
り
」 H

as 

chased, 「
ひ
や
う
と
」 （
1
）、「
か
ら
く
れ
な
ゐ
」 incarnadine

（
6
）、「
い

づ
か
た
」 w

here

（
9
）、「
さ
さ
が
に
」 Spider, 「
う
つ
し
よ
」 present L

ife 

（
14
）、「
こ
こ
も
と
」 about us

（
15
）、「
紫し

摩ま

金ご
ん
の
」 aureate

（
16
）、「
昨き

そ日
」 

Y
esterday, 「

な
ら
し
」 m

ay be

（
21
）、「
は
し
け
や
し
」 the loveliset and 
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the best

（
22
）、「
埴は
に

生ふ

の
床と
こ

」 the C
ouch of E

arth

（
23
）、「
麗は

し
き
」 de-

lightful, 「
あ
え
か
な
る
」 lovely

（
25
）、「
塵
ひ
ぢ
」 D

ust

（
26
）、「
兩
界
」 the 

Tw
o W

orlds, 「
つ
ば
ら
か
に
」 learnedly, 「
言
舉
げ
し
」 discuss ’d

（
29
）、

「
せ
ち
に
」 eagarly

（
30
）、「
お
よ
す
げ
ぬ
」 m

ake it grow

（
31
）、「
天あ
め

地つ
ち

」 
this U

niverse, 「
諾う

む否
な
く
」 w

illy-nilly

（
32
）、「
無む

禮ら
い

」 insolence

（
33
）、

「
透す

き

見み

す
る
」 through w

hich . . . see

（
35
）、「
大あ
め

地つ
ち

」 E
arth, 

「
葡ゑ

萄び

染ぞ
め

」 
Purple

（
36
）、「
天あ
め
つ
ち地
」 U

niverse

（
37
・
107
）、「
埴は
に

の
甕も
た
ひ」 earthen 

U
rn

（
38
）、「
い
く
そ
の
」 H

ow
 m

any

（
39
）、「
み
ち
の
べ
」 by the w

ay

（
40
）、

「
餐け

」 sup

（
43
）、「
腕か
い
な」 A

rm
s

（
44
）、「
う
た
か
た
」 Bubbles

（
47
）、「
わ
た

つ
み
」 O

cean

（
48
）、「
お
ほ
わ
た
つ
み
」 W

aste

（
49
）、「
天あ
め

地つ
ち

」 Creation

（
52
）、「
あ
え
か
な
る
」 slender, 「
わ
れ
か
の
さ
ま
に
」 （
55
）、「
か
は
た
れ

に
」 the D

usk

（
60
）、「
た
ま
ゆ
ら
に
」 in a trice

（
61
）、「
え
び
か
づ
ら
」 the 

tw
ist ed tendril

（
63
）、「
冥よ

み府
」 H

ell
（
66
・
95
）、「
ち
り
ひ
ぢ
」 D

ust

（
81
）、

「
う
つ
そ
み
」 m

y B
eing, 「

あ
ざ
み
笑
へ
よ
」 flout

（
82
）、「
紫し

摩ま

金ご
ん

」 Pure 
G

old

（
85
）、「
被か
つ

衣ぎ

」 cover

（
89
）、「
體う
つ

質そ
み

」 Substance

（
91
）、「
禮い
や

」 greet

（
99
）、「
い
づ
ち
」 w

hither

（
104
）。

 
 

な
お
、「
葡
萄
染
」 

お
よ
び 「
腕
」 

の
歴
史
的
仮
名
遣
い
は 「
え
び
ぞ
め
」 

「
か
ひ
な
」 

な
の
で
、
戦
後
の
西
村
書
店
版
で
は
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

（
31
） 

竹
友
藻
風 「『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
』 

訂
正
に
就
て
」 『
讀
賣
新
聞
』 

一
九
二
一

年
四
月
十
四
日
、
第
七
面
。
こ
こ
で
は 「
瓶
つ
く
り
」 

を 「
門
守
」 
に
改
め
、

西
村
書
店
版
で
は
さ
ら
に 「
擔か
る

夫こ

」 

と
す
る
。

（
32
） 

西
村
書
店
版
で
は
第
三
句
を 「
わ
が
ご
と
き
水み
な

沫わ

ち
よ
ろ
づ
、
か
の
器
う
つ
わ

よ
り
」、
第
四
句 「
サ
ア
キ
」 

を 「
サ
ー
キ
」 

と
修
正
し
、「
注つ

ぎ
」
と
ル
ビ

を
付
し
て
い
る
。「
サ
ア
キ
」 Sáki

す
な
わ
ち
ア
ラ
ビ
ア
語
・
ペ
ル
シ
ア
語

の 「
サ
ー
キ
ー
」 sā qī

は
酌
人
を
意
味
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
小
説
家
マ
ン

ロ
ー H

ector H
ugh M

unro

（
一
八
七
○ 

―
一
九
一
六
年
）が
筆
名Saki

を

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
か
ら
取
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

D
om

inic H
ibberd, “M

unro, H
ector H

ugh

﹇pseud. Saki

﹈, ”  O
xford D

ic-

tionary of N
ational B

iography, in A
ssociation w

ith B
ritish A

cadem
y, 

from
 the E

arliest T
im

es to the Y
ear 2000, E

dited by H
. C

. M
atthew

 

and B
rian H

arrison, 60 vols., O
xford: O

xford U
niversity Press, 2004, 

V
ol. 39, pp. 769–70.

（
33
） 

D
ecker, p. 43. 

第
三
版
・
第
四
版
と
の
対
照
はp. 165. 

ヘ
ロ
ン
＝
ア
レ

ン
に
よ
る
と
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
の
典
拠
と
な
っ
た
の
は
ニ
コ
ラ

版
の
第
百
三
十
七
歌
で
あ
る
と
い
う
。

 

・ E
dw

ard F
itzG

erald’s R
ubâ’iyât of O

m
ar K

hayyâm
, w

ith T
heir 

O
riginal Persian Sources, C

ollated w
ith H

is O
w

n M
SS., and L

iter-

ally T
ranslated by  E

dw
ard H

eron-A
llen, L

ondon: B
ernard Q

uar-

itch, 1899, pp. 72–73. 

本
書
は
以
下
、H

eron-A
llen 1899

と
略
記
。

 

ニ
コ
ラ
訳
の
後
半
は 「
酒
の
泡
の
形
の
ご
と
く
に
、
存
在
の
酒
杯
の
な
か

で
／
永
遠
の
サ
ー
キ
ー
は
一
千
も
の
ハ
イ
ヤ
ー
ム
を
見
せ
て
く
れ
る
」 chon 

shakl-e ḥobā b-e bā de dar jā m
-e vojū d / sā qi-yē  azal hazā r kheyyā m

 

nam
ū d

と
な
っ
て
い
る
。N

icolas, pp. 72–73.

（
34
） 

『
コ
ー
ラ
ン
』 

第
68
章
1
節 

に 「
ヌ
ー
ン
。
筆
に
か
け
て
。
彼
ら（
天
使
）

の
記
録
す
る
も
の
に
か
け
て
」 

と
あ
り
、
こ
れ
に
関
す
る
歴
史
家
タ
バ
リ
ー 

M
u ḥam

m
ad ’ibn Jarī r al- Ṭ

abarī

（
八
三
九 

―
九
二
三
年
）
の
注
釈
に
は
、

「
神
が
最
初
に
創
造
さ
れ
た
の
は
筆
で
あ
る
。
神
が
筆
に 「
書
け
」 

と
言
う

と
、
筆
は 「
神
よ
、
何
を
書
く
の
で
す
か
」 

と
訊
ね
た
。
神
が 「
運
命（
カ
ダ

ル
）を
書
け
」 

と
命
じ
た
の
で
、
筆
は
そ
の
時
か
ら
復
活
の
日
ま
で
に
存
在

す
る
は
ず
の
事
柄
を
書
き
記
し
た
」 

と
い
う
趣
旨
の
伝
承
が
引
用
さ
れ
て

い
る
。Tafsī r al-Ṭ

abarī  al-M
usam

m
ā  Jā m

i‘ al-B
ayā n fī  Ta’w

ī l al-Q
ur

’ā n, 15 vols., B
eirut: D

ā r al-K
utub al- ‘Ilm

ī ya, 2005, V
ol. 12, pp. 173–

78

（nos. 34530–48

）.

（
35
） 

以
下
は
そ
の
例
で
あ
る
。

 

・ 

第
33
歌
三
行
目 「
あ
あ
悔
ゐ
よ
、
天
帝
の
酒
を
た
ま
ひ
て
」 A

h, contrite 

H
eav ’n endow

ed us w
ith the V

ine: 「
深
く
悔
い
て
い
る
」 

意
味
の
形
容

詞 “contrite ” 

を
動
詞
命
令
形
に
訳
し
て
い
る
。
な
お 「
悔
ゐ
よ
」 

の
歴

史
的
仮
名
遣
い
は 「
悔
い
よ
」。
西
村
書
店
版
で
は
改
め
ら
れ
て
い
る
。

 

・ 

第
85
歌
一 
―
三
行
目 「
力
な
き 「
つ
く
ら
れ
し
も
の
」 

の
中
よ
り
、／
鐵を

り渣

の
身
の
わ
れ
ら
に
借
せ
し
も
の
に
代
へ
／
紫し

摩ま

金ご
ん

を
も
と
む
る
と
や
。」 
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W
hat! from

 his helpless C
reature be repaid / Pure G

old for w
hat he 

lent us dross-allay ’d 

―: 「
神
が
我
々
に
貸
し
与
え
た
粗
悪
品（
＝
贋
金
）

の
代
わ
り
に
、
無
力
な
被
造
物
か
ら
純
金
が
取
り
立
て
ら
れ
る
と
は
何

た
る
こ
と
か
」 

の
意
味
で
、「
粗
悪
な
、
不
純
物
を
混
ぜ
た
」 

を
意
味
す

る “dross-allayed ” 

は “w
hat ” 

を
説
明
す
る
補
語
で
あ
ろ
う
。
だ
が
藻

風
訳
は
こ
れ
を “us ” 

の
同
格
と
誤
解
し
て
い
る
。「
鐵を

り渣
」 

の
歴
史
的
仮

名
遣
い
は 「
お
り
」 

が
正
し
く
、
西
村
書
店
版
で
は
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

O
xford E

nglish D
ictionary, T

hird

（O
nline

）Edition, U
pdated Sep-

tem
ber 2012, allay, v. 3, 1: To m

ix （a m
etal

） w
ith another; esp. to 

m
ix

（a m
etal

）w
ith a less valuable one or w

ith another substance, 

so as to low
er its standard or quality; to debase.

 

・ 

第
101
歌
四
行
目 「
譽
を
も
ひ
と
つ
の
歌
と
代
へ
に
け
る
か
な
。」 A

nd sold 

m
y R

eputation for a Song: 
直
訳
は
こ
の
通
り
だ
が
、「
二
束
三
文
で
」 

「
捨
て
値
で
」 

の
成
句
の
意
味
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

 

・ 

第
109
歌
二
行
目 「
わ
れ
ら
を
な
が
む
」 Looks for us, 

四
行
目 「
眺
む
ら

む
」 look . . . for: 「
探
し
求
め
る
」 

が
原
義
で
あ
ろ
う
。

（
36
） 

西
村
書
店
版
も
本
文
は
同
一
だ
が
、「
生
る
」 
に 「
う
ま
る
」 

と
ル
ビ
が

付
さ
れ
、
異
体
字
「
凟
」
は
「
瀆
」
に
替
え
ら
れ
て
い
る
。

（
37
） 

D
ecker, p. 46.

（
38
） 

ヘ
ロ
ン
＝
ア
レ
ン
に
よ
る
と
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
の
霊
感
源
と

な
っ
た
の
は
、
ボ
ド
レ
ー
図
書
館
所
蔵
の
ウ
ー
ズ
レ
ー
写
本
第
七
十
五
番

（
ニ
コ
ラ
版
百
八
十
二
番
、
ホ
ワ
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
版
百
九
十
七
番
に
ほ

ぼ
対
応
）
で
あ
る
と
い
う
。「
私
は
酒
を
飲
む
。
そ
し
て
誰
で
も
が
私
と
同

様
に
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
／
私
が
酒
を
飲
む
こ
と
な
ど
、
彼（
神
）に
と
っ

て
は
瑣
事
に
す
ぎ
な
い
／
神
は
太
初
か
ら
私
の
飲
酒
を
ご
存
じ
だ
っ
た
／

私
が
酒
を
飲
ま
な
い
な
ら
、
神
の
知
識
は
無
知
と
化
す
だ
ろ
う
」 m

ey m
ī  

khoram
-ō  har ke cho m

an ahl bovad / m
ey khordan-e m

an be nazd-e ū  
sahl bovad / m

ey khordan-e m
an ḥ aq be-azal m

ī  dā nest / gar m
ey na-

khoram
 ‘elm

-e khodā  jahl bovad. H
eron-A

llen 1899, pp. 92–95.

（
39
） 

以
下
は
そ
の
例
で
あ
る
。

 

・ 

第
16
歌
三
・
四
行
目 「
埋
め
て
後
、
人
の
ふ
た
た
び
堀
る
と
い
ふ
／
紫し

摩ま

金ご
ん
の
土
に
逢
ふ
べ
き
こ
と
あ
ら
ず
。」 A

like to no such aureate E
arth 

are turn ’d / A
s, buried once, M

en w
ant dug up again: 「

逢
ふ
べ
き
」 は 

「
變
ず
べ
き
」 are turn ’d

と
で
も
あ
り
た
い
と
こ
ろ
。
こ
の
ま
ま
で
は

意
味
が
理
解
し
が
た
い
。「
堀
」 

は
西
村
書
店
版
で
は 「
掘
」 

と
改
め
ら

れ
て
い
る
。

 

・ 

第
78
歌
一
―
三
行
目
「
ま
た
わ
れ
ら
空
と
呼
ぶ
覆か
へ

し
た
る
鉢
、
／
そ
の

下
に
這
ひ
入
り
て
生
き
死
ぬ
も
の
に
、
／
手
を
あ
げ
て
、
助
も
と
む
る

な
か
れ
、」 A

nd that inverted B
ow

l w
e call T

he Sky, / W
hereunder 

craw
ling coop ’d w

e live and die, / L
ift not your hands to It for help: 

「
生
き
死
ぬ
も
の
」 

と
は 「
鉢
」 

を
指
し
て
い
る
が
、
こ
の
ま
ま
で
は 「
も

の
」 

と
は 「
者
」 

す
な
わ
ち 「
生
き
て
死
ぬ
我
々
」 

と
誤
解
さ
れ
て
し
ま

う
。

 

・ 

こ
の
ほ
か 「
散
ら
ば
へ
る
」 strow

n

（
第
11
歌
）、「
お
ぢ
け
さ
し
」 Scared

（
第
64
歌
）、「
無こ
と

言な
し

」 silence

（
第
93
歌
）の
よ
う
に
、
や
や
無
理
と
思
わ

れ
る
措
辞
も
散
見
す
る
。

（
40
） 

第
二
版
第
6
歌（
他
の
版
も
番
号
は
同
じ
）の
四
行
目 「
靑
き
頰
を
か
ら

く
れ
な
ゐ
に
染
め
な
し
て
。」 That sallow

 cheek of her ’s to incarnadine

の
典
拠
と
し
て 『
マ
ク
ベ
ス
』 

第
二
幕
第
二
場 “T

he m
ultitudinous seas 

in car na dine / M
aking the green one red ” 

を
挙
げ
、
第
二
版
第
26
歌（
初

版
第
23
歌
、
第
三
・
四
版
第
24
歌
）
の
四
行
目 「
酒
や
歌
、
歌
ひ
め
、―

終
な
き
ま
へ
に
。」 Sans W

ine, sans Song, sans Singer, and 

― sans 
E

nd!

は 「『
御
意
の
儘
』 

第
二
幕
第
七
場
ジ
ャ
ッ
ク
ス
の
有
名
な
獨
白
、
そ

の
思
想
も 「
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
」 

に
似
通
ひ
、
人
生
を
舞
臺
に
例
へ
た
言
葉

の
最
後
に
、Sans teeth, sans eyes, sans taste, sans everything

（A
s Y

ou 

L
ike It. A

ct II, Sc. V
II

）
と
あ
る
の
が
典
據
で
あ
ら
う
」 

と
記
す
。
西
村

書
店
版
で
は
後
者
の
み
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

 
 

『
マ
ク
ベ
ス
』 

の
引
用
はM

acbeth, U
pdated E

dition, E
dited by A

. R
. 

B
raunm

uller, C
am

bridge: C
am

bridge U
niversity Press, 2008, p. 162, 

ll. 65–66, 
現
代
語
訳
は 「
見
わ
た
す
か
ぎ
り
波
ま
た
波
の
大
海
原
を
朱あ
け

に
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染
め
、
／
緑
を
真
紅
に
一
変
さ
せ
る
だ
ろ
う
」 （
小
田
島
雄
志
訳 『
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
全
集
』 

II
、
白
水
社
、 

一
九
七
四
年
五
月
、
三
五
四
頁
。『
お
気

に
召
す
ま
ま
』 の
引
用
はA

s You L
ike It, U

pdated E
dition, E

dited by M
i-

chael H
attaw

ay, C
am

bridge: C
am

bridge U
nicerstity Press, 2009, p.  

141, l. 166, 

現
代
語
訳
は 「
歯
も
な
く
、
目
も
な
く
、
味
も
な
く
、
な
ん

に
も
な
い
」 （
小
田
島
雄
志 『
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
全
集
』 

IV
、
白
水
社
、
一

九
七
六
年
十
一
月
、
二
八
八
頁
）。

（
41
） 

寿
岳
文
章 「
一
冊
の
書（
1
）―
邦
訳
ル
バ
ー
イ
ー
ヤ
ー
ト
」 『
英
語
青

年
』 

第
百
十
一
巻
一
号
、
一
九
六
五
年
一
月
一
日
、
四
頁
。
こ
の
後
に
、

「
土
居
光
知
教
授
が
、『
英
語
青
年
』 

誌
上
で
そ
の
訳
し
ぶ
り
を
高
く
評
価

さ
れ
た
の
を
、
私
は
い
ま
、
き
の
う
の
こ
と
の
よ
う
に
あ
ざ
や
か
に
思
い

出
す
」 

と
も
記
す
。

（
42
） 

谷
沢
永
一 「﹇
私
の
愛
蔵
本
﹈
オ
マ
ル
・
ハ
イ
ヤ
ー
ム
作 『
ル
バ
イ
ヤ
ー

ト
』 

邦
訳
蒐
集
」 『
ア
ス
テ
イ
オ
ン
』 
第
六
号
、
一
九
八
七
年
十
月
、
八
九

頁
。
谷
澤
の
蒐
集
し
た
八
十
二
冊
は
現
在
、「
谷
澤
永
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」 

全
九
十
八
冊
の
一
環
と
し
て
関
西
大
学
図
書
館
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。「﹇
図

書
館
の
森
﹈
人
生
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

―
谷
澤
永
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」 

『
関
西
大
学
通
信
』 

第
三
百
六
十
四
号
、
二
○
○
九
年
七
月
十
日
、
第
十

面
。

（
43
） 

西
脇
順
三
郞 「
竹
友
藻
風
君
を
惜
む
」 『
英
語
靑
年
』 

第
百
一
卷
二
号
、

五
六
頁
。
の
ち 「
竹
友
藻
風
君
を
惜
し
む
」 

と
し
て
、
同 『
あ
ざ
み
の
衣
』 

（
大
修
館
書
店
、
一
九
六
一
年
七
月
）、
四
五
頁
、『
西
脇
順
三
郎
全
集
』 
第

十
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
三
年
一
月
）、
二
○
二
頁
に
再
録
。
い
ず
れ

も
、
漢
字
は
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
、
鍵
括
弧
は
二
重
鍵
括
弧
に
変
更
。

（
44
） 

『
波
斯
古
詩

留
盃
邪
土
』 

の
巻
末
に
付
さ
れ
た 「
因
緣
」 

に
、 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

翻
訳
を
志
し
た
動
機
と
し
て
、
偶
然
京
城
の
古
本
屋
で
見
出
し
た 「
英
文

學
の
大
家
と
し
て
押
も
押
さ
れ
も
せ
ぬ
人
」 

に
よ
り 「
大
正
十
年
に
ア
ル

ス
か
ら
出
さ
れ
た
泰
西
名
詩
選
の
第
一
編
」 （
四
頁
）
へ
の
批
判
が
以
下
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
只
單
に
橫
の
文
字
を
縱
に
直
し
、
且
つ
ル
バ
イ

ヤ
ツ
ト
の
四
行
詩
た
る
こ
と
に
拘
泥
し
て
、
韻
も
律
も
頓
と
お
構
ひ
な
く
、

散
文
に
も
な
ら
な
い
鴟
的
文
句
の
綴
を
勝
手
放
題
に
四
行
に
ぶ
ッ
切
っ
て

そ
し
て
見
た
目
だ
け
詩
ら
し
く
し
よ
う
と
し
た
に
過
ぎ
ぬ
も
の
ゝ
や
う
で

す
。（
中
略
）
よ
し
ん
ば
そ
の
ぶ
ッ
切
り
を
續
け
て
讀
む
の
忍
耐
と
親
切
を

以
て
し
て
か
ら
が
、
其
意
味
た
る
や
何
が
何
や
ら
一
向
に
分
ら
な
い
の
で

す
、
そ
の
く
せ
妙
な
枕
詞
や
雅
語
な
ん
か
ち
よ
い
〳
〵
揷
ん
で
、
そ
れ
で

詩
の
香
で
も
つ
け
よ
う
と
す
る
算
段
か
、
そ
の
や
り
方
は
、
徹
頭
徹
尾
胡

魔
化
し
と
し
か
受
取
れ
ま
せ
ん
」 （
六
頁
）。「
胡
魔
化
し
を
急
ぐ
か
ら
飛
ん

で
も
な
い
誤
讀
ま
で
敢
て
す
る
や
う
に
な
る
の
で
す
」 （
八
―
九
頁
）。

 
 

本
書
は
、
関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
本
を
閲
覧
し
た
。
戦
後
再
刊
さ
れ
た

『
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト

―
留
盃
邪
土
』 （
叢
園
叢
書
第
4
集
、
叢
園
社
、
一
九

七
二
年
九
月
）
で
は
、
こ
の 「
因
緣
」 

は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

（
45
） 

一
五
頁
。
の
ち
に 『
法
苑
林
』 

二
五
七 

―
五
八
頁
で
は 「
波
斯
」 

↓ 「
ペ

ル
シ
ア
」、「
希
臘
」 

↓ 「
ギ
リ
シ
ア
」 

と
し
、「
そ
の
志
に
於
い
て
或
は
近
き

も
の
な
ら
む
。（
中
略
）」 

は
省
略
し
て
読
点
に
代
え
ら
れ
た
。

（
46
） 

二
○
頁
。『
法
苑
林
』 

二
六
二
頁
で
は 「
無
慘
」 

を 「
無
慙
」 

に
、「
ル
ウ
キ

ア
ノ
ス
」 

を 「
ル
ー
キ
ア
ノ
ス
」 

に
改
め
る
。

（
47
） 

『
萬
葉
集
』 

卷
第
五
、
八
二
三 「
梅
の
花　

散
ら
く
は
い
づ
く　

し
か
す

が
に　

こ
の
城き

の
山
に　

雪
は
ふ
り
つ
つ
」 （『
萬
葉
集
』 

②
、
新
編
日
本

古
典
文
学
全
集
7
、 

一
九
九
五
年
四
月
、
四
三
頁
）。

（
48
） 

T
he G

reek A
nthology, w

ith an E
nglish T

ranslation by W
. R

. Paton, 

5 vols., C
am

bridge, M
ass.: H

arvard U
niversity Press / L

ondon:  W
il-

liam
 H

einem
ann, 1917–18, V

ol. 2, pp. 166–67.

		


Π
αῖδά με πενταέτηρον, ἀκηδέα θυμὸν ἔχοντα,

		


　νηλειὴς Ἀ
ΐδης ἥρπασε Κ

αλλίμαχον.
		


ἀλλά με μὴ κλαίοις· καὶ γὰρ βιότοιο μετέσχον

		


　παύρου, καὶ παύρω
ν τῶ

ν βιότοιο κακῶ
ν.

 

直
訳
は 「
悲
し
み
の
な
い
心
を
持
っ
た
五
歳
の
子
供
で
あ
る
私
／
カ
ッ
リ

マ
コ
ス
を
無
慈
悲
な
ハ
ー
デ
ー
ス
（
死
者
の
国
の
神
）
が
奪
い
去
っ
た
／

だ
が
私
の
こ
と
を
嘆
い
て
は
な
ら
ぬ
。
な
ぜ
な
ら
私
は
人
生
の
う
ち
の
／
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わ
ず
か
だ
け
、
そ
し
て
人
生
の
悪
の
わ
ず
か
だ
け
に
し
か
与あ
ず
から
な
か
っ
た

か
ら
」。
韻
律
上
は
ダ
ク
チ
ュ
ロ
ス
（
― ∪

∪

の
長
短
短
格
。
た
だ
し
ス

ポ
ン
デ
ー
す
な
わ
ち
― 

―
の
長
長
格
に
置
換
可
能
な
場
所
が
あ
る
）
の
六

歩
格
と
五
歩
格
の
二
行
連
句（distichon

）が
繰
り
返
さ
れ
る
エ
レ
ゲ
イ
ア
。

五
歩
格
の
第
三
詩
脚
に
休
止
（caesura

）
が
あ
る
。
原
詩
に
は
標
題
は
な

し
。
ル
キ
ア
ノ
スLū kiā nos

（
一
二
○
年
頃 

―
一
八
○
年
以
降
歿
）は
ユ
ー

フ
ラ
テ
ス
川
上
流
、
西
岸
の
町
サ
モ
サ
タSam

osata

（
現
ト
ル
コ
共
和
国

の
サ
ム
サ
トSam

sat

）出
身
の
散
文
作
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。
呉
茂
一（
一

八
九
七 

―
一
九
七
七
年
）
の 『
花
冠

―
呉
茂
一
譯
詩
集
』 （
紀
伊
國
屋
書

店
、
一
九
七
三
年
四
月
）、
六
○
頁
の
訳
は
以
下
の
通
り
。

 
 

こ
の
僕
、
五
つ
に
な
つ
て
心
に
何
の

 
 

　
　
　

わ
づ
ら
ひ
も
知
ら
ぬ
子
供
の

 
 

カ
ル
リ
マ
コ
ス
を　

情つ
れ

も
な
い
冥
府
の
王
が

 
 

　
　
　

連
れ
て
つ
て
し
ま
つ
た
の
。

 
 

で
も
僕
の
た
め
泣
い
て
く
れ
な
く
て
も

 
 

　
　
　

い
い
の
さ
、
世
の
中
に
少
し
か

 
 

居
な
か
つ
た
か
は
り
、
世
間
の
惡
さ
も

 
 

　
　
　

す
こ
し
き
り
受
け
な
か
つ
た
も
の
。

（
49
） 

A
m

aranth and A
sphodel: Poem

s from
 the G

reek A
nthology, D

one 

into E
nglish V

erse by A
. J. B

utler, O
xford: B

asil B
lackw

ell, 1922, 

p. 243. 

弱
強
五
歩
格
。
本
書
は
竹
友
文
庫
蔵
。

（
50
） 

『
希
臘
詞 

抄
』 

二
七 

―
二
八
頁
。『
法
苑
林
』 

二
六
九 

―
七
○
頁
で
は
、

「
プ
ラ
ト
オ
ン
」 

↓ 「
プ
ラ
ト
ー
ン
」、「
ニ
ュ
ン
フ
ェ
」 

↓ 「
ニ
ュ
ム
ペ
ー
」 

と
す
る
。

（
51
） 

『
源
氏
物
語
』 

桐
壺 「
常
に
参
ら
ま
ほ
し
く
、
な
づ
さ
ひ
見
た
て
ま
つ
ら

ば
や
と
お
ぼ
え
た
ま
ふ
」 （
阿
部
秋
生
・
秋
山
虔
・
今
井
源
衛
・
鈴
木
日
出

男
校
注
・
訳 『
源
氏
物
語
』 

①
、
四
三
頁
）。

（
52
） 

『
古
事
記
』 

上
巻
・
大
国
主
神 「
栲た
く

綱づ
の

の　

白
き
腕
た
だ
む
き
　

沫あ
わ

雪ゆ
き

の　

若わ
か

や
る

胸
を
」 （
山
口
佳
紀
・
神
野
志
隆
光
校
注
・
訳
、
八
七 

―
八
八
頁
）。

（
53
） 

『
希
臘
詞 

抄
』 

一
九
頁
、『
法
苑
林
』
二
六
一
頁

（
54
） 

T
he G

reek A
nthology, w

ith an E
nglish T

ranslation by W
. R

. Paton, 

V
ol. 3, pp. 442–43; F

urther G
reek E

pigram
s, E

dited by D
. L

. Page, 

C
am

bridge: C
am

bridge U
niversity Press, 1981, pp. 174–75. 

以
下
は
前

者
に
よ
る
原
文
。

		


Σιγάτω
 λάσιον Δρυάδω

ν λέπας, οἵ τ᾿ ἀπὸ πέτρας
		



　κρουνοί, καὶ βληχὴ πουλυμιγὴς τοκάδω
ν,

		


αὐτὸς ἐπεὶ σύριγγι μελίζεται εὐκελάδῳ
 Π

άν,
		



　ὑγρὸν ἱεὶς ζευκτῶ
ν χεῖλος ὑπὲρ καλάμω

ν·
		


αἱ δὲ πέριξ θαλεροῖσι χορὸν ποσὶν ἐστήσαντο

		


　Ὑ
δριάδες Ν

ύμφαι, Ν
ύμφαι Ἁ

μαδρυάδες.

 

直
訳
は 「
ド
リ
ュ
ア
ス（
樹
木
の
精
）た
ち
の
緑
豊
か
な
巌
や
、
岩
蔭
か
ら

湧
き
出
す
／
泉
、
そ
れ
に
仔
を
産
ん
だ
ば
か
り
の
雌
羊
の
混
乱
し
た
鳴
き

声
は
沈
黙
す
る
が
い
い
。
／
な
ぜ
な
ら
牧
神（
パ
ー
ン
）自
ら
が
、
連
ね
た

葦
の
上
に
そ
の
柔
ら
か
な
唇
を
滑
ら
せ
て
／
甘
美
な
シ
ュ
リ
ン
ク
ス
（
葦

笛
）
を
奏
で
、
／
周
囲
で
は
、
ヒ
ュ
ド
リ
ア
ス（
水
の
精
）
の
ニ
ン
フ
と
ハ

マ
ド
リ
ュ
ア
ス
（
樹
木
の
精
）
の
ニ
ン
フ
た
ち
が
／
軽
や
か
な
足
取
り
で

踊
り
を
披
露
し
て
い
る
か
ら
だ
」。

　
　

 

ペ
イ
ジ
校
訂
版
で
は
三
行
目
の “μελίζεται”

を“μελίσδεται”

と
し
、

六
行
目
は “Ὑ

δριάδες, ” “Ἁ
μαδρυάδες” 

の
冒
頭
を
小
文
字
表
記
に
す
る

（
固
有
名
詞
と
は
取
ら
な
い
）
な
ど
の
異
同
が
あ
る
。

　
　

 

詩
型
は
前
出
作
品
と
同
様
の
エ
レ
ゲ
イ
ア
で
、
三
行
目
の“μελίζεται 

εὐκελάδῳ
”

の
部
分
は“αι εὐ”

と
母
音
接
続
（hiatus

）
が
生
じ
る
た
め
、

“αι”

は
韻
律
上
短
母
音
化
（correptio

）
さ
れ
る
。

（
55
） 

A
m

aranth and A
sphodel: Poem

s from
 the G

reek A
nthology, pp. 

190–91. 

訳
詩
は
弱
強
五
歩
格
。原
詩
三
行
目 “μελίζεται” 

は “μελίσδεται” 
の
形
で
提
示
す
る
。

（
56
） 

こ
の
訳
詩
集
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
詳
し
い
紹
介
が
あ
り
、
呉
茂
一
訳

と
の
比
較
対
照
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。
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・ 

富
士
川
英
郎 「
竹
友
藻
風 『
希
臘
詞
花
抄
』―
訳
詩
も
の
が
た
り
（八）
」 

『
海
』 

第
十
四
巻
八
号
、 

一
九
八
二
年
八
月
、 

一
四
二 

―
四
七
頁
。
の
ち
、

同 『
黑
い
風
琴

―
譯
詩
も
の
が
た
り
』 

小
澤
書
店
、 

一
九
八
四
年
四

月
、 

一
四
三 

―
五
七
頁
。

（
57
） 
「R

ubaiyat of O
m

ar K
hayyam

 『
ル
ベ
ェ
ア
ツ
ト
評
釋
』」 『
英
語
の
日

本
』 
第
九
卷
十
九
號
、
一
九
一
六
年
十
月
十
五
日
、
五
七
八
頁
。
第
二
回
、

二
十
號（
十
一
月
一
日
）、
六
一
二
頁
。
第
三
回
、
二
十
一
號（
十
一
月
十

五
日
）、
六
四
三
頁
。
第
四
回
、
二
十
二
號（
十
二
月
一
日
）、
六
七
四
頁
。

第
五
回
、
第
十
卷
二
號
（
一
九
一
七
年
一
月
十
五
日
）、
四
四
頁
。
第
六

回
、
四
號
（
二
月
十
五
日
）、
一
○
六 

―
○
七
頁
。
第
七
回
、
五
號
（
三
月

一
日
）、
一
四
三
頁
。
第
八
回
、
八
號
（
四
月
十
五
日
）、
二
二
七
頁
。
第

九
回
、
十
號（
五
月
十
五
日
）、
二
八
八
頁
。
第
十
回
、
十
一
號（
六
月
一

日
）、
三
二
六
頁
。
第
十
一
回
、
十
二
號
（
六
月
十
五
日
）、
三
五
六
頁
。

第
十
二
回
、
第
十
一
卷
二
號（
七
月
十
五
日
）、
三
八
頁
。
第
十
三
回
、
三

號
（
八
月
一
日
）、
七
一
頁
。
第
十
四
回
、
四
號
（
八
月
十
五
日
）、一
○
一

頁
。
第
十
五
回
、
七
號
（
十
月
一
日
）、
一
七
八
頁
。

（
58
） 

大
正
二
年
九
月
九
月
三
十
日
調 『
神
戶
高
等
商
業
學
校
一
覽
』 （
一
九
一

三
年
十
月
）
九
二
頁
で
は
、
担
当
は 「
英
語
」 

で
学
位
は 「
バ
チ
エ
ラ
ー
、

オ
フ
、
ア
ー
ツ（
オ
ベ
リ
ン
大
學
）／
マ
ス
タ
ー
、
オ
フ
、
ア
ー
ツ（
ハ
ー

ヴ
ア
ー
ド
大
學
）」 

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
昭
和
三
年
四
月
調
の 『
神

戶
高
等
商
業
學
校
一
覽
』 （
一
九
二
八
年
五
月
）
ま
で
に
、「
修
身
」 「
硏
究

指
導
（
商
工
心
理
）」 

な
ど
の
担
当
が
順
次
加
わ
っ
た
。
一
九
一
二
年
四
月

創
設
の
關
西
學
院
高
等
學
部
商
科
で
も
当
初
か
ら
講
師
と
し
て
英
語
を
担

当
し
て
い
る
。『
開
校
四
十
年
記
念　

関
西
學
院
史
』 

関
西
學
院
史
編
纂
委

員
編
、
一
九
二
九
年
九
月
、
九
○ 

―
九
一
頁
。『
関
西
学
院
百
年
史
一
八

八
九 

―
一
九
八
九
』 

資
料
編
1
、
関
西
学
院
、
一
九
九
四
年
三
月
、
一
二
八

頁
。

（
59
） 

記
号
類
で
は
ダ
ッ
シ
ュ
、
ハ
イ
フ
ン
、
カ
ン
マ
、
セ
ミ
コ
ロ
ン
、
感
嘆

符
、
二
重
引
用
符
、
ア
ポ
ス
ト
ロ
フ
ィ
な
ど
が
正
確
に
再
現
さ
れ
ず
、
揚

音
符
（á, í, ú

の
類
の
鋭
ア
ク
セ
ン
ト
記
号
）
は
第
51
歌
の “M

á to M
áhi ” 

以
外
す
べ
て
省
略
さ
れ
て
い
る
。
表
記
上
も
斜
体
や
小
頭
文
字
は
ま
っ
た

く
無
視
さ
れ
、
単
語
冒
頭
の
大
文
字
も
小
文
字
で
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る

箇
所
が
見
ら
れ
る
。

（
60
） 

第
4
歌
四
行
目 “forth ” 

↑ “out, ” 

第
10
歌
二
行
目 “fluster ” 

↑ “blus-
ter, ” 

第
18
歌
二
行
目 “Iam

shyd ” 

↑ “Jam
shyd, ” 

第
26
歌
四
行
目 

“M
oths ” 

↑ “M
ouths, ” 

第
48
歌
三
行
目 “reached ” 

↑ “reach ’d, ” 

第
50

歌
二
行
目 “A

liff ” 

↑ “A
lif, ”

第
51
歌
四
行
目 “T

he ” 

↑ “T
hey, ” 

第
53
歌

二
行
目 “H

eavn ’s ” 

↑ “H
eav ’n ’s. ”

（
61
） 

連
載
第
四
回
の
本
文
で
は
、“Sultán, ” “M

ahm
úd ” 

の
揚
音
符
は
脱
落

し
て
い
る
。

（
62
） 

H
eron-A

llen 1899, pp. 22–25.

（
63
） 

「
大
正
日
本
」 

二
○
頁
注
（
23
）。
注
釈
者
の
小
川
自
身
は
、
連
載
第
十

五
回
の
第
60
歌
へ
の 「
註
」 

に
お
い
て 「M

ahm
ud

は
ペ
ル
シ
ヤ
の
王
に
て

印
度
の
黑
人
之
を
征
服
せ
る
人
な
り
」 

と
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
注
に

基
づ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

（
64
） 

い
く
つ
か
例
を
示
す
。

 

・ 

第
2
歌
・
第
3
歌 「
覇
（
マ
マ
）宿
」 「
羈
宿
」 Tavern 

↓ 「
酒
屋
」 （
第
58
歌
で
は 

「
酒
舗
」 

と
訳
す
）。

 

・ 

第
15
歌 「
薔
薇
の
如
き
紅
き
土
」 aureate E

arth 

↓ 「
金
色
の
土
」。

 

・ 

第
17
歌 「
柱
」 Portals 

↓ 「
扉
」。

（
65
） 

以
下
は
そ
の
例
で
あ
る
。

 

・ 

第
31
歌
の 「
註
」 

で 「
サ
タ
ー
ン
の
神
即
ち
農
業
殖
產
の
神
」 

と
す
る
の

は
、
一
神
教
の
体
系
下
で
は
不
適
切
。

 

・ 

第
32
歌
の
後
半 「
暫
時
が
間
人
互
に
汝
と
呼
び
吾
れ
と
答
ふ
／
而
か
も

し
ば
ら
く
に
し
て
吾
れ
も
汝
も
存
す
る
な
し
」 Som

e little talk aw
hile 

of M
E and T

H
E

E / T
here w

as 

― and then no m
ore of T

H
E

E and M
E

（
連
載
第
八
回
の
本
文
で
は
小
頭
文
字
は
す
べ
て
小
文
字
に
変
更
）
で

は
、「
汝
」 

と 「
吾
れ
」 

は
人
間
相
互
の
区
別
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
絶
対
者（
神
）
と
被
造
物（
人
間
）
と
を
指
す
と
考
え
る
の
が
一
般

的
。
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
注
に
も “M

E- A
N

D-T
H

E
E: som

e dividual 
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E
xistence or Personality distinct from

 the W
hole ” 

と
あ
る
。D

ecker, 

p. 112.

 

・ 

第
42
歌
後
半 「
少
く
も
汝
は
昨
日
あ
り
し
如
く
に
今
日
あ
る
事
と
／
又

明
日
も
今
日
以
下
に
成
り
く
だ
る
事
の
無
る
べ
き
を
思
へ
」 Think then 

you are T
O

-D
A

Y w
hat Y

E
ST

E
R

D
A

Y / Y
ou w

ere 

― T
O

-M
O

R
R

O
W

 you shall 

not be less

（
連
載
第
十
一
回
の
本
文
で
は
小
頭
文
字
は
す
べ
て
小
文
字

に
変
更
）。「
註
」 

で
は 「
尙
此
の
事
だ
け
は
樂
し
得
て
餘
り
あ
る
べ
し
卽

ち
吾
人
は
今
日
も
亦
昨
日
吾
人
が
あ
り
た
る
が
如
き
も
の
で
あ
り
且
つ

明
日
と
雖
今
日
以
下
の
者
と
成
り
下
る
事
の
な
か
る
べ
き
を
、（
中
略
）

以
上
の
決
心
を
以
て
猶
ほ
天
命
に
安
ん
じ
得
べ
き
筈
な
り
」 と
記
す
が
、

対
応
す
る
初
版
第
47
歌
で
は 「
汝
は
生
き
て
い
る
限
り
、
や
が
て
行
き
着

く
も
の

―
無

―
に
す
ぎ
ず
／
そ
れ
以
下
に
も
な
ら
ぬ
こ
と
を
思
う

が
い
い
」 Then fancy w

hile T
hou art, T

hou art but w
hat / T

hou shalt 

be 

― N
othing 

― T
hou shalt not be less

（D
ecker, p. 163

）
と
あ
っ

て
、
無
常
観
に
基
づ
く
諦
念
を
詠
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、「
天
命

に
安
ん
」 

ず
る
と
い
っ
た
発
想
と
は
や
や
異
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
66
） 

寿
岳
文
章 「
一
冊
の
書 （
1
）―
邦
訳
ル
バ
ー
イ
ー
ヤ
ー
ト
」 

五
頁
。

（
67
） 

『T
he L

ater N
ineteenth C

entury Poets （
英
詩
集
）』 Edited w

ith B
io-

graphical and E
xplanatory N

otes by T. K
uriyagaw

a and K
. Y

ano, 

大

阪
・
積
善
館
、
一
九
二
二
年
三
月
、pp. 124–36. 

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド

の
歌
番
号
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
全
体
を
五
部
に
分
け
て
い
る
。
選
ば

れ
て
い
る
の
は
次
の
通
り
、
全
百
一
歌
中
の
六
十
五
歌
。
第
I
部
＝
第
12

―
16
歌
。
第
II
部
＝
第
17
―
29
歌
。
第
III
部
＝
第
39
―
74
歌
。
第
IV
部
＝

第
91
―
99
歌
。
第
V
部
＝
第
100
―
101
歌
。

 
 

選
択
に
当
た
っ
て
は
、
ク
ウ
ィ
ラ
ー
＝
ク
ー
チA

rthur Q
uiller-C

ouch 

（
一
八
六
三 

―
一
九
四
四
年
） 

の 『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
版
英
詩
集
』 The 

O
xford B

ook of E
nglish Verse 1250–1900

（O
xford: T

he C
larendon 

Press, 1900, no. 698: From
 O

m
ar K

hayyám

）を
参
考
に
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
同
詩
集
所
載
の
歌
は
す
べ
て （
第
12
―
15
歌
、
第
17
―
24

歌
、
第
91
歌
、
第
100
―
101
歌
） 

選
ば
れ
、
部
の
分
け
方
に
も
対
応
が
見
ら

れ
る
。

　
　

 

本
稿
の 「
附
表
」 

に
示
す
通
り
、
第
四
版
と
第
五
版
で
異
同
の
あ
る
箇

所
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
第
五
版
、
一
部
で
第
四
版
の
本
文
に
従
っ

て
い
る
。

（
68
） 

「
大
正
日
本
」 

二
三
頁
注（
50
）。
ク
ラ
ー
ク
に
は
詳
細
な
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ

ラ
ル
ド
論
が
あ
る
。Eadw

ard C
larke, “E

dw
ard FitzG

erald, W
ith Special 

R
eference to “O

m
ar K

hayyam
”

（L
ecture D

elivered before the Tokyo 

L
iterary and M

usical Society

）, ” T
he Japan W

eekly M
ail, V

ol. L
IX

, 

N
o. 22, M

ay 31st, 1913, Supplem
ent, pp. I–V

II.

（
69
） 

「
明
治
日
本
」 

六
頁
。

（
70
） 

「
厨
川
白
村
」 『
近
代
文
学
研
究
叢
書
』 

第
二
十
二
巻
、
昭
和
女
子
大
学
、

一
九
六
四
年
十
二
月
、
二
九
三
頁
。

（
71
） 

矢
野
峰
人 「﹇
私
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
﹈
オ
ー
マ
ー
・
カ
イ
ヤ
ム
の
翻
訳
」 

『
日
本
古
書
通
信
』 

第
二
十
六
巻
二
号
、
一
九
六
一
年
二
月
、
二
頁
。
の

ち
、『
矢
野
峰
人
選
集
』 

1 （
エ
ッ
セ
イ
・
詩
・
訳
詩
）、
国
書
刊
行
会
、
二

○
○
七
年
六
月
、
三
六
七
頁
。

（
72
） 

「
矢
野
峰
人
年
譜
」 『
矢
野
峰
人
選
集
』 

3 （
英
文
学
）、
国
書
刊
行
会
、

二
○
○
七
年
十
一
月
、
六
八
一
頁
。

（
73
） 

前
注
（
10
）
参
照
。
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
第
19
歌
の
注
（p. 126

）

に
、
ホ
ワ
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
版
の
第
百
四
歌
の
訳
を（W

hinfield ’s version 

of O
m

ar, st. X
X

I

と
し
て
）
引
い
て
い
る
が
、
対
訳
版
と
は
歌
番
号
が
異

な
る
の
で
、
白
村
の
用
い
た
の
は
以
下
の
版
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

 

・ Q
uatrains of O

m
ar K

hayyám
, T

ranslated by E
. H

. W
hinfield, L

on-

don: K
egan Paul T

rench T
rubner &

 C
o. L

td., 1920.

 
 

本
書
は
英
訳
三
百
九
十
五
首
を “C

om
plaints, ” “Sceptical and R

ebel-

lious, ” “C
arpe D

iem
, ” “M

ystical and R
eligious, ” “L

ove Poem
s, ” “Sat-

ires, ” “D
idactic and G

nom
ic ” 

の
七
つ
の
主
題
に
分
け
て
排
列
し
て
い
る
。

（
74
） 

T
he Strophes of O

m
ar K

hayyám
, T

ranslated from
 the Persian by 

John L
eslie G

arner, w
ith an Introduction and N

otes, M
ilw

aukee: T
he 

C
orbitt &

 Skidm
ore C

o., 1888. 

一
八
九
八
年
に
第
二
版
がT

he Stanzas 

（
sic）



— 36 —

of O
m

ar K
hayyám

と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（
75
） 

前
注（
9
）に
既
出
。
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
第
15
歌
の
注（p. 125

）

に
、
同
書
一
五
八
頁
か
ら
引
用
し
て
い
る
。

（
76
） 
第
17
歌 “C

aravanserai ” 

に
対
す
る
李
白
（
七
○
一
―
六
二
年
）
の 「
春

夜
宴
桃
李
園
序
」、
第
20
歌 “this reviving H

erb ” 

に
対
す
る
白
居
易
（
七

七
二
―
八
四
六
年
）
の
諷
喩
詩 「
續
古
詩
十
首
」 

の
第
二
、
第
九
―
十
二

句
。

（
77
） 

第
47
歌 “the long w

hile ” 

↑ “the long, long w
hile, ” 

第
49
歌 “that 

the spangle ” 

↑ “that spangle, ” 

第
53
歌 “w

hen Y
ou shall ” 

↑ “Y
ou 

w
hen shall, ” 

第
54
歌 “W

aste not your H
our in the vain pursuit ” 

↑ 
“W

aste not your H
our, n or in the vain pursuit. ” 

そ
の
ほ
か
、
韻
律
の
関

係
で
綴
り
字
を
省
略
し
て
ア
ポ
ス
ト
ロ
フ
ィ
に
な
っ
て
い
る
箇
所
を
、
本

来
の
綴
り
字
に
戻
し
て
い
る
場
合
、
な
い
し
は
そ
の
逆
が
き
わ
め
て
多
い
。

例
え
ば
、
第
22
歌
一
行
目 “lov ’d ” 
↑ “loved, ” 

第
26
歌
一
行
目 “dis-

cussed ” 

↑ “discuss ’d, ” 

四
行
目 “scattered ” 

↑ “scatter ’d ” 

の
類
。

（
78
） 

第
13
歌
一
行
目
＝
セ
ミ
コ
ロ
ン
を
カ
ン
マ
に
変
更
し
て
表
記
。
第
25
歌

一 

―
三
行
目
＝
末
尾
の
カ
ン
マ
が
脱
落
、
二
行
目
＝“that ” 

の
直
後
に
余

計
な
カ
ン
マ
が
挿
入
さ
れ
る
。
第
40
歌
二
行
目
＝
末
尾
の
カ
ン
マ
が
脱
落
。

第
43
歌
一
行
目
＝“So ” 

の
直
後
に
余
計
な
カ
ン
マ
を
挿
入
。
三
行
目
＝

“A
nd ” 

の
直
後
の
カ
ン
マ
が
脱
落
。
第
47
歌
二
行
目
＝“O

h ” 
の
直
後
の
カ

ン
マ
が
脱
落
。
第
49
歌
二
行
目
＝
末
尾
の
感
嘆
符
が
脱
落
。
第
51
歌
二
行

目
＝
セ
ミ
コ
ロ
ン
が
脱
落
。
四
行
目
＝
セ
ミ
コ
ロ
ン
が
ピ
リ
オ
ド
に
変
化
。

第
57
歌
二
行
目
＝“reckoning ” 

の
直
後
の
疑
問
符
が
脱
落
。
第
58
歌
二
行

目
＝
末
尾
に
余
計
な
カ
ン
マ
を
追
加
。
第
59
歌
四
行
目
＝
コ
ロ
ン
が
ピ
リ

オ
ド
に
変
化
。
第
62
歌
二
行
目
、
第
64
歌
二
・
三
行
目
、
第
66
歌
一
行
目
、

第
67
歌
一
行
目
、
第
70
歌
一
行
目
＝
末
尾
の
カ
ン
マ
が
脱
落
。
第
73
歌
二

行
目
＝
コ
ロ
ン
が
感
嘆
符
に
変
化
。
第
93
歌
二
行
目
＝
コ
ロ
ン
が
セ
ミ
コ

ロ
ン
に
変
化
。
第
96
歌
三
行
目
＝
末
尾
の
カ
ン
マ
が
脱
落
。

（
79
） 

第
21
歌
一
行
目 “B

elovèd ” 

↑ “B
elovéd, ” 

第
25
歌
三
行
目 “M

uezzin ” 

↑ “M
uezzín, ” 

第
45
歌
二
・
三
行
目 “Sultan ” 

↑ “Sultán, ” 

第
46
歌
三
行

目 “Sáki ” 

↑ “Sákí, ” 

第
98
歌
一
行
目 “w

ingèd ” 

↑ “w
ingéd. ”

 
 

以
上
の
う
ち
、
第
21
歌
は 『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
版
英
詩
集
』 

の
誤
記

を
踏
襲
し
て
い
る
。

（
80
） 

第
42
歌
四
行
目 “T

O-M
O

R
R

O
W

” 

↑ “T
O- M

O
R

R
O

W
, ” 

第
48
歌
三
行
目 

“lo ” 

↑ “L
o, ” 

第
49
歌
二
行
目 “T

H
E S

E
C

R
E

T ” 

↑ “
T

H
E SE

C
R

E
T, ” 

第
70
歌

四
行
目 “H

E know
s ̶

 H
E know

s ” 

↑ “
H

E know
s ̶

 H
E

 know
s, ” 

第
96

歌
二
行
目 “M

anuscript ” 

↑ “m
anuscript. ” 

そ
の
ほ
か
、
余
計
な
空
白
を

入
れ
て
い
る
例
と
し
て
、
第
45
歌
一
行
目 “’T

 is ” 

↑“’T
is, ” 

第
57
歌
三

行
目 “’T

 w
as ” 

↑ “’Tw
as, ” 

第
58
歌 “’t w

as ” 

↑ “’tw
as. ”

（
81
） 

新
村
出 「
厨
川
博
士
の
追
憶
よ
り
鐮
倉
懷
古
へ
（
オ
ー
マ
ル
・
カ
イ
ヤ

ム
の
四
行
詩
篇
の
事
な
ど
）」、
同 『
典
籍
叢
談
』 

岡
書
院
、
一
九
二
五
年
九

月
、
一
二
○ 

―
二
一
頁
。
初
出
は 「
追
憶
よ
り
懷
古
へ
」 『
藝
文
』 

第
十
四

年
十
一
號
、 

一
九
二
三
年
十
一
月
、
三
九 

―
四
○
頁（「
學
生
某
君
」 

↓ 「
學

生
の
某
君
」 

と
す
る
）。
の
ち
、『
新
村
出
全
集
』 

第
八
巻
（
書
誌
典
籍
篇

I
）、
筑
摩
書
房
、 

一
九
七
二
年
一
月
、
八
○ 

―
八
一
頁
。
漢
字
は
新
字
体

を
使
用
し
、 「
四ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト

行
詩
篇
」 

は 「『
四
行
詩
篇
』」 

と
表
記
。

（
82
） 

文
部
省
文
化
庁
監
修 『
重
要
文
化
財
』 

23（
書
跡
・
典
籍
・
古
文
書
VI
）、

毎
日
新
聞
社
、 

一
九
七
七
年
九
月
、
五
八
頁 「
83 

南
番
文
字
」。
文
化
庁
監

修 『
国
宝
・
重
要
文
化
財
大
全
』 

8
（
書
跡
・
下
巻
）、
毎
日
新
聞
社
、
一

九
九
九
年
十
二
月
、
六
○
九
頁 「
113 

南
番
文
字
」、
同
別
巻（
所
有
者
別
総

合
目
録
・
名
称
総
索
引
・
統
計
資
料
）、
二
○
○
○
年
七
月
、
一
九
五
頁
。

山
田
長
左
衞
門
・
山
田
永
年
を
経
て
、
山
田
光
子
蔵
。

（
83
） 

羽
田
の
経
歴
や
業
績
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
以
下
に
詳
し
い
。

 

・ 

間
野
英
二 「﹇
東
洋
学
の
系
譜　

11
﹈
羽
田
亨
」 『
月
刊
し
に
か
』 

第
二
巻

二
号
、 

一
九
九
一
年
二
月
、 

一
○
○ 

―
○
五
頁
。
の
ち
、
江
上
波
夫
編

『
東
洋
学
の
系
譜
』
大
修
館
書
店
、 

一
九
九
二
年
十
一
月
、
二
二
五 

―
三

六
頁
。

 

・ 
羽
田
正 「
羽
田
亨
」、
今
谷
明
・
大
濱
徹
也
・
尾
形
勇
・
樺
山
紘
一
編

『
20
世
紀
の
歴
史
家
た
ち
（
2
）』
日
本
編
・
下
、
刀
水
書
房
、 

一
九
九

九
年
十
一
月
、 

一
五
一 

―
六
二
頁
。

ル
・
バ
イ
ヤ
ツ
ト
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（
84
） 

羽
田
亨 「
日
本
に
傳
は
れ
る
波
斯
文
に
就
て
」 『
史　

學

硏
究
會
講
演
集
』 

第
三
册
、

冨
山
房
、 

一
九
一
○
年
九
月
、 

一
四
九 

―
六
六
頁
。
改
訂
版
は
、「
日
本
に

傳
は
れ
る
波
斯
文
に
就
て
」 『
羽
田
博
士
史
學
論
文
集
』 

下
卷
（
言
語
・
宗

敎
篇
）、
東
洋
史
硏
究
會
、 

一
九
五
八
年
十
一
月
、
二
○
六 

―
一
四
頁
。
新

村
は
慶
政
上
人
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
、
羽
田
の 「
京
都
の
學
界
に
於

け
る
處
女
講
演
」 

で
あ
る
こ
の
講
演
会
に
も
出
席
し
た
。
そ
れ
か
ら
四
十

四
年
後
の
一
九
五
三
年
三
月
七
日
、
京
都
國
立
博
物
館
で
羽
田
が
再
び 「
慶

政
上
人
と
南
蠻
文
字
」 

と
題
す
る 「
ほ
と
ん
ど
最
後
の
講
演
」 

を
行
な
っ
た

と
き
に
も
新
村
は
聴
講
に
訪
れ
た
と
い
う
。
神
田
喜
一
郞 「
羽
田
先
生
の

想
ひ
出
」、
同 『
敦
煌
學
五
十
年
』 

二
玄
社
、 

一
九
六
○
年
五
月
、 

一
五
一 

―

五
六
頁
。
の
ち 『
神
田
喜
一
郞
全
集
』 

第
九
卷（
墨
林
閒
話
・
敦
煌
學
五
十

年
）、
同
朋
舍
出
版
、 

一
九
八
四
年
十
月
、
四
二
三 

―
二
九
頁
。

（
85
） 

John R
ichardson, A

 D
ictionary, Persian, A

rabic, and E
nglish; To 

W
hich is P

refixed a D
issertation on the L

anguages, L
iterature, and 

M
anners of E

astern N
ations, O

xford: T
he C

larendon Press, 1777.

（
86
） 

羽
田
亨 「
南
番
文
字
文
書
解
說
」 

神
田
喜
一
郞 『
敦
煌
學
五
十
年
』 

一
五

四 

―
五
五
頁
の
あ
い
だ
の
別
刷
図
版 （『
神
田
喜
一
郞
全
集
』 

第
九
卷
、
四

二
六
頁
）。
手
書
き
文
字
な
の
で
字
体
は
一
定
し
な
い
が
、
便
宜
上
旧
字

体
に
統
一
し
た
。

（
87
） 

以
下
に
代
表
的
な
論
考
を
挙
げ
る
。

 

・ Paul Pelliot, avec des notes de M
M

. C
h. H

uart et D
enison R

oss, 

“L
es plus anciens m

onum
ents de l ’écriture arabe en C

hine, ” Journal 

A
siatique, juillet-août 1913, pp. 177–91.

 

・ 

前
嶋
信
次 「
泉
州
の
波
斯
人
と
蒲
壽
庚
」 『
史
學
』 

第
二
十
五
卷
三
號
、

一
九
五
二
年
三
月
、 

一 

―
六
六
頁
。
の
ち
、
同 『
東
西
文
化
交
流
の
諸

相
』 

同
刊
行
会
、 

一
九
七
一
年
三
月
、
三
五
○ 

―
四
○
二
頁
。

 

・ 

荻
野
三
七
彦 「﹇
研
究
ノ
ー
ト
﹈ 「
波
斯
文
」 

文
書
と
勝
月
坊
慶
政
」 『
古
文

書
研
究
』 

第
二
十
一
号
、
一
九
八
三
年
六
月
、
五
三 

―
五
九
頁
。

 

・ 

足
利
惇
氏 「
西
ア
ジ
ア
文
明
と
日
本
文
明
と
の
関
係
」、
伊
藤
義
教
・
井

本
英
一
編 『
足
利
惇
氏
著
作
集
』 

第
一
巻
（
イ
ラ
ン
学
）、
東
海
大
学
出

版
会
、 

一
九
八
八
年
二
月
、
六
○
七 

―
三
○
頁
。
一
九
七
六
年
、
コ
ペ

ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
に
お
け
る
講
演
録
。
六
三
○
頁
に
、「
ペ
ル
シ
ア
語
詩

の
読
解
は
井
本
英
一
の
協
力
に
よ
り
旧
稿
を
大
き
く
一
新
す
る
こ
と
が

で
き
た
」 

と
伊
藤
義
教
に
よ
り
付
記
さ
れ
て
い
る
。

（
88
） 

E
m

iko O
kada, “B

eyt-ī  az V
ī s va R

ā m
ī n dar sanad-ī  Z

hā ponī , ”  
Ā

yande, V
ol. 15, 1989, pp. 7–11; E

adem
, “Sokhan-ī  dī gar dar bā z she-

nā sī -ye beyt-ī  az V
ī s va R

ā m
ī n: D

ar kohantarī n neveshte-ye fā rsī -ye 
bā zm

ā nde dar zhā pon, ”  M
ajalle-ye Ī rā n-shenā sī, V

ol. 1, N
o. 1, Spring 

1989, pp. 70–75. 

筆
者
よ
り
こ
れ
ら
の
抜
き
刷
り
の
恵
投
に
与
っ
た
こ
と

を
感
謝
と
と
も
記
し
て
お
き
た
い
。

（
89
） 

T
suneo K

uroyanagi, “E
‘teqā d-e Ferdow

sī  be sar-neveshte dar Shā h-
nā m

e, ” Rā hnam
ā -ye K

etā b, V
ol. 20, N

os. 8–10, 1977/78, pp. 570–80; 

黒
柳
恒
男 「
わ
が
国
に
伝
わ
る
ペ
ル
シ
ア
詩
に
つ
い
て
」 『
蒲
生
禮
一
先
生

記
念
論
集
』 

東
京
外
国
語
大
学
・
蒲
生
禮
一
先
生
十
回
忌
記
念
刊
行
会
、

一
九
八
七
年
七
月
、
二
一
二 

―
二
三
頁
。

（
90
） 

Fakhr al-D
ī n A

s ‘ad G
urgā nī , Vī s va Rā m

ī n, ed. M
oḥ am

m
ad R

ow
-

shan, Tehran: Ṣ odā -ye M
o ‘āṣ er, 2010, p. 270: 81. N

ā m
e-ye panjom

 

andar jafā  bordan az dū st, l. 16; 

岡
田
恵
美
子
訳 『
ヴ
ィ
ー
ス
と
ラ
ー
ミ
ー

ン

―
ペ
ル
シ
ア
の
恋
の
物
語
』 

平
凡
社
、
一
九
九
○
年
四
月
、
三
九
五

頁 「
77 

愛
の
手
紙

―
そ
の
五
」 （
岡
田
訳
は
底
本
が
別
な
の
で
、
章
番
号

と
章
題
も
異
な
っ
て
い
る
）。「
喜
び
の
世
」 jahā n-ē  khorram

ī  

↓ 「
麗
し
の

春
」 bahā r-ē  nī kvī , 「
天
」 falak 

↓ 「
世
」 jahā n

と
、
慶
政
文
書
と
の
あ
い

だ
に
は
異
同
が
あ
る
。
韻
律
はH

azaj-e M
osaddas-e M

aḥ dhū f.

（
91
） 

Firdaw
sī , Shā h-nā m

a, ed. E
. E

. B
ertels et al., 9 vols., M

oskva: 

Izdatel ’stvo V
ostochn oj L

iteratury, 1960–71, V
ol. 6, p. 298, l. 1294. 

た
だ
し 「
人
に
は
」 be-m

ardom
 

↓ 「
世
界
に
は
」 be-gī tī

と
異
同
が
あ
る
。

韻
律
はM

otaqā reb-e M
otham

m
an-e M

aḥ dhū f.

（
92
） 
『
羽
田
博
士
史
學
論
文
集
』 

所
収
の
改
訂
版
の
訓
み
に
従
い
、
現
代
音
に

よ
る
ロ
ー
マ
字
転
写
を
付
し
た
。
四
十
八
年
前
の 『
史　

學

硏
究
會
講
演
集
』 

初
出
で

は
、
第
一
行
を “gar dar ajal-am

 m
osām

eḥat khāhad būd”

（
も
し
わ
が
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寿
命
に
寛
大
さ
が
あ
る
な
ら
ば
）、
第
三
行
を “lākin khelāf ﹇gar

﹈ gardad-
īn ﹇charkh-e

﹈ kabū
d ” （

も
し
こ
の
青
い
空
が
敵
対
者
と
な
る
の
な
ら
）と

解
読
し
て
い
る
（﹇　

﹈
内
は
羽
田
に
よ
る
補
い
）
が
、
こ
の
訓
み
で
は
第

三
行
は
韻
律
に
合
わ
な
い
。
山
田
永
年
に
与
え
た 「
南
番
文
字
文
書
解
說
」 

の
和
訳
は
、
む
し
ろ
改
訂
版
の
訓
み
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
な

お
、
足
利
惇
氏
前
掲
論
文
、
六
三
○
頁
も
ほ
ぼ
こ
の
通
り
読
み
解
い
て
い

る
。

（
93
） 

黒
柳
恒
男 「
わ
が
国
に
伝
わ
る
ペ
ル
シ
ア
詩
に
つ
い
て
」 

二
二
二
頁
。

（
94
） 

黒
柳
は
論
考
執
筆
時
に 「
講
演
集
を
未
だ
見
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
」 

（
二
一
三
頁
）と
記
し
て
い
る
の
で
、
自
ら
の
提
案
が
羽
田
の
最
初
の
訓
み

と
同
一
で
あ
る
こ
と
は
知
り
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

（
95
） 

E
m

ko O
kada, “Sokhan-ī  dī gar, ” p. 73, n. 5.

（
96
） 

古
文
書
学
の
荻
野
三
七
彦（
一
九
○
四 

―
九
二
年
）
が
前
注（
87
）
の
論

考
中
で
、
ハ
イ
ヤ
ー
ム
の 「
詩
を
比
較
検
討
し
て
み
て
、「
波
斯
文
」 

の
四

行
詩
と
は
思
想
の
矛
盾
は
見
ら
れ
な
い
」、「
こ
れ
を
こ
の
ま
ま
に
、
オ
マ

ル
・
ハ
イ
ヤ
ー
ム
の 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 
の
中
に
挿
入
し
て
み
て
も
彼
の

作
詩
と
認
め
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
」 （
五
六
頁
）
と
述
べ
た
の
に
対
し
、
黒

柳
恒
男
が
こ
れ
を 「
き
わ
め
て
大
胆
な
提
言
」 （
二
二
三
頁
）
と
し
て
専
門

の
立
場
か
ら
批
判
し
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

（
97
） 

新
村
出 「
波
斯
詩
を
誦
し
て
堀
井
君
を
偲
ぶ
」 『
社
會
及
國
家
』 
第
二
百

七
十
二
號
（
堀
井
梁
步
氏
追
悼
）、 

一
九
三
八
年
十
二
月
、
九 
―
一
一
頁
。

の
ち 「
波
斯
詩
を
誦
し
て
堀
井
梁
步
君
を
偲
ぶ
」 

と
改
題
し
て
、
同 『
ち
ぎ

れ
雲
』 

甲
鳥
書
林
、 

一
九
四
二
年
九
月
、 

一
一
七 

―
二
一
頁
。『
新
村
出
全

集
』 

第
十
二
巻
（
随
筆
篇
II
）、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
三
年
三
月
、
二
○

六 

―
○
八
頁
。
堀
井
梁
步 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト

―
異
本
留
盃
邪
土
』 

南
北

書
園
、
一
九
四
七
年
五
月
、
一
二
五 

―
三
一
頁
。

　
　

 

『
典
籍
叢
談
』 

所
収
の
追
悼
文
を
読
ん
だ
堀
井
は
、
面
識
の
な
か
っ
た
新

村
に 「
そ
の
文
獻
の
考
證
の
本
文
を
見
た
い
と
い
ふ
希

を
間
接
に
申
入

れ
」、
新
村
は 「
羽
田
博
士
の
論
文
の
出
て
ゐ
る
史
學
硏
究
會
講
演
集
第
三

册
な
ど
を
指
示
し
て
其
便
に
供
し
た
と
共
に
、
同
博
士
に
乞
ふ
て
原
本
直

寫
の
寫
眞
の
コ
ピ
ー
を
尋
ね
な
ど
し
て
其
の
複
製
を
試
み
る
承
諾
を
も
得

た
」 

と
い
う
。
そ
れ
ら
の
資
料
を
検
討
し
た
成
果
が
、
以
下
の
論
考
に
記

さ
れ
て
い
る
。

 

・ 

堀
井
金
太
郞 「
日
本
に

於
け
る 「
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト
」 

の
書
誌
」 『
讀
書
』 

第
一
卷
第
三

號
、
朝
鮮
讀
書
聯
盟
、 

一
九
三
七
年
五
月
、 

一
二 

―
一
五
頁
。
の
ち
、
堀

井
梁
步 「
日
本
に
於
け
る
『
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト
』
の
書
誌
」
と
し
て
、
同 

『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト

―
異
本
留
盃
邪
土
』 

一
○
五 

―
二
○
頁
。
た
だ
し
細

部
に
異
同
あ
り
（
以
下
の
引
用
は
初
出
に
よ
り
、
丸
括
弧
内
は
引
用
者

の
補
足
を
示
す
）。

　
　

こ
こ
に
堀
井
は 「
南
番
文
字
」 

の
写
真
版
を
挿
入
し
、「
新
村
博
士
の
慫
慿
（
マ
マ
）に

よ
り
厨
川
白
村
博
士
が
一
通
り
し
ら
べ
ら
れ
た
結
果
、
ど
う
も
オ
マ
ー
ル

カ
イ
ヤ
ム
の
も
の
で
は
な
い
よ

（
マ
マ
）う
だ
と
い
は
れ
た
さ
う
で
す
。
そ
れ
な
ら

ば
私
も
一
つ
鑑
定
し
て
貰
は
う
と
早
速
波
斯
語
の
權
威
城
大
（
京
城
帝
國

大
學
）の
松
本（
重
彥
）敎
授
に
持
つ
て
行
つ
て
讀
ん
で
貰
ひ
ま
し
た
。
所

が
何
分
八
百
年
も
經
つ
て
ゐ
る
古
文
書
で
摺
れ
た
り
な
ん
か
し
て
る
と
見

え
點
の
所
在
が
ハ
ツ
キ
リ
し
な
い
の
で
判
然
と
は
よ
め
な
い
と
い
ふ
お
話

で
し
た
。
が
言
葉
に
洒
落
の
あ
る
所
を
見
る
と
オ
マ
ー
ル
よ
り
も
寧
ろ
ハ

フ
イ
ズ
（
ハ
ー
フ
ィ
ズḤ

āfiẓ

）
に
近
い
と
も
い
は
れ
ま
し
た
」 

と
記
す
。

　
　

 

松
本
重し
げ

彥は
る（
一
八
八
七 

―
一
九
六
九
年
）
は
東
京
帝
國
大
學
文
科
大
學

史
學
科
（
國
史
學
專
攻
）
卒
業
、
一
九
二
二
年
八
月
に
大
阪
外
國
語
專
門

學
校
（
の
ち
の
大
阪
外
国
語
大
学
）
敎
授
と
な
り
、
同
年
九
月
よ
り
一
九

二
四
年
十
二
月
ま
で
ベ
ル
リ
ン
へ
留
学
、
ア
ラ
ビ
ア
語
を
学
ぶ
。
帰
国
後

の
一
九
二
五
年
四
月
同
校
で
ア
ラ
ビ
ア
語
を
担
当
。
一
九
二
九
年
七
月
に

京
城
帝
國
大
學
法
文
學
部
敎
授
。
松
本
は
ペ
ル
シ
ア
語
を
専
門
と
し
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
堀
井
が
彼
に
鑑
定
を
依
頼
し
た
の
は
い
さ
さ
か

的
外
れ
で
あ
っ
た
ろ
う
。
松
本
の
履
歴
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
し
た
。

 
・ 「
松
本
重
彥
先
生
略
年
譜
」 『
中
央
大
學
文
學
部
紀
要
』 

第
九
号（
史
学
科

第
三
号
：
松
本
・
鳥
山
両
先
生
古
稀
記
念
特
集
号
）、 

一
九
五
七
年
九

月
、 
一
七
七
頁
。

 

・ 

前
嶋
信
次 「
イ
ス
ラ
ム
研
究
ブ
ー
ム
こ
と
は
じ
め

―
先
次
大
戦
末
ま
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で
の
思
い
出
」 『
日
本
と
ア
ラ
ブ

―
思
い
出
の
記
』 

再
版
・
合
冊
版
、

日
本
ア
ラ
ブ
関
係
国
際
共
同
研
究
国
内
委
員
会
事
務
局
／「
日
本
・
中

東
イ
ス
ラ
ー
ム
関
係
の
再
構
築
」
研
究
会
、
二
○
○
二
年
八
月
、
三 

―

四
頁
。

 
・ O

sam
u Ikeda, “A

rabic Teaching in Japan, ” A
rab-Japanese R

ela-

tions: Tokyo Sym
posium

, Japan N
ational C

om
m

ittee for the Study 

of A
rab Japanese R

elations L
iaison O

ffice, 1980, pp. 76–77.

　
　
「
重
彥
」
の
訓
み
は
、
直
接
面
識
の
あ
っ
た
前
嶋
の
回
想
に
従
っ
て
「
し

げ
は
る
」
と
し
て
お
く
。

　
　

 

堀
井
は
自
ら
の
翻
訳 『
波
斯
古
詩

留
盃
邪
土
』 

を
臺
灣
の
矢
野
峰
人
に
寄
贈
し

た
こ
と
が
機
縁
と
な
っ
て
、
有
名
な 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

蒐
集
家
の
ポ
ッ

タ
ー A

m
brose G

eorge Potter
（
一
八
六
五 

―
一
九
五
二
年
）と
文
通
す
る

よ
う
に
な
り
、
こ
の 「
南
番
文
字
」 
の
写
真
版
入
り
の
論
考
を
彼
に
も
送

付
し
た
ら
し
い
。（
お
そ
ら
く
一
九
三
七
年
）六
月
二
十
二
日
付
け
の
ポ
ッ

タ
ー
返
信
の
相
場
信
太
郞
に
よ
る
邦
訳
が
、
堀
井
梁
步 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト

―
異
本
留
盃
邪
土
』 

一
二
一 

―
二
三
頁
に 「
書
簡
よ
り
」 

と
し
て
収
め
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
一
節
に
は
「
御
送
附
の
雜
誌
を
英
國
博
物
館
の
權
威
者

に
托
し
た
所
、
挿
入
の
寫
眞
の
四
行
詩
は
、
確
か
に
オ
マ
ー
ル
の
も
の
で

あ
る
と
斷
定
さ
れ
ま
し
た
。
然
し
、
フ
イ
ツ
ゼ
ラ
ル
ド
の
飜
譯
と
同
一
の

も
の
で
は
な
い
と
云
は
れ
ま
し
た
」
と
あ
る
。
こ
の
判
断
を
下
し
た
「
權

威
者
」
が
誰
を
指
す
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
98
） 

矢
野
峰
人 「R

U
B

A
IY

A
T

の
硏
究
」 （FIT

Z
G

E
R

A
L

D

の
生
涯
）、『
英
語

靑
年
』 

第
五
十
四
卷
二
號
、
一
九
二
五
年
十
月
十
五
日
、
三
九 

―
四
一
頁
。

第
二
囘
（
第
1
歌
）、
三
號
、
十
一
月
一
日
、
六
九 

―
七
○
頁
。
第
三
囘

（
第
2
・
3
歌
）、
四
號
、
十
一
月
十
五
日
、 

一
○
三 

―
○
四
頁
。
第
四
囘

（
第
4
―
7
歌
）、
五
號
、
十
二
月
一
日
、 

一
三
一 

―
三
二
頁
。
第
五
囘（
第

8
―
10
歌
）、
六
號
、
十
二
月
十
五
日
、 

一
六
八 

―
六
九
頁
。
第
六
囘（
第

11
・
12
歌
）、
七
號
、 

一
九
二
六
年
一
月
一
日
、
二
○
八
頁
。
第
七
囘（
第

13
・
14
歌
）、
八
號
、 

一
月
十
五
日
、
二
三
八
頁
。
第
八
囘
（
第
15
―
17

歌
）、
九
號
、
二
月
一
日
、
二
七
○ 

―
七
一
頁
。
第
九
囘（
第
18
―
20
歌
）、

十
號
、
二
月
十
五
日
、
三
○
三 

―
○
四
頁
。
第
十
囘（
第
21
―
23
歌
）、
十

一
號
、
三
月
一
日
、
三
四
三
頁
。
第
十
一
囘
（
第
24
・
25
歌
）、
十
二
號
、

三
月
十
五
日
、
三
七
七
頁
。
第
十
二
囘（
第
26
―
28
歌
）、
第
五
十
五
卷
一

號
、
四
月
一
日
、 

一
六
頁
。
第
十
三
囘（
第
29
―
31
歌
）、
三
號
、
五
月
一

日
、
七
九 

―
八
○
頁
。
第
十
四
囘
（
第
32
・
33
歌
）、
四
號
、
五
月
十
五

日
、 

一
一
七
頁
。

 
 

こ
の
間
、
第
五
十
四
卷
十
二
號
に
掲
載
さ
れ
た
淸
水
起
正 「K

eep the 

C
ourts

そ
の
他
」 （
三
九
四
頁
）
の
批
評
に
答
え
る
形
で
、
第
五
十
五
卷
二

號
に 「
淸
水
起
正
氏
に
答
ふ
」 （
六
○ 

―
六
一
頁
）
が
掲
載
さ
れ
た
の
で
、

連
載
は
一
回
休
み
に
な
っ
て
い
る
。

（
99
） 

「
矢
野
峰
人
年
譜
」 『
矢
野
峰
人
選
集
』 

3
、
六
八
一
頁
。

（
100
） 

本
文
は 「IV

. E
dw

ard FitzG
erald: T

he R
ubaiyat

」 

二
三 

―
二
九
頁
。
注

釈
は 「IV

. O
m

ar ’s R
ubaiyat

」 

七
五 

―
一
四
二
頁
。

（
101
） 

本
書
は
ポ
ッ
タ
ー
に
捧
げ
ら
れ
て
い
る
。「
自
序
」 

は
以
下
の
よ
う
に
記

す
。

倫
敦
に
在
る
同
好
の
友PO

T
T

E
R

氏
齡
漸
く
傾
き
て
心
境
稍
寂
し

く
、
わ
が
再
遊
を
促
が
す
事
頗
る
切
な
る
も
の
あ
り
。
さ
は
れ
我
等
相

見
ゆ
る
の
機
、
ま
た
何
時
の
日
に
か
來
ん
。
思
う

（
マ
マ
）て
暗
愁
を
禁
じ
得
ず
。

今
敢
へ
て
こ
の
未
完
の
拙
譯
を
集
め
部
數
を
限
り
て
上
木
す
る
所
以
の

も
の
は
、
遙
に
こ
の
老
友
の
寂
寥
を
慰
め
ん
が
た
め
に
他
な
ら
ざ
る
な

り
。

　
　

 

本
文
は
そ
の
後
、『
矢
野
峰
人
譯
詩
集　

黑
き
獵
人
』 （
臺
北
・
大
木
書

房
、
一
九
四
三
年
九
月
）、
九
三 

―
一
二
七
頁
に 「
オ
オ
マ
ア
・
カ
イ
ヤ
ア

ム
」 

と
し
て
収
録
。
さ
ら
に 『
矢
野
峰
人
選
集
』 

1
、
六
四
七 

―
五
一
頁
、

オ
マ
ル
・
カ
イ
ヤ
ー
ム
／
矢
野
峰
人
訳 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
集
成
』 （
国
書
刊

行
会
、
二
○
○
五
年
一
月
）、 

一
八
五 

―
二
一
九
頁
に
再
録
。

　
　

 
こ
れ
と
は
別
に
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
初
版
に
基
づ
く
七
十
五
首

の
訳
を 「
波
斯
四
行
詩
集
」 

と
題
し
て 『
媽
祖
』 

第
三
卷
三
・
四
號
（
一
九

三
七
年
十
二
月
、
七 

―
二
二
頁
お
よ
び
三
八
年
三
月
、
七 

―
三
五
頁
）
に
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掲
載
後
、
奧
瑪
開
儼
作
／
矢
野
峰
人
譯 『
四
行
詩
集
』 （
臺
北
・
日
孝
山
房
、

一
九
三
八
年
五
月
）
と
し
て
私
家
版
で
上
梓
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
も 『
ル

バ
イ
ヤ
ー
ト
集
成
』 

三 

―
七
九
頁
に
再
録
。

（
102
） 
矢
野
は
英
国
留
学
中
に
ポ
ッ
タ
ー
に
も
会
っ
て
情
報
を
交
換
し
、
稀
覯

本
の
入
手
に
努
め
て
い
る
。
矢
野
峰
人 「Partial Portraits X

III. A
. G

. 

Potter （1–2

）」 『
英
語
靑
年
』 

第
六
十
三
卷
四
・
五
號
、
一
九
三
○
年
五
月

十
五
日
・
六
月
一
日
、 

一
一
二 

―
一
三
頁
、 

一
五
○ 

―
五
一
頁
。
の
ち
、

「
オ
オ
マ
ア
の
蒐
集
家
ポ
ッ
タ
ア
」 

と
し
て
同 『
片
影
』 （
硏
究
社
、
一
九
三

一
年
九
月
）
一
五
二 
―
六
二
頁
、「
ポ
ッ
タ
ア
の
片
影
」 

と
し
て 『
矢
野
峰

人
選
集
』 

1
、
三
五
六 
―
六
一
頁
に
再
録
。

　
　

 

矢
野
の
蒐
集
し
た
和
書
四
十
七
冊
、
洋
書
百
七
十
八
冊
の
合
計
二
百
二

十
五
冊
は
一
九
六
○
年
七
月
、「
オ
マ
ル
・
ハ
イ
ヤ
ー
ム
文
庫
」 

と
し
て
昭

和
女
子
大
学
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
各
方
面
か
ら
の
寄
贈
や

図
書
館
に
よ
る
購
入
の
結
果
、
二
○
一
七
年
九
月
現
在
で
の
点
数
は
三
百

五
点
に
達
し
て
い
る
。
以
下
、
矢
野
峰
人
の
項
の
書
誌
情
報
で
は
、
オ
マ

ル
・
ハ
イ
ヤ
ー
ム
文
庫
（
矢
野
寄
贈
分
）
所
蔵
本
に
つ
い
て
は
そ
の
旨
付

記
す
る
。

（
103
） 

第
一
回
、
四
○
頁
。H

eron-A
llen

は
前
注（
6
）、B

atson

は
前
注（
9
）

に
既
出
。
い
ず
れ
も
オ
マ
ル
・
ハ
イ
ヤ
ー
ム
文
庫
所
収
。

（
104
） 

矢
野
峰
人 「
淸
水
起
正
氏
に
答
ふ
」 

六
一
頁
。
ド
ー
ル
の
集
注
版
の
書

誌
は
以
下
の
通
り
。

 

・ M
ulti-Variorum

 
E

dition, 
R

ubáiyát 
of 

O
m

ar 
K

hayyám
, E

nglish, 

French, G
erm

an, Italian, and D
anish T

ranslations C
om

paratively 

A
rranged in A

ccordance w
ith the Text of E

dw
ard FitzG

erald ’s V
er-

sion, w
ith Further Selections, N

otes, B
iographies, B

ib liographical, 

and O
ther M

aterial, E
dited by N

athan H
askell D

ole, 2 vols., Illus-

trated, B
oston: L

. C
. Page and C

om
pany （Incorporated

） / L
ondon: 

M
acm

illan &
 C

o., L
im

ited, 1898. 

オ
マ
ル
・
ハ
イ
ヤ
ー
ム
文
庫
蔵
。

（
105
） 

第
五
版
に
つ
い
て
、
バ
ッ
ト
ソ
ン
注
釈
本
の
本
文
（
矢
印
の
直
後
）
と

矢
野
が
提
示
す
る
本
文（
矢
印
の
手
前
）と
の
異
同
を
挙
げ
る
。
な
お
、
矢

野
の
本
文
は
ほ
ぼ
バ
ッ
ト
ソ
ン
注
釈
本
に
従
っ
て
い
る
も
の
の
、
後
者
の

引
用
符（‘　

’

）は
第
28
歌
四
行
目
を
除
い
て
す
べ
て
二
重
引
用
符（“　

”

）

に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
一
九
三
五
年
の
三
省
堂
版
で
は
、
二
三 

―
二

九
頁
に
別
途
第
五
版
本
文
（
以
下
①
と
表
示
）
が
提
示
さ
れ
、
多
く
の
誤

記
が
修
正
さ
れ
て
い
る
が
、
七
五 

―
一
四
二
頁
に
復
元
さ
れ
た 『
英
語
靑

年
』 

掲
載
の
本
文
と
注
釈（
以
下
②
と
表
示
）で
は
、
誤
記
は
ほ
と
ん
ど
そ

の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
例
外
は
以
下
の
丸
括
弧
内
に
付
記
す
る
。

 

・ 

第
1
歌
四
行
目 “Sultan ’s ” 

↑ “Sultán ’s ”.
 

・ 

第
4
歌
三
行
目 “W

H
IT

E
 H

A
N

D
 O

F M
O

SE
S ” 

↑ “W
H

IT
E H

A
N

D O
F 

M
O

SE
S ”.

 

・ 

第
5
歌
二
行
目 “Jam

shyd’s Seven-ring ’d ” 

↑ “Jam
shýd’s Sev ’n-

ring ’d ”.

 

・ 

第
6
歌
二
行
目 “Péhlevi ” 

↑ “Pehleví ”.
 

・ 

第
8
歌
二
行
目 “T

he ” 

↑ “the ”. 

三
行
目 “drop. ” 

↑ “drop, ” （
末
尾

は
カ
ン
マ
）。

 

・ 

第
9
歌
一
行
目 “m

orn ” 

↑ “M
orn ”. 

四
行
目 “Jam

shyd ” 

↑ “Jam
-

shýd ”, “K
aikobad ” 

↑ “K
aikobád ”.

 

・ 

第
10
歌
四
行
目 “H

atim
” 

↑ “H
átim

”.

 

・ 

第
12
歌
二
行
目 “w

ine ” 

↑ “W
ine ”

（
三
省
堂
版
②
も
修
正
）。

 

・ 

第
13
歌
一
行
目 “this ” 

↑ “T
his ”.

 

・ 

第
15
歌
一
行
目 “G

rain ” 

↑ “grain ”. 

二
行
目 “W

inds ” 

↑ “w
inds. ”

 

・ 

第
16
歌
四
行
目 “H

our ” 

↑ “hour ”.
 

・ 

第
18
歌
二
行
目 “deep; ” 

↑ “deep: ”

（
末
尾
は
コ
ロ
ン
）。

 

・ 

第
21
歌
二
行
目 “To-day ” 

↑ “T
O

-D
A

Y ”. 

三
行
目 “To-m

orrow
” 

↑ 
“ To-m

orrow
”. （

三
省
堂
版
①
も
未
修
正
）。

 
・ 

第
23
歌
二
行
目 “and, Sum

m
er ” 

↑ “and Sum
m

m
er ”.

 
・ 
第
25
歌
三
行
目 “M

uezzin ” 

↑ “M
uezzín ”.

 

・ 
第
32
歌
三
行
目 “M

e and T
hee ” 

↑ “M
E and T

H
E

E ”. 

四
行
目 “T

hee 

and M
e ” 

↑ “T
H

E
E and M

E ”. （
三
省
堂
版
①
も
未
修
正
）。

（
106
） 

注
釈
の
な
か
で
実
際
に
引
用
が
な
さ
れ
て
い
る
書
籍
に
つ
い
て
の
み
、
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言
語
別
に
書
誌
情
報
を
掲
げ
て
お
く
。
と
く
に
注
記
が
な
い
限
り
、
オ
マ

ル
・
ハ
イ
ヤ
ー
ム
文
庫
蔵
。

 

① 

英
語

 
・ ﹇B

urnet

﹈ T
he R

ubaiyat of O
m

ar, M
. P., by W

. H
odgson B

urnet, 

Illustrated by T. C
. B

lack, L
ondon: W

M
. C

ollins Sons &
 C

o. L
td., 

1921. 
＊ 

パ
ロ
デ
ィ
ー
版
。

 

・ ﹇G
arner

﹈ The Stanzas of O
m

ar K
hayyam

, T
ranslated from

 the Per-

sian by John L
eslie G

arner, Second E
dition, L

ondon: G
eorge B

ell 

and Sons, 1898. 
＊ 
オ
マ
ル
・
ハ
イ
ヤ
ー
ム
文
庫
に
は
、
前
注（
74
）で

挙
げ
た
一
八
八
八
年
版
も
収
め
る
が
、
矢
野
の
引
用
と
一
致
す
る
の
は

一
八
九
八
年
版
の
方
で
あ
る
。

 

・ ﹇L
e G

alienne

﹈ R
ubáiyát of O

m
ar K

hayyám
, A

 Paraphrase from
 

Several L
iteral Translations, by R

ichard L
e G

alienne, L
ondon: 

G
rant R

ichards, 1897.

 

・ ﹇M
cC

arthy

﹈ R
ubaiyat of O

m
ar K

hayyam
, T

ranslated by Justin 

H
untley M

cC
arthy, L

ondon: D
avid N

utt, 1889. 

＊ 

野
文
吉
訳
の
底

本
。

 

・ ﹇Shrubsole

﹈ The Q
uatrains of O

m
ar K

hayyám
, A

 N
ew

 T
ranslation, 

by O
. A

. Shrubsole, L
ondon: E

. M
arlborough &

 C
o., 1920.

 

・ ﹇W
hinfield

﹈ T
he Q

uatrains of O
m

ar K
hayyám

, T
ranslated into 

E
nglish V

erse by E
. H

. W
hinfield, L

ondon: T
rübner &

 C
o., 1882. 

＊
全
二
百
五
十
三
首
の
韻
文
訳
。
原
詩
の
韻
字
に
よ
る
排
列
。

 

・ ﹇W
hinfield

﹈ The Q
uatrains of O

m
ar K

hayyám
, T

he Persian Text 

w
ith an E

nglish V
erse T

ranslation by E
. H

.  W
hinfield, Second E

di-

tion, C
orrected and E

nlarged, L
ondon: K

egan Paul, T
rench, T

rübner 

&
 C

o., L
im

ited, 1901.

＊
全
五
百
八
首
。
オ
マ
ル
・
ハ
イ
ヤ
ー
ム
文
庫

欠
。
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
第
28
歌
の【
註
】
に
引
くW

hinfield

訳
は

こ
の
版
（
第
三
百
五
十
三
歌
）
の
み
と
一
致
す
る
。

 

・ ﹇W
hinfield

﹈ Q
uatrains of O

m
ar K

hayyám
, 1920.

＊
前
注
（
73
）
参

照
。
オ
マ
ル
・
ハ
イ
ヤ
ー
ム
文
庫
欠
。

 

・ ﹇W
hitney

﹈ O
m

ar K
hayyam

, T
he R

ubaiyat, N
ew

ly Paraphrased by 

R
uel W

illiam
 W

hitney, w
ith Slight Forew

ord by C
. C

. M
. Jr.,﹇C

leve-

land

﹈: Privately Printed, 1903.
 

・ ﹇W
heeler

﹈ T
he G

olden Treasury of the B
est Songs and Lyrical 

Poem
s in the E

nglish L
anguage, Selected and A

rranged by Francis 

T
urner Palgrave w

ith A
dditional Poem

s, and w
ith N

otes by C
. B

. 

W
heeler, L

ondon: O
xford U

niversity Press, 1921.

＊
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ

ラ
ル
ド
訳
初
版
七
十
五
歌
と
そ
れ
に
対
す
る
注
を
収
録
。
オ
マ
ル
・
ハ

イ
ヤ
ー
ム
文
庫
に
は
一
九
一
四
年
初
刊
（
標
題
末
をw

ith A
dditional 

Poem
s to the Present D

ay

と
す
る
）
の
一
九
四
九
年
増
刷
本
を
収
む
。

こ
れ
に
は
同
一
の
注
を
含
む
が
、W

heeler

の
名
前
は
記
載
さ
れ
ず
、

“Preface to the N
otes ” 

の
末
尾
にC

.B
.W

.

の
署
名
の
み
残
る
。

 

② 

フ
ラ
ン
ス
語

 

・ ﹇A
net

﹈ Les 144 quatrains d’O
m

ar K
hayyam

, traduits littéralem
ent 

par C
laude A

net &
 M

irza M
uham

m
ad, Paris: É

ditions de la Sirène, 

1920.

 

・ ﹇H
allard

﹈ O
m

ar K
heyyám

, traduit en vers français d ’après la cé-

lèbre version anglaise de FitzG
erald, par Jam

es H
enry H

allard, L
on-

don: R
ivingtons, 1912.

＊
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
第
四
版
の
仏
訳
。

 

・ ﹇Jules de M
arthold

﹈Rubaiyât d’O
m

ar kháyyâm
, m

is en rim
e s fran-

çaises d ’après le m
anuscript d ’O

xford, par Jules de M
arthold, Paris 

&
 B

ruxelles: C
harles C

arrington, 1910.

＊
オ
マ
ル
・
ハ
イ
ヤ
ー
ム
文

庫
欠
。

 

・ ﹇R
oger-C

ornaz

﹈ O
m

ar K
hayyám

, L
es rubáiyát, traduction nou-

velle, par F. R
oger-C

ornaz, Paris: L
ibrairie Payot et C

ie, 1916.

＊

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
初
版
の
仏
訳
。
オ
マ
ル
・
ハ
イ
ヤ
ー
ム
文
庫
欠
。

 
③ 
イ
タ
リ
ア
語

 

・ ﹇M
ario C

hini

﹈ Rubâiyât di O
m

ar K
hayyâm

, secondo la lezione di 

E
doardo FitzG

erald, T
raduz. di M

ario C
hini, L

anciano: C
arabba 

E
ditore, 1919 ﹇1907, 1916

﹈. 

＊
第
四
版
の
伊
訳
。
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④ 

中
国
語

 

・ 『
魯
拜
集
』 

莪
默
・
伽
亞
漠
著
／
郭
沫
若
譯
、
辛
夷
小
叢
書
第
四
種
、
上

海
・
創
造
社
、 

一
九
二
四
年
一
月
。
＊
第
四
版
の
英
語
・
中
国
語
対
訳
。

オ
マ
ル
・
ハ
イ
ヤ
ー
ム
文
庫
に
欠
。
元
来
は 「
波
斯
詩
人
莪
默
伽
亞
謨
」 

（
第
一　
讀R

ubaiyat

後
之

想
、
第
二　

詩
人
莪
默
伽
亞
謨
、
第
三　

R
ubaiyat 

之
重
譯
）
と
し
て 『
創
造
』 

第
一
卷
三
期
（
一
九
二
二
年
十
一

月
、
雜
錄
一 
―
四
一
頁
）に
発
表
し
た 「
第
三　

R
ubaiyat 

之
重
譯
」 

部

分
。
第
一
・
第
二
は
の
ち
、
郭
沫
若 『
文
藝
論
集
』 （
上
海
光
華
書
局
、

一
九
二
五
年
。
一
九
三
○
年
八
月
五
版
、
二
一
七 

―
三
七
頁
）
お
よ
び 

『
郭
沫
若
全
集
』 
文
学
編
第
十
五
巻（
三
叶
集
・
文
藝
論
集
、
人
民
文
学

出
版
社
、
一
九
九
○
年
七
月
、
二
九
三 

―
三
○
八
頁
）に
収
録
さ
れ
る
。

訳
詩
は
戦
後
、
上
海
・
建
文
書
店
、
上
海
・
新
文
藝
出
版
社
を
経
て
、

一
九
五
六
年
七
月
に
北
京
の
人
民
文
学
出
版
社
よ
り
新
版
が
出
さ
れ
て

い
る
。

（
107
） 

そ
れ
ぞ
れ 「
大
正
日
本
」 

七
頁
、
一
二
頁
以
下
。

（
108
） 

矢
野
峰
人 「
淸
水
起
正
氏
に
答
ふ
」 

六
○
頁
。

（
109
） 

吉
川
幸
次
郎 『
論
語
』 

上
、
新
訂
中
国
古
典
選
2
、
朝
日
新
聞
社
、
一

九
六
五
年
十
二
月
、
一
六
○ 

―
六
一
頁
。
原
文
は
総
ル
ビ
。

（
110
） 

前
注
（
17
）
参
照
。

（
111
） 

H
eron-A

llen 1908, p. 31.

（
112
） 

第
5
歌 「
王
」 Jam

shyd, 

第
6
歌 「
神
代
の
言
葉
」 Péhlevi, 
第
9
歌 「
皇 

（
す
め
ら
ぎ
）」 Jam

shyd and K
aikobad, 

第
10
歌 「
す
め
ら
ぎ
の
／
み
お
や
も
み
こ

も
」 K

aikobád the G
reat, or K

aikhosrú, 

第
11
歌 「
王
」 M

ahm
úd, 

第
18

歌 「
王
者
」 Jam

shýd, 「
王
侯
」 Bahrám

, 

第
19
歌 「
帝
王
」 Cæ

sar. 

矢
野
の

引
く
原
文
が
バ
ッ
ト
ソ
ン
注
釈
版
本
文
と
異
な
る
場
合
も
、
そ
の
ま
ま
の

形
を
掲
げ
た
。

（
113
） 

H
eron-A

llen 1908, p. 25.

（
114
） 

例
え
ば
第
1
歌 「
朝
彥
」 the Sun, 

第
9
歌 「
岩
隱
る
」 take . . . aw

ay, 

第
24
歌 「
ち
り
ひ
ぢ
」 the D

ust, 「
美
酒 （
う
ま

き

）」 （
対
応
す
る
原
語
欠
）、
第

26
歌 「
あ
さ
む
」 Scorn, 

第
29
歌 「
何
地
（
い
づ

ち

）
よ
り
」 W

hence.

（
115
） 

オ
マ
ル
・
ハ
イ
ヤ
ー
ム
作
／
小
川
亮
作
譯 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

岩
波
文

庫
、 

一
九
四
九
年
一
月
、「
解
說
」 

一
五
八
頁
。

（
116
） 

そ
の
事
績
に
つ
い
て
は
、「
高
田
半
峰
」 （『
近
代
文
学
研
究
叢
書
』 

第
四

十
三
巻
、
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所
、 

一
九
七
六
年
七
月
、
二
○

九 

―
八
五
頁
）
に
詳
し
い
。

（
117
） 

『
高
田
早
苗
博
士
大
講
演
集
』 

大
日
本
雄
辯
會
講
談
社
、 

一
九
二
七
年
八

月
、
二
二
九 

―
五
七
頁
。
原
文
は
総
ル
ビ
。
初
出
は 「
歐
米
漫
遊
中
の
宗

敎
雜 

」 

と
し
て 『
早
稻
田
講
演
』 

第
五
卷
二
號
、 

一
九
一
五
年
二
月
、
七

○ 

―
九
○
頁
、
お
よ
び 『
早
稻
田
學
報
』 

第
二
百
四
十
號
、 

一
九
一
五
年
二

月
、
二 

―
一
○
頁
。
い
ず
れ
も
ル
ビ
な
し
。
単
行
本
で
は
講
演
を 「
大
正

四
年
一
月
」 

と
す
る
。
初
出
の
二
つ
の
雑
誌
記
事
相
互
、
な
ら
び
に
そ
れ

ら
と
単
行
本
と
の
あ
い
だ
に
は
異
同
が
見
ら
れ
る
が
、
逐
一
の
注
記
は
省

略
し
、
以
下
の
引
用
は
単
行
本
に
よ
っ
て
、
本
文
中
の
丸
括
弧
内
に
頁
番

号
を
付
記
す
る
。

 
 

な
お
、「
歸
一
敎
會
」 

は
一
九
一
二
年
六
月
、
宗
教
・
道
徳
の
研
究
と
諸

宗
教
の
相
互
理
解
・
協
力
の
推
進
を
目
的
と
し
て
澁
澤
榮
一
・
姊
崎
正
治

ら
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
団
体
。
一
九
四
二
年
十
二
月
の
解
散
ま
で
、
毎

月
例
会
を
開
催
し
、
会
報
を
発
行
し
た
。
例
会
に
お
け
る
主
な
講
演
者
と

題
目
は
以
下
を
参
照
。
園
田
孝
編 「
日
本
自
由
宗
教
運
動
の
回
顧
と
展
望

―
今
岡
信
一
良
の
求
道
の
生
涯
を
通
し
て
」 『
歩
み
続
け
る
自
由
宗
教

―
今
岡
信
一
良
先
生
追
悼
』 

東
京
帰
一
教
会
、
一
九
九
三
年
四
月
、
二

五
六 

―
五
八
頁
。

（
118
） 

引
用
は
必
ず
し
も
正
確
で
は
な
い
。
二
行
目 “argum

ents ” 

↑ “argu-
m

ent ”

（
複
数
のs

は
不
要
）、
三
行
目 “about, ” 

↑ “about: ”

（
カ
ン
マ
で

は
な
く
コ
ロ
ン
使
用
）、“ever m

ore ” 

↑ “everm
ore ”

（
ス
ペ
ー
ス
不
要
）、

四
行
目 “w

herein ” 

↑ “w
here in ”

（
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
）
な
ど
。
な
お
、

初
版
・
第
二
版
で
は
四
行
目 “w

here ” 

が “as ” 

に
な
る
な
ど
の
異
同
が
あ

る
。D

ecker, p. 148.

（
119
） 

引
用
は
原
文
と
か
な
り
の
異
同
が
あ
る
。
一
行
目 “Y

esterday T
his day ’s 

m
adness ” 

↑ “Y
E

ST
E

R
D

A
Y T

his D
ay ’s M

adness ”

（
小
頭
文
字
、
斜
体
、
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冒
頭
大
文
字
使
用
）、“prepare ” 

↑ “prepare; ”

（
末
尾
の
セ
ミ
コ
ロ
ン
欠
）、

二
行
目 “Tom

orrow
’s ” 

↑ “T
O

-M
O

R
R

O
W

’S ”

（
小
頭
文
字
使
用
。
第
五
版

は
M
も
小
頭
文
字
）、“T

rium
ph ” 

↑ “T
rium

ph, ”

（
カ
ン
マ
欠
）、“D

espair 

? ” 
↑ “D

espair: ”

（
疑
問
符
で
は
な
く
コ
ロ
ン
使
用
）、
三
行
目 “cam

e ” 

↑ 
“cam

e, ”

（
カ
ン
マ
欠
）、“w

hy; ” 

↑ “w
hy: ”

（
セ
ミ
コ
ロ
ン
で
は
な
く
コ

ロ
ン
使
用
）。D

ecker, p. 198.

（
120
） 

引
用
文
中
の 「
昨
日
」 

の
ル
ビ
の
歴
史
的
仮
名
遣
い
は 「
き
の
ふ
」 

と
あ

る
べ
き
と
こ
ろ
。

（
121
） 

初
出
誌
の
う
ち 『
早
稻
田
學
報
』 

で
は
疑
問
符
で
は
な
く
セ
ミ
コ
ロ
ン

を
使
用
。

（
122
） 

吉
川
幸
次
郎 『
論
語
』 
上
、
四
四 

―
四
五
頁
。

（
123
） 

嘉
内 「
打
て
ば
響
く（
小
説
）」 『【
新
】校
本　

宮
澤
賢
治
全
集
』 

第
十
六

巻
（
上
）
補
遺
・
資
料
、
補
遺
・
資
料
篇
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
九
年
四

月
、
二
六
二 

―
六
五
頁
。

（
124
） 

菅
原
千
恵
子 『
宮
澤
賢
治
の
青
春

―〝
た
だ
一
人
の
友
〞
保
阪
嘉
内
を

め
ぐ
っ
て
』 

角
川
文
庫
、
一
九
九
七
年
十
一
月
、
四
七
頁
。
本
書
の
親
本

は
宝
島
社
よ
り
一
九
九
四
年
八
月
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
増
補
改
訂
さ

れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
の
で
引
用
に
は
文
庫
版
を
利
用
す
る
。

（
125
） 

本
来
の
本
文
と
の
異
同
は
以
下
の
通
り
。
一
行
目“the sky ” 

↑ “T
he 

Sky ”

（
単
語
冒
頭
は
大
文
字
表
記
）、
二
行
目“w

hereunder ” 
↑ “W

here-

under ”

（
単
語
冒
頭
は
大
文
字
表
記
）、
三
行
目“L

ife ” 

↑ “ L
ift ”

（
動
詞

命
令
形
）、“It ” 

↑ “ It”

（
斜
体
）、“help, ” 

↑ “help ̶
 ”

（
カ
ン
マ
で
は

な
く
ダ
ッ
シ
ュ
使
用
）、“it ” 

↑ “It ”

（
単
語
冒
頭
は
大
文
字
表
記
）、
四
行

目“I ” 

↑ “I. ”

（
末
尾
の
ピ
リ
オ
ド
欠
）。
第
二
版（
第
78
歌
）、
第
三
・
四

版（
第
72
歌
）で
は
、“coop ’t ” 

↓ “coop ’d ” 

と
綴
り
、“T

hou ” 

↓ “you ” 

に
変
え
る
な
ど
の
異
同
が
あ
る
の
で
、
引
用
は
初
版
に
よ
る
と
判
断
で
き

る
。D

ecker, p. 196.

（
126
） 

本
来
の
本
文
と
の
異
同
は
以
下
の
通
り
。“fate ” 

↑ “Fate ”

（
単
語
冒
頭

は
大
文
字
表
記
）、“schem

e ” 

↑ “Schem
e ”

（
単
語
冒
頭
は
大
文
字
表
記
）。

第
二
版
（
第
108
歌
）
で
は “thou ” 

↓ “you ” 

に
、
第
三
・
四
版
（
第
99
歌
）

で
は
さ
ら
に “Fate ” 

↓ “H
im

” 

と
変
化
す
る
の
で
、
引
用
は
初
版
と
判
断

で
き
る
。D

ecker, p. 226.

（
127
） 

菅
原
千
恵
子
前
掲
書
、
五
三
頁
。

（
128
） 

『【
新
】
校
本　

宮
澤
賢
治
全
集
』 

第
三
巻
（
詩
II
）、
筑
摩
書
房
、 

一
九

九
六
年
二
月
、
本
文
篇
＝
一
六
八 

―
七
○
頁
、
校
異
篇
＝
四
○
三 

―
○
九

頁
。
原
稿
に
は 「
一
九
二
五
、 

一
、 

一
八
、」 

の
日
付
が
あ
る
。

（
129
） 

『【
新
】
校
本　

宮
澤
賢
治
全
集
』 

第
四
巻
（
詩
III
）、
筑
摩
書
房
、 

一
九

九
五
年
十
月
、
本
文
篇
＝
六
六
、 

一
四
五
頁
、
校
異
篇
＝
一
二
八 

―
三
三

頁
、
二
四
九 

―
五
一
頁
。「〔
う
す
く
濁
っ
た
浅
葱
の
水
が
〕」 

に
は 「
一
九

二
七
、
四
、 

一
八
、」 

の
日
付
が
あ
る
。

（
130
） 

金
子
民
雄 「「
春
と
修
羅　

第
二
集
」 

に
見
る
西
域
」 『「
春
と
修
羅
」 

第
二

集　

研
究
』 

宮
沢
賢
治
学
会
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
セ
ン
タ
ー
／
思
潮
社
、
一
九

九
八
年
三
月
、
二
三
三 

―
三
五
頁
。
同 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
の
謎

―
ペ
ル

シ
ア
詩
が
誘
う
考
古
の
世
界
』 

集
英
社
新
書
、
二
○
一
六
年
五
月
、
一
四

二 

―
四
八
頁
。

（
131
） 

T
he G

olden Treasury of the B
est Songs and Lyrical Poem

s in the 

E
nglish L

anguage, Selected and A
rranged w

ith N
otes by Francis 

T
urner Palgrave, Together w

ith O
ne H

undred A
dditional Poem

s

（To 
the E

nd of the N
ineteenth C

entury

）, L
ondon: O

xford U
niversity 

Press, 1912 ﹇1907

﹈, pp. 341–54, A
dditional Poem

s, no. 318: R
ubaiyát 

of O
m

ar K
hayyám

 of N
aishápúr. 

こ
の 「
補
遺
詩
篇
」 

を
含
む
版
は
一
九

一
四
年
に
新
版
が
出
さ
れ
、
そ
ち
ら
に
はno. 319: R

ubáiyát of O
m

ar 

K
hayyám

 of N
aishápúr

と
し
て
収
録
さ
れ
た
。
前
注
（
106
）
①
参
照
。

（
132
） 

德
富
健
次
郞
・
德
富
愛 『
日
本
か
ら
日
本
へ
』 

東
の
卷
、
金
尾
文
淵
堂
、

一
九
二
一
年
三
月
、 

一
八
一
頁
。
原
文
は
横
組
み
。
引
用
に
さ
い
し
、
横

組
み
用
の
カ
ン
マ
は
和
文
用
読
点（
、）
に
変
更
し
た
。
の
ち
、
德
冨
健
次

郞 『
日
本
か
ら
日
本
へ
』 

第
一
卷
、
蘆 

全
集
第
十
二
卷
、
蘆 

全
集
刊

行
會
、 
一
九
二
九
年
一
月
、 

一
七
四
頁
。
縦
組
み
、
パ
ラ
ル
ビ
。

（
133
） 

『
日
本
か
ら
日
本
へ
』 

一
八
一 

―
八
二
頁
。
引
用
に
さ
い
し
、
横
組
み
用

の
二
重
引
用
符
（“　

”

）
は
縦
組
み
用
（〝　

〞）
に
変
更
。
蘆 

全
集
、 

一
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七
四
頁
。
パ
ラ
ル
ビ
。“A

rabian N
ight ” 

に
は 「
ア
ラ
ビ
ヤ
ン　

ナ
イ
ト
」、

“Sindbad ” 

に
は 「
シ
ン
ド
バ
ツ
ド
」 

と
ル
ビ
を
付
し
、「「
老
人
」」 

と
鍵
括

弧
を
使
用
。
二
点
リ
ー
ダ
ー
（
‥
）
は
三
点
リ
ー
ダ
ー
（
…
）
に
変
更
。

（
134
） 
『
日
本
か
ら
日
本
へ
』 

一
八
二
頁
。
蘆 

全
集
、
一
七
五
頁
は
パ
ラ
ル
ビ

で
、“Fitzgerald ” 

に
は 「
フ
イ
ツ
ツ
ゲ
ラ
ル
ド
」、「
波
斯
」 

に
は 「
ぺ
る
し

や
」、“O

m
ar K

hayyam
” 

に
は 「
オ
ー
マ
ル　

カ
イ
ヤ
ム
」 

と
ル
ビ
を
付

す
。“Fillthecup ” 

は “Fill the cup ” 

と
誤
植
を
訂
正
、
詩
の
引
用
に
は 

「
吾
が
愛
人
よ
盃
を
み
た
せ
／
そ
は
過
去
の
悔
と
未
來
の
怖お
そ
れを
消
す
な
り
／

明
日
？ 

明
日
余
は
過
去
の
幾
千
年
を
も
含
む
／
昨
日
と
共
に
あ
ら
ん
の

み
。」 

と
和
訳
を
添
え
て
い
る
。

（
135
） 

第
二
版
か
ら
第
四
版
ま
で
は “R

egrets ” 

↓ “R
egret ” 

と
単
数
形（
第
五

版
は
複
数
形
に
戻
る
）
に
し
、
二
行
目
の
ダ
ッ
シ
ュ
は
コ
ロ
ン
に
、
三
行

目
の
疑
問
符
は
感
嘆
符
に
変
更
。D

ecker, p. 139.

（
136
） 

開
成
館
編
輯
所
編 『N

ew
 L

ife R
eaders

』 

全
五
卷
、
開
成
館
、
一
九
二

二
年
十
月
、
第
四
卷
、L

esson 29: T
houghts for the N

ew
 Y

ear

（p. 147

）

に “Pass, therefore, not to-day in vain, / For it w
ill never com

e again

（O
m

ar K
hayyam

）” 

と
あ
る
。
こ
の
句
は
ハ
イ
ヤ
ー
ム
の
作
品
と
し
て
人

口
に
膾
炙
す
る
が
、
実
際
に
は
典
拠
不
明
で
あ
る
。

（
137
） 

﹇
各
社
近
着
外
國
映
畵
紹
介
﹈ 「
天
幕 

師
オ
マ
ー
」 『
キ
ネ
マ
旬
報
』 

第

百
五
十
九
號
、
一
九
二
四
年
五
月
十
一
日
、
九
頁
。
川
添
利
基
・
菅
省
三

編 『
泰西
近
代
映
畫
劇
精
通
』 

聚
芳
閣
、
一
九
二
四
年
十
一
月
、
二
○
○ 
―
○

二
頁 「
オ
ー
マ
ー
」。『
舶
来
キ
ネ
マ
作
品
辞
典

―
日
本
で
戦
前
に
上
映

さ
れ
た
外
国
映
画
一
覧
』 

世
界
映
画
史
研
究
会
編
、
全
四
冊
、
科
学
書
院
／

霞
ヶ
関
出
版
、
一
九
九
七
年
七
月
、
第
III
分
冊
、
二
○
一
一
頁
﹇FR

-

11521

﹈。
梗
概
は
、“Illustrated Screen R

eport: O
m

ar the Tentm
aker, ” 

E
xhibitor’s Trade R

eview
, V

ol. 13, N
o. 5, D

ecem
ber 30, 1922, p. 278.

（
138
） 

D
ecker, pp. 3–4 （

初
版
）。
以
下
、
こ
の
逸
話
は
第
二
版
か
ら
第
五
版

ま
で
、
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
の
歴
史
家
ミ
ー
ル
・
ハ
ー
ン
ドM

ī r-khā nd

（
一
四

九
八
年
歿
）
の
著
作
を
利
用
し
た
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
友
人
カ
ウ
エ

ルE
dw

ard B
yles C

ow
ell

（
一
八
二
六 

―
一
九
○
三
年
）
の
匿
名
の
雑
誌

論
文
か
ら
の
引
用
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

 

・ “O
m

ar K
hayyám

, the A
stronom

er-Poet of Persia, ” C
alcutta R

eview
, 

V
ol. 30, N

o. 59, M
arch 1858, pp. 149–62.

（
139
） 

E
dw

ard G
. B

row
ne, A

 L
iterary H

istory of Persia, V
ol. 2, C

am
-

bridge: C
am

bridge U
niversity Press, 1928, pp. 190–93, 252–54. 

黒
柳

恒
男 『
ペ
ル
シ
ア
の
詩
人
た
ち
』 

オ
リ
エ
ン
ト
選
書
2
、
東
京
新
聞
出
版

局
、 

一
九
八
○
年
六
月
、 

一
○
八 

―
○
九
頁
。

（
140
） 

「
オ
ー
マ
ー
」 『
キ
ネ
マ
旬
報
』 

第
百
六
十
號
、
一
九
二
四
年
五
月
二
十

一
日
、
六
頁
。

（
141
） 

﹇
主
要
外
國
映
畵
批
評
﹈
飯
島
正 「
ペ
ル
シ
ャ
の
暴
君
」 『
キ
ネ
マ
旬
報
』 

第
百
六
十
三
號
、
六
月
二
十
一
日
、
二
二
頁
。

（
142
） 

「
カ
イ
ヤ
ム
よ
」 『
詩
集　

砂
の
枕
』 

第
一
書
房
、
一
九
二
六
年
二
月
、
一

四
四
頁
。
の
ち
、『
堀
口
大
學
全
集
』 

1（
詩
集
）、
小
澤
書
店
、
一
九
八
二

年
一
月
、 

一
六
一 

―
六
二
頁
。「
薔
薇
」 

の
訓
み
の
歴
史
的
仮
名
遣
い
は 「
し

や
う
び
」 

な
の
で
、『
全
集
』 

で
は
修
正
さ
れ
て
い
る
。

（
143
） 

﹇
各
社
近
着
外
國
映
畵
紹
介
﹈ 「
愛
人
の
誓
」 『
キ
ネ
マ
旬
報
』 

第
二
百
十

六
號
、 

一
九
二
六
年
一
月
二
十
一
日
、
三
八 

―
三
九
頁
。「
愛
人
の
誓
」 『
活

動
俱
樂
部
』 

第
九
卷
二
號
、 

一
九
二
六
年
二
月
、
六
○ 

―
六
三
頁
。『
舶
来

キ
ネ
マ
作
品
辞
典
』 

第
I
分
冊
、
九
頁
﹇FP-00047

﹈。

（
144
） 

「
古
典
愛
詩
劇　

愛
人
の
誓
」 『
キ
ネ
マ
旬
報
』 

第
二
百
十
九
號
、
一
九

二
六
年
二
月
二
十
一
日
、
二
六
頁
。

（
145
） 

﹇
主
要
外
國
映
畵
批
評
﹈
木
村
千
疋
男 「
愛
人
の
誓
」 『
キ
ネ
マ
旬
報
』 

第

二
百
二
十
三
號
、 

一
九
二
六
年
四
月
一
日
、
四
九
頁
。「
祟
」 

は 「
崇
」 

の
誤

植
で
、「
お
が
む
」 

と
読
ま
せ
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
146
） 

「
古
典
愛
詩
劇　

愛
人
の
誓
」 

二
七
頁
。

（
147
） 

Salám
án and A

bsál: A
n A

llegory, T
ranslated from

 the Persian of 

Jám
i, L

ondon: J. W
. Parker and Son, 1856, Fronticepiece.

（
148
） 

Salám
án and A

bsál, p. 25.

（
149
） 

Salám
án and A

bsál, A
ppendix, pp. 77–78.

（
150
） 

W
illiam

 O
useley, Travels in Various C

ountries of the E
ast, M

ore 
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Particularly Persia, 3 vols., L
ondon: R

odw
ell and M

artin, 1819–23, 

V
ol. 1, A

ppendix N
o. V

I: Persian G
am

e of C
hugán, pp. 345–55, Plate 

X
X

II. 

図
版
の
下
辺
に
は“Persian Picture, See p. 352 ”

と
筆
記
体
の
キ
ャ

プ
シ
ョ
ン
が
付
さ
れ
て
い
る
。

（
151
） D

īvān-e Ḥ
āfiẓ, ed. Parvīn N

ātel K
hānlarī, Second Edition, 2 vols., 

Tehran: K
hārazm

ī, 1983, Vol. 1, p. 780, no. 362. 

全
十
一
対
句
中
の
第

六
対
句
後
半
。
韻
律
はR

am
al-e M

otham
m

an-e M
aḥdhūf. 

ウ
ー
ズ
レ
ー

の
訳
は

“W
elcom

e to the m
eidán, thou chief of horsem

en! strike the 

ball ! ”

		


な
お
、
黒
柳
恒
男
訳 『
ハ
ー
フ
ィ
ズ
詩
集
』 （
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九

七
六
年
十
二
月
）
で
は
底
本
が
異
な
る
た
め
、「
名
騎
手
よ
、
競
技
場
に

入
っ
た
ら
球
を
打
て
」 （
二
八
五
頁
）と
訳
さ
れ
て
い
る
。D
īvān-e K

hw
āje 

Sham
s al-D

īn M
uḥam

m
ad Ḥ

āfiẓ-e Shīrāzī, ed. M
oḥam

m
ad Q

azvīnī 
and Q

āsem
 G

hanī, Tehran: Zavvār, 1989, p. 269, no. 390: khosh 

↓ chon.

（
152
） 

R
ubáiyát of O

m
ar K

hayyám
 and the Salám

án and A
bsál of Jám

í, 

R
endered into E

nglish  V
erse, B

ernard Q
uaritch, 1879, Fronticepiece. 

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
解
説
はA

ppendix, pp. 110–11

（T
he R

oyal 

G
am

e of C
húgán

）
に
、
一
八
五
六
年
の 『
サ
ラ
ー
マ
ー
ン
と
ア
ブ
サ
ー

ル
』 

訳
に
付
し
た
解
説
を
簡
略
化
す
る
形
で
付
さ
れ
て
い
る
。

（
153
） 

前
注
（
9
）
参
照
。

（
154
） 

『
地
上
巡
禮
』
創
刊
號
か
ら
第
壹
卷
第
三
號
ま
で
、
奥
付
頁
に
付
さ
れ

た 「
正
規
」 

冒
頭
の
文
言
の
一
部
。
ち
な
み
に
、
創
刊
號
に
は
矢
野
禾
積

も
詩 「
小
曲
」 

を
寄
稿
し
て
い
る（『
矢
野
峰
人
全
集
』 

3
の 「
矢
野
峰
人
著

作
年
譜
」 

に
は
欠
）。

﹇
謝
辞
﹈

大
阪
大
学
総
合
図
書
館 「
竹
友
文
庫
」 

の
蔵
書
目
録
は
、
筆
者
の
照
会
に
応

じ
て
参
考
調
査
主
担
当
専
門
職
員
の
井
上
直
子
氏
が
ご
提
供
下
さ
り
、
詳
細

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
昭
和
女
子
大
学
図
書
館 「
オ
マ
ル
・
ハ
イ

ヤ
ー
ム
文
庫
」 

に
つ
い
て
は
、
同
館
の
前
之
園
香
世
子
氏
が
目
録
を
閲
覧
で

き
る
よ
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
整
備
し
、
文
庫
の
利
用
に
も
便
宜
を
図
っ
て
下

さ
っ
た
。
記
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

﹇
付
記
﹈

旧
稿 「
大
正
日
本
」 

に
お
い
て
小
林
愛
雄 『
近
代
詞
華
集
』 

所
収 「
酒
」 

の
訳

詩
を
紹
介
し
た
さ
い
に
不
明
で
あ
っ
た
初
出
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
小
林
愛
雄
「
近
英
詞
華

―
酒
（
フ
イ
ッ
ツ
ゼ
ラ
ル
ド
譯
オ
マ
ア
・
カ
イ

ヤ
ム
の 『
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト
』 

よ
り
）」 『
帝
國
文
學
』 

第
十
四
卷
第
五
、
一
九

○
八
年
五
月
、
三
八 

―
三
九
頁
。



— 46 —

附表　フィッツジェラルド訳第四版・第五版の異同一覧

歌 行 第四版
第五版 厨川・矢野

1922
矢野

1925–26
矢野
1929

備考
a b c

1 1 Sun Sun, ― Sun, Sun,

5 2 Jamshyd Jamshýd ― Jamshyd Jamshyd

6 4 her’s hers ― hers hers

9 4
away awa away ― away away

Jamshyd Jamshýd Jamshyd ― Jamshyd Jamshyd

16 4 was is is is is

17 4 destin’d destined destin’d destined destined

18 2 Jamshyd Jamshýd Jamshyd Jamshyd Jamshýd Jamshyd

21 2
Regret Regrets Regrets Regrets Regrets

future Future future future Future Future

24 3
Dust, to Dust to Dust to Dust to Dust to

lie, lie lie, lie, lie lie,

35 1 Lip lip ― ― lip

43 1 the Angel that Angel the Angel ― that Angel ＊

44 3
Wer’t Were’t Wer’t ― Were’t

wer’t were’t wer’t ― were’t

48 3 reacht reach’d reach’d ― reach’d

49 4 does may may ― may ＊

56 1 Line, Line Line, ― Line

67
2 fire fire, fire, ― fire

4 emerg’d emerged emerged ― emerged

68 3 illumin’d illumined illumined ― illumined

74 2 TO-MORROW’S TO-MORROW’S TO-MORROW’S ― TO-MORROW’S

75 4 predestin’d predestined ― ― predestined

76 2 Being being ― ― being

79 3 we he ― ― he

80 3 Predestin’d Predestined ― ― Predestined

84

2 My “My My ― ― My

3 And “And And ― ― And

4 Or “Or Or ― ― Or

93 3 Cup, Cup Cup, Cup, ― Cup

98 1 wingéd winged wingèd ― winged

101 1 Sákí Sáki Sáki ― Saki

末尾 TAMÁM. TAMAM. TAMÁM ― ― TAMÁM.
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1） 「第五版」欄には，注（9）で示した以下の刊本の本文を示す。
a: Letters and Literary Remains of Edward FitzGerald, Edited by William Aldis Wright, 3 vols., Vol. 3, London 

and New York: Macmillan and Co., 1889.
b: Rubáiyát of Omar Khayyám, The Astronomer-Poet of Persia, Rendered into English Verse, London: Macmillan 

and Co., Limited / New York: The Macmillan Company, 1899.
c: Letters & Literary Remains of Edward FitzGerald, 7 vols., Vol. 7, London: Macmillan and Co., Limited / New 

York: The Macmillan Company, 1903.
・表には示していないが，第四版および第五版 aでは，引用が前行から続く場合に行頭に二重引用符（“）
を置いているのに対し，bではこれらを削除し，cではさらにすべての二重引用符を通常の引用符（‘　’）
に置き換えている。
・Heron-Allen 1899（注 33）および『オックスフォード版英詩集』 （注 67）の本文は aに依拠している。
・バットソン注釈版（注 9）の本文はおおむね bを基本とするが，bの二重引用符はすべて通常の引用符
（‘　’）に置き換えているほか，以下のような細かな異同がある。
第 1歌 1行目 “For”は “for”と小文字表記，第 66歌 4行目 “answer’d”の直後にカンマ追加，第 70歌
4行目 “― HE knows”を “― HE knows”と大文字表記，第 88歌 4行目 “and ’t will”を “and ’twill”と詰
めて表記，第 89歌 1行目 “Let”を “let”と小文字表記。

2） 「厨川・矢野 1922」「矢野 1925–26」「矢野 1929」は，それぞれ以下の本文を示す。
・厨川辰夫・矢野禾積『The Later Nineteenth Century Poets（英詩集）』大阪・積善館，1922年 3月（注 67）。
・矢野峰人「RUBAIYATの硏究」『英語靑年』第 54卷 2號–第 55卷 4號，1925年 10月 15日–1926年 5
月 15日（注 98）。
・矢野禾積『Rubáiyát of Omar Khayyám（ルーバイヤアート）』硏究社小英文學叢書，硏究社出版，1929年

10月。収録された第一版と第四版の本文のうち後者を使用。
3） 「備考」欄の＊印は，訳者フィッツジェラルド自身が第四版手沢本に残した修正であることを示す。
4） 第四版と第五版 aとの対照表は，つとに福田博『四行詩集彷徨―ルバイヤート詩書集成』（書肆ひやね，

2008年 3月），84頁に示されているので，ここではそれをもとに，さらに同じマクミラン書店の 1899・
1903年版の刊本と日本の教科書版の本文の情報を追加した。


